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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『──みなさん、こんにちは。四月九日木曜日、お昼の放送です。本日の放送は放送部の高たか遠とお花か梨りんがお届けいたしております。はじめに──』




　たとえるならそれは、真夏の高原を通り抜けるさわやかな風のような声だ。

　生徒たちの喧けん噪そうで賑にぎわう昼休みの廊下を歩きながら、市いち村むら龍りゆう之の介すけはそう思った。

　スピーカーから流れてきているのは、昼休みの校内放送。

　少しだけソプラノがかったその声は、森林を流れる岩清水のようにキラキラと透き通っていて、マイナスイオンがはち切れんばかりに満載で、耳の奥にすうっと染しみ入いるように吸い込まれていく。

　きっと声の持ち主は大人びていてきれいでスタイルのいい、清せい楚そな年上の先輩だろう──そう自然と思わせる声だ。

「なあなあ、この声、なんかいいよな」

「きっとすっげえ美人で大人っぽいお姉さまな先輩が喋しやべってるんだって！」

「見に行ってみようぜ！」

　興奮した声でそう言い合いながら龍りゆう之の介すけの横を追い抜いていく男子生徒の姿。

　おそらく一年生だろう。

　似たような光景は、一年前にも何度か見ることができた。

　その時のことを少しだけ懐なつかしく思いながら、さらに廊下を歩いていく。

　龍りゆう之の介すけが向かった先は、放送室だった。

　高等部校舎四階の一番奥にある、防音加工の施された部屋。

　放送は一段落したようで、スピーカーから聞こえていた耳心地のいい声は今は止やんで、代わりになぜかヴィジュアル系のハードな音楽が流れている。

　放送室の扉は上半分がガラス窓になっていて中の様子が分かるようになっているため、さっきの一年生たちがそこから室内を覗のぞき込こんでいた。

「どうどう？　それっぽい人いる？」

「お、一人見付けた。でもあの人は違くね？」

「後ろ姿だからよく分かんないけど、ちいさいし、あれってたぶん俺たちと同じ一年生だよな……？」

　困惑したような声が聞こえてくる。

　そんな光景も、また一年前と同じものだった。

　やがて一年生たちは諦めたのか、扉の前から離れた。

「おっかしーな。さっきまで声が聞こえてたはずなのに」

「放送が終わったらすぐに教室に帰っちゃったとか？」

「ま、いいや。行こうぜ行こうぜ」

　そう口にしながら、廊下の向こうへと消えていった。

　それを確認すると、学生服の詰め襟を正して、龍りゆう之の介すけは放送室の扉へと手をかけた。
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「先輩、お疲れさまです」

　そう挨拶をしながら龍りゆう之の介すけが放送室に入ると、ヘッドフォンをしてマイクの前に座っている一人の女子生徒の姿が目に入った。

　光の粒子をまとったようなサラサラの髪、少しつり目がちなぱっちりとした目、整った顔立ち、そして華きや奢しやな身体からだ。

　仔こ猫ねことか、仔こリスとか、そういった小動物的な印象を与える外見だ。

　身長は……平均よりもかなり低い。おそらく百五十センチあるかないかくらいだろう。龍りゆう之の介すけは百七十センチ台後半だから、並ぶと大人と子どもほどの差になる。

　こちらに気付いていないようだったので、近づいて再度声をかけてみる。

「お疲れさまです、先輩」

「うにゃ……っ……!?」

　ふいに声をかけられてびっくりしたのか、女子生徒が座ったままぴょこんと飛び跳ねた。

「え、だ、だれ！　ふ、不審者？　変質者……!?　あ、じゃ、じゃなくて、もしかして新入部員……!?　放送部にようこそ──って、何だ、市いち村むらじゃん」

　龍りゆう之の介すけの姿を見て、拍子抜けしたようにヘッドフォンを頭から外す。

「どうしたの、今日は当番じゃなかったよね？」

　首をちょこんとかたむけながらそう尋ねてくる。

　その声は、まるで小さな鈴を鳴らしたかのようにかわいらしいものだった。

　さっきまでスピーカーから流れていたものとはまた違った方向性で、耳を幸せにしてくれる心地のよい響きである。

「そうなんですけど、当番じゃないと来ちゃダメですか？」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、女子生徒はふるふると首を横に振った。

「あ、ううん、ダメってことはないよ。市いち村むらは放送部員なんだし、いつ来てくれてもウェルカムだから。あ、そこ座って」

　そう促されて近くにあったパイプ椅子へ腰を下ろす。

　ちなみに放送室の壁には色とりどりの飾りつけがされていて、壁には『今年こそゲットだぜ、新入生!!』と書かれた垂れ幕がデカデカと掲げられていた。

「もうお昼は食べてきたの？」

「はい、教室で」

「そっか。だったらお茶でも飲む？　いい葉っぱが買えてさ。熱帯果実の魔王ドリアンティーだって。へへー、おいしそうでしょ？　ちょうどあたしも飲もうと思ってたところだったから、いっしょにいれてあげる」

　楽しそうにそう口にしながら女子生徒が立ち上がろうとする。

　それを丁重に制して、龍りゆう之の介すけは言った。

「それもいいんですけど、先輩に一つ頼みたいことがあって」

「ん、なに？」

「はい。実は先輩に発声指導をしてもらいたいんです」

　その言葉に、先輩が自分を指さして首をかたむける。

「発声指導って、あたしに？」

「はい。時間があったらお願いします。先輩の指導は的確で分かりやすくて、すごく参考になりますから」

「的確で分かりやすい……」

　女子生徒が目をぱちぱちと瞬まばたかせながら、どこか落ち着かない表情になる。

「ふ、ふぅん、そうなんだ。ま、まあ、あたしも忙しいんだけど、市いち村むらがどうしてもあたしがいいっていうなら、的確に分かりやすく指導してあげるかな。ほら、あたし先輩だし」

「どうしてもお願いします」

「う、あいかわらず素直だな……」

　女子生徒が複雑そうな表情でそう答える。

　この女子生徒の名前は高たか遠とお花か梨りん。

　放送部（仮）の部長を務めている三年生の先輩であって、そして実のところさっきまで新一年生たちが探していた、校内放送をやっていた当人でもあるのだった。

「そういえば、去年と同じでまたギャラリーが来てましたよ」

「え、ほんと？」

「はい。三人ほど」

　その言葉に女子生徒──先輩がぱあっと嬉うれしそうに目を輝かせる。

「そっかそっか、またあたしのエンジェルボイスの魅力の虜とりこになっちゃう後輩が出ちゃったかー。もう、しょうがないなー。ふふ、でも今度こそ市いち村むら以来となる新入部員をゲットかも。──で、その一年生たちはどこにいるの？」

「帰りましたよ。放送室の入り口まで来て」

「……え？」

「去年と同じパターンです。たぶん先輩のこと、一年生と間違えたんでしょうね」

「……」

　沈黙。

　先輩が苦虫を百匹くらい嚙かみ潰つぶしたみたいな渋い顔になる。

　実は去年もこれと同じようなことがあった。

　校内放送をしていた先輩の声から、きっとその主は大人びていてモデルのような外見に違いないと想像して見物にやって来た新一年生たちが、やはり今回と同様に入り口の扉のところで引き返していったのだ。ちなみにその時に言っていた台詞せりふは「何でちんちくりんの中学生が高等部の放送室にいんの？」。それを聞いた先輩は、冬ごもりのために地面に埋めた果物の種を横取りされたリスみたいに身体からだを震わせていた。

　ちょうど今と同じような感じで。

「あ、あたしは先輩なんだからな！」

　先輩が叫んだ。

「そ、それは……ちょ、ちょっとだけ背は低いかもしれないし、童顔だし、普段の声はこんなアニメみたいでヘンだけど……で、でもあたしは先輩で、部長で、えっと……大人の女なんだからな！　偉いんだからなー！」

　抗議をするようにじたばたとその場で手足を動かす。

　そんな様子もまた純粋にかわいらしく、この上なく好ましい。

　なので龍りゆう之の介すけはこう言った。

「俺は先輩の声、どっちも好きですよ」

「ひょ……っ……!?」

　先輩が、ＲＩＮＥのメッセージを送った時みたいな声を上げる。

「放送をしている時の張った声は大人びていてきれいでこの声で毎朝起こされたいと思いますし、普段のリラックスした声はかわいらしくてほんわかとしていていつまでも聞いていたくなります。どちらも甲乙つけがたい素敵な声だと思います」

　それは龍りゆう之の介すけにとって、紛まがうことなき心からの言葉だ。

　先輩はかわいい。

　アナウンスをしている時の声はもちろんのこと、素の時の声も本人はヘンだと言って嫌がるけれど、かわいい。

　そのことはだれが何と言おうとも厳然たる事実であって、曲げることのできない真理であった。

「……っ……」

　先輩の顔が耳まで真っ赤になる。

　まるで熟したリンゴみたいだった。

「それだけじゃなくて先輩の声は他に比ひ肩けんするものがなくて世界で唯一無二で……」

「……っつつつ……」

「きっと先輩の声が世界中に流れていたら、世の中から戦争がなくなるんじゃないかって思います。それくらいに清らかで純粋で神こう々ごうしくて……」

「も、もういい、分かった、分かったからそこまで！　ほ、ほら、指導をやるから、座ってって！　おすわり！」

「はい」

「ま、まったく、市いち村むらはいっつもヘンなことばっかり言うんだから……ぶつぶつ……」

　まだ顔を赤くしたまま、だけど決してまんざらでもなさそうにして先輩がぷいっと明後日あさつての方を向く。

　そんな先輩を見て、龍りゆう之の介すけは心の中で密ひそかにこうつぶやいたのだった。

　よし、ワンアウトだ……！
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「それじゃあとりあえず発声練習をやってみよっか。教本があるから読んでみて」
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「分かりました」

「あたしは他の仕事をしながら聞いてるから、何か分からないことがあったらいつでも訊きいてくるんだぞ」

　そう言うと、先輩はくるりと踵きびすを返かえして資料の整理を始めた。

　それを横目に、龍りゆう之の介すけは発声練習を開始する。

「あっ、えっ、いっ、う、えっ、おっ、あっ、おっ……」

　発声練習は放送部員にとって基本となるものだ。

　専門的な声の出し方から、よく知られているような早口言葉まで。

　教本に載っているそれらを、滑舌に気を付けながら読み上げていく。

「かっ、けっ、きっ、くっ、けっ、こっ、かっ、こっ……かけけききくくけこかこ、かけきくけこかこ、かきくけこ……特許許可する東京特許許可局……」

　油断すると舌を嚙かみそうになる言葉の連続。

　と、そこで視界にあるものが入った。

「……ん、んんっ……」

「……」

「……む、む～……」

　何だか挙動不審な先輩の姿だった。

　放送室の隅にある戸棚の前で、右手を伸ばしながらウサギのようにぴょんぴょんと飛び跳ねている。

「……む～……ん～……あ、あと、ちょっと……っ……」

　たぶん棚の一番上にある資料を取りたいのだろう。

　だけど先輩の心こころ許もとない身長（百五十センチ弱）では、背伸びをしてもジャンプをしても、あと僅かが届かない。

　一生懸命に飛び跳ねる度にふらふらと身体からだを揺らして、スカートの裾がぱたぱたと頼りなくはためいている。

　見るからに危なっかしい。

　このままでは転倒したりしてしまうのでは……と心配に思っていたら案の定、

「あっ……」

　先輩が体勢を崩した。

　宙を摑つかむようにして両手をわたわたと必死に動かした後、「わわわっ！」と声を上げてそのまま後ろにひっくり返る直前で──

「大丈夫ですか？」

「……っ……」

　駆け寄ってすんでのところで受け止めることに成功した。

　柔らかで軽やかな感触が龍りゆう之の介すけの胸元にふわりと収まって、同時に柑かん橘きつ類るいのようなフローラルのようないい香りがふんわりと辺りを漂う。

　先輩の体勢を安定させて隣に立たせると、龍りゆう之の介すけは戸棚の一番上にあった資料を手に取った。

「これですよね。どうぞ」

「……」

「先輩？」

「え？　あ、う、うん、さんきゅ……」

　バツが悪そうに先輩が下を向いてお礼を言う。

「危ないので届かない時は言ってください。取りますから」

「……」

「先輩？」

「あ、うん、市いち村むらに頼めばすぐに取ってくれたっていうのは分かってるよ。市いち村むら、いいやつだし。でも……」

「？」

「市いち村むらが一生懸命に練習してたから邪魔したくなくてさ。自分で取れるならそうした方がいいって思ったっていうか……」

　視線を逸そらしながらもごもごとそんなことを口にする。

　先輩はこういう人なのだ。

　何だかんだで自分のことよりも他の人のことを第一に気にかけてくれている。

　その心遣いは龍りゆう之の介すけにとってこの上なく嬉うれしいものであって……思わずポンポンとその頭に手をやってしまいたい衝動に駆られるものの、心の中で自分の頰に鉄拳を入れてそれを抑えた。いくらかわいいとはいえ相手は先輩だ。立場はわきまえなければならない。

　代わりに、龍りゆう之の介すけはこう口にしていた。

「そんなこと気にしないでください。高いところにあるものを取るくらい何でもないですから」

「市いち村むら……」

「先輩のためならたとえ両手両足を骨折していたって、即座に駆け付けて取ってみせます」

「重いよ!?」

　そう口では言うものの、そこはかとなく嬉うれしそうな表情が先輩の顔に浮かんでいることを、龍りゆう之の介すけは見逃さなかった。

（……よし）

　これでツーアウトだ。

　心の中で再度ガッツポーズをする。

　先輩が喜んでくれた。

　嬉うれしそうな顔をしてくれた。

　あと一回アウトを取れればスリーアウトチェンジ──すなわち今日の目標を達成することができる。

「ま、まあいいけど……それより練習はどう？　うまくできないところとかない？」

　こほんと咳せき払ばらいをしながら先輩がそう尋ねてくる。

「そうですね。ここの滑舌がちょっと難しいかもしれません」

　そう答えると、先輩は待ってましたとばかりに嬉うれしそうに身を乗り出した。

「お、じゃああたしが手本を見せてあげよっか？　ほらほら、やっぱりこういうのは実際にできる人が目の前で実践した方が分かりやすいと思うんだよね」

「はい、ぜひお願いします」

「うん、任せといて！」

　ノリノリの様子で嬉うれしそうにドンと自分の胸を叩たたきながら、先輩がすうっと息を吸う。

　そしてゆっくりと教本を読み始めた。




「生麦生米生卵、赤巻き紙青巻き紙黄巻き紙、今日のなまだらなままながつお──」




　響き渡る、声。

　さっきまでの鈴を鳴らしたようなかわいらしいものとは違う、どこまでもキレイで透明で、まるで水面にできた波紋が雅みやびやかな円を描いていくみたいに、凜りんとした響きが放送室の中に広がっていく。

　そう、先輩には二つの声がある。

　普段の素の先輩の声は、かわいらしい。

　発声用に張られた先輩の声は、美しい。

　それは本当に片方は天使で、片方は女神かというのがふさわしい天上の響きであって……

「先輩の声は本当にきれいですね。地上に舞い降りた女神みたいで、聞いているだけで心が洗われるような幸せな気持ちになってきます……」

　思わず龍りゆう之の介すけが心の中の声を口に出してしまった次の瞬間。




「……っ……！　と、隣の客はよく柿食う客にゃ……っ……！」




　女神が嚙かんだ。

　早口言葉のクライマックスのところで、盛大に嚙かんでしまった。

「……」

「……」

　沈黙。

　空手の師範が弟子に寸止めの見本を見せようとしたら失敗して見事に正拳突きを決めてしまった時のような何ともいえない微妙な空気が放送室の中を流れて、それに比例するように先輩の顔が茹ゆでられたオマールエビみたいにみるみるうちにかーっと赤くなる。

　先輩が気まずい思いをしている。

　恥ずかしさに耐えかねている。

　ここは後輩として、先輩の笑顔を望む者として──フォローしなければ。

　だけどどう声をかけるのが正解だろう。

　野球部の練習中だったらこういう時にはドンマイと一言添えて肩を叩たたけば事足りるが、相手は細かいことを気にしない野生のゴリラみたいな体育会系野球部員じゃなくて、しっかりしているように見えて意外と打たれ弱い小動物みたいな先輩だ。

　三十秒ほど考えた後、龍りゆう之の介すけは先輩の目を真まっ直すぐに見てこう言った。

「先輩」

「な、何……？」

「大丈夫です。俺、猫好きですから」

「……っ……」

　完璧なフォローのはずだった。

　失敗からそれとなく論点をズラして、なおかつ語尾が「にゃ」になってしまったことを好ましく思っていることを伝える、最適解のはずだった。

　だけど先輩は顔を真っ赤にさせたまま、スカートの裾をきゅっと握り締めながら全身をぷるぷるさせて、こう声を上げたのだった。




「そ、それはフォローじゃにゃい！」




　さりげなくまた嚙かんでいたのはともかくとして。

　……どうも、失敗したみたいだった。

　……ううん、先輩のツボは分からない……
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「そ、それじゃあまたな、市いち村むら」

　昼休みも終わりに近づき、放送室の鍵を閉めながら先輩がそう言った。

「はい、先輩」

「きょ、今日はちょっとあれだったけど……その、何だ、また指導してほしい時にはいつでも言って。次はちゃんと手本になれるようにするから」

「分かりました。ぜひまたお願いします。先輩の声を聞くと、血流が良くなってリラックスできて、寝付きがよくなりますから」

「あたしの声は酸素カプセルか！　……も、もう、市いち村むらはそういうことばっかり……。……ま、まあいいや、とにかく、いつでも頼ってきてくれていいんだからな」

　ぶっきらぼうにそう口にすると、先輩は回れ右をして三年生の教室の方向へと廊下を歩いていこうとする。

　と、その途中で、くるりと振り返った。

「あのさ、ほんとに遠慮しないでいいからね。……だって、その、市いち村むらは……」

「？」

「ええと、何だ……いいやつだし、大事な後輩だし、話してて楽しいし……」

「……」

「その、ちゃんと好きになってもらいたいっていうか……」

「好きに……」

　そこで先輩ははっとしたような表情になると、

「あ、す、好きになってっていうのは放送部のことで……！　せ、先輩として、部長として、きちんと後輩から頼られるのは当たり前ってだけだから！　べ、別に深い意味はないんだからね！」

　わたわたとそう言いかけて、

「大丈夫です。俺も好きですから」

「!!　ひょ……っ……!?」

「さっきも言いましたが……先輩のかわいらしくてキレイな声が、大好きです。そんな素晴らしい声で指導されれば、それだけで嬉うれしいです」

「あ……そ、そう、こ、声ね……」

「？」

「し、知ってたし！　も、もうほんっとそーいうところだぞ、市いち村むらは……！　と、とにかくそれだけ！　またね！」

　そう赤い顔で一気にまくしたてると、たたたっとその場から走り去っていく……と思わせて、途中で足をもつれさせて「わ、わわわっ！」と一度転びそうになっていたものの、何とか持ち直して廊下を走っていった。

「……」

　その走り慣れていないコウテイペンギンみたいな後ろ姿には、焦あせりや戸惑いが多く含まれていたけれど、だけどその中に確かに喜びのオーラが見え隠れしていたのであって……

「よし……っ……！」

　スリーアウト、達成だ……！

　思わず今回は心の中だけでなく、現実で小さくガッツポーズを取ってしまう。

　傍はたから見たらおかしな人かもしれないが、そんなことは構わない。

　今日も先輩に……喜んでもらうことができた。

　先輩を笑顔にすることができた。

　龍りゆう之の介すけには、先輩に対してやろうと決めていることがある。

　先輩のことを知って、高等部進級とともに放送部（仮）に入った当初から、続けようと心に課していることがある。

　それは……一日に三回、先輩に喜んでもらうということ。

　先輩のために自分にできることをやって、喜んでくれる顔を見たい。

　先輩には、いつでも向日葵ひまわりが咲いたような明るい笑顔でいてもらいたい。

　それは必ずしも毎回成功するわけじゃないけれど、それでもチャレンジしようとすることだけはやめるつもりはなかった。

　だってそれは……あの時に先輩によって救われた龍りゆう之の介すけにできる、唯一の恩返しだから。

「……」

　そして同時にもう一つ、密ひそかに心に決めていることがあった。

　もしもこの誓いを、一週間続けることができたのなら。

　学校に来ている六日間と来ていない一日の全てで、先輩を喜ばせ続けることに成功することができたのなら。

　その時は、先輩に──

「……がんばるか」

　そう口にして、自分の教室へと戻ったのだった。
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「はあー……」

　教室へと続く廊下を歩きながら、花か梨りんはため息を吐いていた。

　今日も……市いち村むらに照れさせられてしまった。

　さんざん赤面させられて、得意なはずの発声練習で盛大に嚙かまされてしまった挙げ句に、最後には言うつもりもなかった恥ずかしいことまで言わされてしまった。

　思えば会っている間、ほとんど照れさせられっぱなしだったような気がする。

「……」

　でもだってしょうがないじゃん……市いち村むらがあんまりにもぐいぐい攻めてくるんだもん。

　心の中でそう言い訳をする。

　あんな真面目な大型犬みたいな顔をして、いっつもいっつもこっちが照れるようなことばかりをしてくる。

　それは照れるということはこっちがドキリとするようなことを言ったりやったりしてきてくれているということでもあって、もちろん嬉うれしいことではあるのだけど……でももっとこう、先輩として、部長として、後輩の前では威厳を保ちたいのだ。

「うう、あたし、ぜんぜん先輩っぽくないかも……」

　自分の行動を省みて心からそう思う。

　だから。

　花か梨りんには……一つ決めていることがある。

　市いち村むらが放送部に入ってきて、毎日のように照れさせられるようになってしまった時から、いつかは成し遂げようと決心していることがある。

　それは……照れさせられる回数を一日三回未満に抑えること。

　そんな日を、一週間に一度以上作ること。

　先輩として、後輩にこうも一方的に照れさせられてばかりいるわけにはいかないのだ。

「……」

　そしてそれを達成できた時には、先輩としての威厳を保てるようになったなら、実行しようと決めていることが一つある。

　きちんと、市いち村むらとの距離を測れるようになったらやろうと決心していること。

　それは──

「……」

　今のところ連敗続きだけど、きっと近い内に達成してみせると心に誓っている。ううん、むしろ市いち村むらを逆に照れさせるくらいのことはやってみせなくては。何といっても、自分は年上で大人で、余裕のある先輩なのだから。

「ぜ、絶対、やってやるんだから……！」

　そう固く決意をして、花か梨りんは小さく闘志を燃やすのだった。




　＊




　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまう一人の男子生徒と、そうやって照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したい先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。
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「なあ龍りゆう之の介すけ、今日帰りにカラオケ寄ってかない？」

　放課後の教室。

　龍りゆう之の介すけが自分の席で黙々と帰りの支度をしていると、一人の男子生徒が前の席に座りこんでそう話しかけてきた。

「こないだ言ってた最近気に入ってるバンドの新曲が入ったんだってさ。もう歌いたくて歌いたくて俺の中のバーニングソウルがガマンできないってわけ。だから、付き合ってよ。な？」

　身を乗り出しながらそう言ってくる。

　だけど。

「悪い。今日は部活があるんだ」

「えー、今日もかよー」

　そう答えると、こっちを見ながら不満そうに男子生徒が大げさに声を上げた。

「昨日も一昨日も、そう言って来てくれなかったじゃん。いつになったら俺のリサイタルに付き合ってくれるわけ？」

「部活がない日なら」

「それっていつ？」

「先輩が来ない時……かな」

「うわ、言い切ったよ……」

　男子生徒が呆あきれたようにこっちを見てくる。

　そう言われても放送部（仮）に所属している以上、活動がある日は出席をするのが当たり前だし、そして先輩がやって来る限り活動があることは決定されている。ゆえにすなわち先輩が来る時は、必然的に全て部活がある日という結論になる。何も間違っていないはずだ。

「ホント、お前って昔から真面目だよな。思い込んだら一直線っつーか、他がまったく目に入んなくなるっつーか。ピンチの時もだいたいストレート勝負だったし」

「どうしたらいいか分からない時ほど、自信のある球種で勝負した方が勝率が高いってリトルリーグ時代の監督から教わったから」

「それは野球の話だろ。まあいいけどさ……」

　何かを諦めたようにため息を吐く。

　この男子生徒の名前は日ひ野の明あき良ら。

　龍りゆう之の介すけと同じ二年一組のクラスメイトで、中学からの友だちだ。

　見た目は明るく軽い感じの陽キャラで、人と話すのがこの上なく得意でない龍りゆう之の介すけとはほぼ正反対といってもいい。だけど中身は人当たりがよく友だち思いで、周りへの気遣いもできる。教師からの評判も悪くない。一言でいって気のいいやつなのである。親友……と言っても差し支えないかもしれない。

「でももったいないよな。お前、けっこうモテるのに」

　と、日ひ野のが言った。

「ほら、龍りゆう之の介すけって顔が怖いしごついし堅物で石頭で融通が利きかないとこもあるけど、その分正直で義理堅いし、それに何だかんだで面倒見もいいだろ。ちゃんと話してみればそういうところが安心できるって、けっこう隠れファンがいるらしいぞ？」

「隠れファン……？」

「ああ。聞いただけでも二、三人は知ってる。うちのクラスだと委員長とか」

　それは多い方なのだろうか。

　そういうのはいまいち龍りゆう之の介すけには分からない。そもそも昔から女子相手には怖がられることこそあれ、あまり積極的に話しかけられることなんてなかったからだ。

　というか──モテるというのなら、目の前の日ひ野のの方がよっぽど女子から人気がある。高等部に上がってからのこの一年だけでも告白されているのを何度も見た。中等部時代も合わせたら両手で数えてもきかないくらいだろう。とはいえ見た目も良く成績も悪くない上に運動神経もよく、さらには意外と根は真面目で気が利きくときているから、それは当然の評価なのかもしれないけれど。

「とにかく、今日は部活だから。悪い」

「はー、分かったよ。しゃーない、またな」

　まだどこか未練ありげな日ひ野のにそう言って手を振ると、龍りゆう之の介すけは教室を出た。
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「お、市いち村むら、おっす」

　放送室に着くと、先輩はもう来ていた。

　いつもの定位置であるマイク前のパイプ椅子に座って、何やら紙束をまとめている。

「こんにちは、先輩。何をしてるんですか？」

　龍りゆう之の介すけが尋ねると先輩は顔を上げた。

「ん？　今日やる練習で使う資料をまとめてるところ。すぐ終わるからちょっと待ってて」

「あ、じゃあ手伝います」

「だいじょうぶ、大した量じゃないから。市いち村むらはのんびりお茶でも飲んで待ってなって。今日は中南米の夜の女王ドラゴンフルーツティーがあるよ」

「でも……」

「いいからいいから。こういうのは先輩の仕事なんだからさ。ね？」

　そう言ってやんわりと拒否されてしまう。

　仕方なくカバンを部屋の隅に置いて、龍りゆう之の介すけは備え付けの急須にドラゴンフルーツティーの葉を入れると、ポットからお湯を注いだ。

　できれば先輩の手伝いをしたかったのだけれど……

　先輩の方を見ながらそう思う。

　先輩の手伝いをしたり、手助けできることは買って出たりして、喜んでもらう。

　それが龍りゆう之の介すけにとってのこの放送部での揺るぎない第一の信念なのだから。

　とはいえ──実のところ先輩に喜んでもらうのはなかなかに難しい。

　先輩はかわいいだけでなく、頭の回転が速く、器用で、人当たりも良好だ。

　運動だけがあまり得意でないのは玉たまに瑕きずだけれど、それ以外ではおおむね万能で才色兼備と言っていい。

　ゆえに基本的には何でも自分でできるうえに、あまり他人に頼らずにできることは全部自分でやろうとするため、龍りゆう之の介すけが手伝えることはかなり限定されてしまう。

　なのでその数少ないできることの中から喜んでくれることを探していくしかないのだけれど……先輩の喜んでくれるツボもいまいちつかみきれていないのが現状だったりする。

　先輩の喜びポイント。

　渾こん身しんの喜ばせムーブが盛大に空振ったかと思ったら、まったく予想外のところで喜んでくれることもある。

　こうして一日三回先輩に喜んでもらおう運動を始めてからもう一年が経たつけれど、いまだに安定してアウトを取れないのは龍りゆう之の介すけの悩みの種だった。

（どうすればもっと先輩に喜んでもらえるだろう……）

　その答えはまだ出ていない。

　ただその代わりに……と言ってはあれなのだけれど、先輩が喜んだ時の反応はかなり分かりやすいものがあった。

　顕著な例として、まずは小動物のように顔を逸そらすというのがある。

　おそらく喜んでいることを隠したいのだと思うのだけれど、龍りゆう之の介すけの行動が刺さった時には真っ先にこのリアクションを取るのだ。

　また同じ理由で耳まで赤くなったりするのも明確な指標だし、顔を手で覆ったり早口になったりするのもよくある喜び（を隠したい時）の表現だ。

　さらにもう少し喜びのレベルが上になると、ただ歩いているだけで何もないところで転びそうになったり、両手両足がいっしょに出たりと、見るからに挙動不審になる。または何気ない会話で嚙かんだりもするようになる。ちなみに嚙かむ時には「にゃ」が多いような気がするのだけれど、これはやはり先輩がどことなく猫っぽいところに起因しているのではないのかと個人的には思っている。

　そんなことを龍りゆう之の介すけが考えていると、先輩（推定猫科）が怪け訝げんそうな目で見てきていた。

「……じー……」

「？　どうかしましたか？」

「……市いち村むら、なんかあたしのこと考えてない？」

「俺はいつだって先輩のことを考えていますが」

　正直にそう答えると、

「そ、そういうことを訊きいたんじゃにゃい！」

　スイカみたいに真っ赤になって（さらに「にゃ」のおまけ付きで）先輩が声を上げる。

　今のやり取りのどこが先輩に刺さったのかいまいち分からないのだけれど、どうやらワンアウトを取れたみたいだ。

（ん……よし）

　理由が分からないのには少しモヤッとはするものの、とはいえ先輩が喜んでくれたことには変わりがないため、心の中で密ひそかにグッと拳を握り締める。

「ま、まったく市いち村むらは、い、いっつもいっつもほんとにどうしてそうグイグイくるかな……」

　唇をとがらせながら焦あせった顔をして、先輩が資料のまとめ作業に戻る。

「……」

　その後ろ姿を見届けて、龍りゆう之の介すけも再び先輩に対する考察に思考を巡らせた。

　ここまでは主にリアクションについて考えてきたけれど、先輩を語る上で欠かせないのが……やはりその声だ。

　どこまでも澄み切っていて、まるで心に直接語りかけてくる女神みたいな美しい響き。

　鈴を転がしたようにあどけなく、まるで優しく心を和ませてくれる天使のようなかわいらしい響き。

　その容姿とも相まって、先輩は一部では『放送室の人魚姫リトルマーメイド』と呼ばれている。

　実にかわいらしくて先輩にぴったりの呼び名だと思うのだけれど、ところが本人はあまり気に入っていないらしく。

『だいたいリトルって何なの！　普通にマーメイドでよくない!?』

『……』

『……』

『……それは、小さな置物にして手元に置きたいくらい先輩がかわいいからかと』

『何その猟奇殺人犯的発想！　って、違うよ絶対！　あたしがちっちゃいからバカにしてるだけだって！』

　とのことらしい。

　先輩が小さいのは確固たる事実であるけれど、だけど先輩は男女学年を問わず慕われているし、少なくともバカにされているということは被害妄想以外でまずあり得ないと思うのだけれど……

　と、ふと気付くとまた先輩がジト目でこっちを見ていた。

「……また何か、あたしのこと考えてない？」

「部活に来ている時はだいたい先輩のことしか考えていませんが」

「も、もっと他に考えることはないの!?　ていうかちょっと怖いんだけど！」

　制服のスカートをぎゅっと握り締めて先輩が声を上げる。

　そうは言われても先輩のことを考える以上に優先すべきことなんてないのだから仕方がない。

「も、もう、ほんっと市いち村むらは市いち村むらだな……。それよりほら、資料をまとめ終わったから今日の練習を始めるぞ。今日はアフレコをやるから」

　先輩がスマホを机の上に置いて、立ち上がった。

「アフレコ、ですか？」

「うん、そう。発声とか滑舌だけじゃなくて、表現力とか洞察力とかを向上させるのに役に立つんだって」

「そうなんですね。分かりました」

　アフレコとはアフター・レコーディングの略で、アニメや映画、テレビドラマなどの映像作品に後から声を当てることである。

　龍りゆう之の介すけがやるのは初めてなのだけれど、放送部のレッスンとしては比較的スタンダードで、しばしば行われるものらしい。

　手渡された台本をパラパラとめくって確認をする龍りゆう之の介すけの横で、先輩が小さく何かをつぶやいていた。

「……今日こそは、市いち村むらに反撃してみせるんだから……！」

「？　何か言いました？」

「！　な、何でもない！　一通り内容を確認したら始めるから。いい？」

　焦あせったような様子でぶんぶんと首を振る。

　そういうわけで、アフレコをすることになったのだった。
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「今からやるのはこの『ときめき☆ブロードキャスト』。クライマックス部分を台本にしたから、そのシーンの台詞せりふを当てていくの。市いち村むらがこっちの主人公役で、あたしがヒロイン役だからね」

「分かりました」

　うなずいて先輩の隣に立つ。

　アフレコの題材として先輩が選んだのは、『ときめき☆ブロードキャスト』というアニメのワンシーンを抜粋したものだった。

「ちゃんと映像も用意してあるからね。これを見ながら声を当てていくんだけど、準備は大丈夫？」

「はい、やれます」

「じゃあ始めよっか。──三、二、一、スタート」

　先輩の声とともに、放送室に備え付けられたテレビからアニメの映像が流れる。

　主人公とヒロインが二人きりで見つめ合っているシーン。

　そのヒロインの動きに合わせて、先輩がゆっくりと声を発する。




「『──あたし……きみの声が、好き』」




　目が覚めるような声だった。

　澄み切った水のように清らかで、それこそ深い海の底から流れてくるような響き。

『放送室の人魚姫リトルマーメイド』の呼び名は伊だ達てじゃない。

　思わずその声に聞きき惚ほれてしまいそうになるのをグッとこらえて、龍りゆう之の介すけも自分の台詞せりふを口にした。

「『俺は……このままの関係はイヤです。先輩の声を、いつだって傍そばで聞いていたい』」

「『あたしだってそうだよ。きみの存在を、声を傍そばで感じて、同時にあたしのものも感じてもらいたい。でも……そうできないのは、きみだってよく分かっているでしょう……？』」

「『それは、でも……！』」

　どうやらこの二人は同じ高校の放送部の先輩後輩で、秘密の恋人同士のようだった。

　放課後の放送室で、人目を忍んで密ひそかに逢おう瀬せを重ねているところらしい。

　しばしそんな掛け合いが続く。

　互いへの抑えきれない気持ちがあふれた、リリカルな台詞せりふの応酬。

　と、その時、あることに気付いて龍りゆう之の介すけの動きが止まった。

　これは……

「……」

「あれー、どうしたの市いち村むら？」

　そんな龍りゆう之の介すけを見て、先輩が口元に手を当てながらにやにやと楽しそうに見上げた。

「あ、ふふふ、もしかして……台詞ぜりふが青春しすぎてて、実際に口にするのが恥ずかしいとか？」

　からかうようにしてそんなことを言ってくる。

「いや、そうではなくて」

「いいっていいって隠さなくても。しょうがないなー、もー、お子ちゃまなんだから市いち村むらは。……あ、そうだ、だったらそこの台詞せりふと同じシチュエーションをやってあげよっか？」

「同じシチュエーションを……？」

「そうそう。声だけじゃなくて実際にシチュエーションも再現すれば自然に台詞せりふも出やすくなるんじゃない？　主人公とヒロインがお互いに見つめ合った後に抱きしめ合うんだよね。……ほら、じゃ、じゃあ、あたしがぎゅーってやってあげるからさ」

　画面でヒロインがやっているように、先輩がこっちに向けて大きく両手を広げてくる。

「……」

「どうしたの？　こないの？　遠慮しないでいいんだよ？」

「……」

「って、ふふ、こういうのはまだ市いち村むらには早かったかー。そうだと思った。ま、しょうがないよね。やっぱり色々と経験したあたしくらいの大人じゃないと厳しいハードルだったかなー」

　うんうんとうなずきながらそう口にする先輩に、

「先輩」

「うん？」

「……」

「え？　な、なに？　ちょ、ちょっと？　何で無言で近づいてくるの？　え？　え？」

「……」

「ま、待って！　ほ、本気!?　そ、それは実際に同じシチュエーションをやってみようって言ったけど……で、でもまさかほんとにやろうとしてくるなんて思わなかったっていうか……！　ほ、ほら、あれだよ？　あたしは年上で大人だからこういうことも、その、ド、ドンとこいだけど、市いち村むらはまだお子ちゃまだから心の準備が……」

「あの、先輩」

「こ、心の準備が……っ……!?」

　何やらわたわたと顔の前で両手を振って後ずさる。

　その様子も慌てふためく仔こ猫ねこみたいでかわいらしかったのだけれど……それはひとまず置いておいて。

　龍りゆう之の介すけは言った。

「先輩のスマホが鳴ってます」

「…………へ？」

「さっきからずっと振動しっぱなしです。着信じゃないですか？」

　龍りゆう之の介すけが指さした先輩の後ろの机の上では、『ニャン左ざ衛え門もん』という猫のマスコット型のケースに入れられたスマホがムームーと振動し続けていた。

「……え？　あ、そ、そっか、スマホが鳴って……」

　はっと我に返ったような顔になって、先輩が慌ててスマホを手に取る。

「──も、もしもし？　あ、お母さん。何、どうしたの？　え、今日の夕飯はあたしの好きなカレーライスだから早く帰ってこい？　そ、そんなことでわざわざ電話かけてこないでってば！　だ、だから……」

　どうやらお母さんからの電話のようだった。

　タマネギは飴あめ色いろになるまでしっかり炒いためてくれとか、ニンジンはあまりたくさん入れないでくれとか、ジャガイモは新ジャガがいいとか、そんな会話が漏れ聞こえてくる。

「……うん……うん、分かったから。ちゃんと寄り道しないで帰るってば。だからニンジンをニャンコ型にするのを忘れないでよ？　うん、うん、じゃあね」

　やがて通話を終えて、先輩が疲れたような顔でこっちを向いた。

「……ふう、ごめんね市いち村むら。中断しちゃって……」

「いえ、ぜんぜん大丈夫です」

　むしろ先輩の好物がカレーだと知れてよかったくらいだ。

「それならいいんだけど……」

「それよりさっき言ってたことですけど……」

「！　な、何でもない！　さっきのは、その、ダウト！　何ていうかちょっと間違っただけだから！」

「でも……」

「い、いいから、わ、忘れろー！」

　湯気が出そうなほど顔を赤くしながらぽかぽかと叩たたいてくる。

「はあ……」

　よく分からないけれど、とりあえずツーアウトが取れたことは確実みたいだった。







　その後もアフレコレッスンは続けられた。

「じゃ、じゃあ続きをやろっか？　今の市いち村むらの台詞せりふからね」

「はい」

「……うう、年上の余裕を見せつけて市いち村むらを照れさせ返してやろう作戦は失敗だったけど……で、でも、さすがにこれだけ恥ずかしい台詞せりふを読み上げることになったら、市いち村むらだって少しは照れるよね……」

「『俺は先輩のことを、心から愛しています。世界中のだれよりも、あの丘に咲く美しいバラよりも、夜空に輝く煌きらびやかな星座よりも。だから力強く抱きしめてください』」

「何で真顔でできるの!?」

　先輩が叫んだ。

　飼っているゴールデンレトリバーが絶対にできないだろうと思われていた逆立ち芸を成し遂げたのを見た飼い主みたいな絶叫だった。

「そう言われても、練習ですから」

　龍りゆう之の介すけとしてはそう答えるしかない。

「う、そ、それはそうかもしれないけどさあ……せ、せめて少しくらい照れたっていいっていうか……」

「？」

「あ、う、ううん、何でもない！　じゃ、じゃあ続きをやろっか！」

「次は先輩の台詞せりふですよ」

「そ、そうだった。え、ええとあたしの台詞せりふは……って、『あたしも……きみのことが好き。きみのそのたくましい身体からだも、きみの力強い声も、きみの全てをあたしのものにしてしまいたいくらいに、きみのことを愛してる。だから強く抱いて！　身も心も溶け合って一つになるくらいにきつく抱きしめて……!!』……!?」

　先輩が台本を持ったままフリーズした。

「え、ちょ、ちょっと、何でこんな恥ずかしい台詞せりふがあるの……？　あ、そ、そっか、さっきのところで絶対市いち村むらが照れてそこで終わりになると思ったからその先まではよく見てなくて……」

「先輩？」

「あ、ちょ、ちょっと待って、今ちゃんとやるから……！」

「……」

「え、ええと……あ、あた、あたしもきみのことが……す、すっすっすっすっ……」

「……」

「……き、きみのその……た、たたたくましい身体からだも、きみの全てを、あ、あたしのもにょにして……」

「……」

「……だ、だから……つ、強く、だい、抱いて……みっ、身も心も、とっとけとけとけとけ……とけてひとつににゃるくらい……」

　ぎゅっと目をつむりながら一生懸命に台詞せりふを口にしようとするも、それはほとんど声にならない。

　そんなもどかしい時間が五分ほど続く。

　見かねて、龍りゆう之の介すけは言った。

「先輩」

「な、なに？」

「よかったらこのシーン、実演しましょうか？」

「……ひょ……っ……!?　え、遠慮しまふっ……!!」

　目をシロクロさせながら先輩が湯気が出そうなほど顔を真っ赤にする。

　図らずも、スリーアウトを達成できたのだった。
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「それでは失礼します、先輩」

「……ん、ああ、また明日な……」

　アフレコレッスンを終えて。

　どこか疲れたような表情の先輩に挨拶をして、帰路へと就く。

　今日も無事に目標を達成することができた。

　先輩を三回以上喜ばせることができた。

　あふれ出るような達成感で、龍りゆう之の介すけの胸はいっぱいだった。

「今週はこれで二日連続……か」

　順調に一日三回先輩に喜んでもらおう運動を全うすることができている。

　こんなに調子がいいのは珍しい。

　今のこの勢いだったら……もしかしたら、今週こそは目標を成し遂げることができるかもしれない。

　グッと拳を握り締める。

　確かな手応えを感じながら、家への道へと足を向けたのだった。
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「ううう……今日もダメだった……」

　一方。

　帰り道をとぼとぼと歩きながら、花か梨りんはがっくりと肩を落としていた。

「な、何で市いち村むらは真顔であんなことができるの……心臓がジュラルミンとかでできてるの……？」

　あんなに恥ずかしい台詞せりふを口にしていたのに、顔色一つ変えないなんてもう正気とは思えない。

　本当だったらあそこで恥ずかしがる市いち村むらに年上の先輩としての余裕を見せつける予定だったのに。いやそもそも台詞せりふを口にする前にとことんまで照れさせる予定だったのにどうしてこうなった……

「市いち村むらに先輩の威厳を見せつけられる気がしない……」

　それどころか、照れさせられないように踏ん張れる自信すら欠片かけらもわいてこない。

　目標達成までのハードルは思っていたよりも遥はるかに高いのかもしれない。

　深いため息を吐きながら、花か梨りんは家路に就いたのだった。
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　龍りゆう之の介すけの通う私立彩さい光こう学がく園えんは、校舎が主に三つの棟に分かれている。

　中等部が入っている棟、高校一、二年生の教室が入っている棟、そして高校三年生の教室と図書室、音楽室が入っている棟だ。

　それぞれ中学棟、高校棟、高三棟と呼ばれているのだけれど、高校三年生の教室だけが独立しているのは、受験を控えていることへの配慮であるのだとか。

　そのため、三年生の教室がある棟に他の学年の生徒がやって来ることはあまりない。

　ただその日、龍りゆう之の介すけは高三棟にいた。

　国語教師から授業で使った資料の返却を頼まれて図書室に行く用事があったため、普段はほとんど足を踏み入れることのないこの場所に来ていたのだった。

「ふう……」

　資料の返却自体はすぐに終わった。

　図書室の貸し出し物はパソコンで管理されているため、操作方法さえ知っていればものの五分もかからない。

　用事が終わってしまえば、三年生ばかりの高三棟はマグロの群れに紛れ込んでしまったカツオのように何となく居心地が悪いため、足早に高校棟へ戻ろうとする。

　と、その途中の廊下で、見慣れた姿が目に入った。

　百メートル先を歩いていても見間違えることのないシルエット。

　友だちらしき女子生徒と並んで笑いながら歩く、他の生徒たちよりも頭一つ小さいその姿は……

「先輩」

「ん？」

　呼びかけてみると、先輩はきょろきょろと小動物みたいに辺りを見回した後にこっちに気付くと、

「お、市いち村むらじゃん。どうしたのこんなとこで？」

　ぱあっと表情を綻ばせてパタパタと駆け寄ってきた。

「ちょっと図書室に用事があって。それで先輩を見かけたので、挨拶をしようと声をかけてみました」

「そうなんだ？　うんうん、ちゃんと先輩に挨拶をするその姿勢、感心感心」

　満足そうにうなずきながらぽんぽんと龍りゆう之の介すけの頭を撫なでてくる。

　そのままだと（身長差で）撫なでづらそうだったので、中腰になってそれを受け入れていると。

　と、そこで何やら周囲の視線がこちらに集まっているのを感じた。

「……？」

　見回してみると辺りにいた生徒たちが先輩と龍りゆう之の介すけのことを見ていて、さらには「だれだあれ？　『放送室の人魚姫リトルマーメイド』とあんなに親しそうに話してて……」や「あ、あんな風に頭を撫なでられるなんて……うらやましい……」や「二年か、あいつ？　何であんなに仲よさそうなんだよ……」なんて声まで聞こえてくる。

　そうだった。

　普段は放送室で気軽に接しているのでついつい忘れがちになるものの、先輩はちっちゃいけれど才色兼備の有名人で、ちっちゃいけれど学校全体で男女問わず人気が高い、ちっちゃいけれど『放送室の人魚姫リトルマーメイド』なのだった。

　改めてその人気者っぷりを目まの当あたりにしていると、

「ね、ね、花か梨りん、だれ、その子？」

　と、先輩といっしょにいた女子生徒が物珍しそうに尋ねてきた。

「あ、うん、市いち村むらは……」

「二年生？　でも花か梨りんがこんなに打ち解けた感じに男子と喋しやべるなんて珍しいね。──あ、もしかして……」

　意味ありげな笑みを浮かべようとした女子生徒に、

「ち、違う違う！　市いち村むらはただの部活の後輩だから！」

　即座に先輩がそう遮った。

「部活の後輩くん？　なーんだ、残念。──ん？　あれ、でもそれって花か梨りんがいつも話してる……」

「わ、わー、わー！　真ま衣い、そ、それはいいから！」

　顔を赤くしながらぱたぱたと手を大きく動かす。

　これは……ワンアウトにカウントしていいのだろうか。龍りゆう之の介すけが何かをしたわけじゃないし、何に喜んでいるのかよく分からないのだけれど……

　悩んでいると、女子生徒が笑顔で話しかけてきた。

「えっと、こんにちは。はじめましてだよね？　私は塔とうヶが崎さき真ま衣い。花か梨りんのクラスメイトで友だちなの。よろしくね」

「市いち村むら龍りゆう之の介すけです。よろしくお願いします」

「へー、二年生なのに礼儀正しいね。すごーい」

　口元に手を当てながら先輩の友だち──真ま衣いさんが興味深げに見上げてくる。

「それでそれで、花か梨りんとはどんな仲なの？　恋人？　旦那？　カレピッピ？　もー、後輩に手を出すなんてやるねー、花か梨りん♪」

「それ全部おんなじじゃん！　って、そ、そうじゃなくて、ただの部活の後輩なんだって何回言ったら……！　い、市いち村むらも気にしなくていいから！　も、もう、真ま衣いはヘンなことばっかり言って……」

「えー、そんな当たらずといえども遠からずだと思うんだけどなー」

「遠いよ！　地球とイスカンダルくらい遠い！」

　そんなことを言い合いながらも、二人の間にはどこか親しげな空気が漂っている。

　そのやり取りから、二人の仲の良さがうかがえた。きっと軽口を言い合えるくらい親しい間柄なのだろう。日ひ野のと龍りゆう之の介すけのような関係なのかもしれない。

「……」

　ただ、一つだけ気になることがあった。

　先輩の声は……いつも龍りゆう之の介すけと話している時の鈴を転がしたようなかわいらしいものではなく、放送や朗読をしている時の発声用の張られたきれいなものだった。

「……？」

　そういえば放送室の外で先輩と会う時には、いつもこっちの放送用モードな気がする。

　先輩の素の声はそうじゃないはずなのに……

　龍りゆう之の介すけが怪け訝げんに思っていると、先輩が思い出したようにこっちを見上げた。

「あ、そうだ。今日なんだけど放課後にちょっと委員会の用事があって部活に行くのが遅れるかもしれないんだけど、クラスの演劇部の子が機材を借りたいって言ってて、放送室に行くかもしれないんだよ。だから悪いけど、もし市いち村むらがいる時にその子が来たら対応してもらってもいい？」

「え、あ、はい。分かりました」

「ん、頼むね。じゃあまた放課後に」

「ばいばーい、後輩くん♪」

　そう言って、先輩と真ま衣いさんは去っていった。

　何だか、少しだけモヤモヤが胸の中に残ったのだった。
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　放課後。

　授業を終えた龍りゆう之の介すけは真っ先に放送室へと向かった。

　先輩に頼まれ事をされたのだから、それは何よりも最優先しなければならない。

　この日も日ひ野のからラ●ンドワンに行かないかと誘われたけれど、そういう事情から申し訳ないが断らせてもらった。「先輩と俺、どっちを取るの……？」と泣きマネをしながら恨めしそうにすがりついてきたのだったが、そこは無言でスルーした。

「……」

　鍵を開けて放送室に入る。

　放送室には人の気配はなかった。

　普通に考えれば他の部員の一人や二人やって来ていそうなものだが、そういう様子はこれっぽっちもない。

　なぜなら放送部（仮）は現状……先輩と龍之介の二人だけの集まりなのである。

　部とは名乗っていて昼休みの放送や行事でのアナウンスなどは任されてはいるものの、規定人数に達していないため実のところ正式な部活としては認められていない。扱いとしては同好会と同じレベルだ。いつか部員を集めて正式な部活として認められるのが目標なのだと、先輩は目を輝かせながら熱弁していた。

「部員を集めて、か……」

　壁に掲げられた『今年こそゲットだぜ、新入生!!』の垂れ幕を見ながら一人そうつぶやく。

　先輩が望んでいるのなら、その目標を叶かなえる手助けをしたいと思う。

　放送部（仮）が正式な部活になることができたら、先輩はきっとものすごく喜ぶだろう。アジの干物を目の前にしたニャン左ざ衛え門もんみたいに飛び跳ねて小躍りするだろう。その時の先輩の笑顔を心から見てみたいと思うのは確かだ。

　だけど。

「……」

　規定人数まで部員が集まるということは、これまでのように先輩と二人だけではなくなってしまうということも意味する。

　そうなってしまえば先輩と接する時間も必然的に少なくなってしまうだろうし、先輩を喜ばせることができる機会も減ってしまうかもしれない。

　それは少し……いやかなり、龍りゆう之の介すけにとって複雑な状況だった。

　もちろん、先輩の夢が叶かなってくれてニャン左ざ衛え門もんの踊り（かわいい）をしてくれるのが第一ではあるのだけれど……

「……よくないな」

　頭を水飲み鳥のように振って雑念を振り払う。

　部員の案件は懸け念ねん事項ではあるものの、部活として認められるための最低人数は五人以上であるため、それが現実の問題となるのはまだだいぶ先のことだ。今考えても仕方がない。

　そう結論付けて、作業に移ることにする。

　先輩に頼まれた機材の準備。

　放送室奥の物置に入っていた段ボール箱を漁あさって機材を机の上に出していく。

　マイクや小型のスピーカー、それらを繫つなぐコード類もろもろ。

　それらをまとめていると、コンコンと入り口のドアを叩たたく音が聞こえた。

「はい、どうぞ」

　件くだんの先輩のクラスメイトが来たのだろう。

　龍りゆう之の介すけが答えると、遠慮がちにドアが開かれた。

「……」

　ドアの向こうに立っていたのは、一人の女子生徒だった。

　きれいに整えられた長い髪、百七十センチを超えているだろうモデルのような長身、はっきりとした目鼻立ち。

　その落ち着いたどこかクールな表情とも相まって、ものすごく大人びて見える。

　とても先輩（ちっちゃい）と同級生に見えないというか、龍りゆう之の介すけには大学生になる姉がいるのだけれど、ヘタをしたら目の前の女子生徒はその姉よりも年上に見えた。

　少しばかり身構えつつ、龍りゆう之の介すけは尋ねた。

「ええと、先輩の──高たか遠とお先輩のクラスメイトですか？」

「……」

「機材を借りていくことになっているんですよね？　用意しておいたんですが、これで大丈夫そうですか？」

「……」

　返事はない。

　ただ胸の前で固く腕を組んで、どこか警戒するような様子で龍りゆう之の介すけの方をじっと見つめている。

「あの」

「……」

「これ、持っていきますか？　それとも少し重いので、よければ指示された場所まで運びますが」

「…………」

　やはり無言。

　相づちの声すらもない。

　何か失礼なことでもしてしまったのだろうか。

　普段から顔が怖いだとかそこにいるだけで威圧感があるだとか、夜道で会ったらヒットマンと間違えて絶対に逃げ出したくなるだとか言われることがよくあるため、周囲からこういった反応をされることは珍しくはない。

　沈黙を貫く女子生徒に、龍りゆう之の介すけは精一杯の笑顔を作りながら一歩近づいた。

「あの、ひとまずこれで大丈夫かを確認してもらえると──」

　その瞬間。

「……ひっ……」

　小さく声を上げて、女子生徒が弾はじかれたように後ずさった。

　まるでサバンナで飢えたライオンと遭遇した栄養たっぷりのシマウマみたいな反応。

　その拍子に、入り口すぐ脇にあった棚に身体からだがぶつかる。

「……あ……っ……」

　一瞬の出来事だった。

　弾みで棚が大きく揺れて、載っていた段ボール箱が崩れ落ちてくる。その先にはもちろん女子生徒の姿があって──

「……っ……！」

　反射的に床を蹴る。

　ドサドサドサ……！

　直後に、背中に軽い衝撃と段ボール箱と中に入っていた紙束が床に落下する物音。

「……」

「大丈夫ですか？」

「……え……」

　龍りゆう之の介すけの身体からだの下で、女子生徒が驚いたような顔でこっちを見上げていた。

　とっさに駆け寄り覆おおい被かぶさって、傘となることで何とか女子生徒に被害を与えないことに成功していたのだった。

「すみませんでした。怖がらせるつもりはなかったんですが……」

「……」

「ケガはないですか？　立てます？」

「……」

　こ、こくん。

　こちらからは目を逸そらしながら女子生徒が戸惑い気味にうなずく。

　だけど立ち上がろうとした際に、女子生徒は顔を歪ゆがめてその場に座りこんだ。

　足を押さえているみたいだったので、断って靴下を下ろして見てみると、くるぶしのところが赤く晴れ上がっていた。

「痛みますか？」

「……っ……」

　軽く触れてみただけで、女子生徒が苦しげに声を上げた。

　これはおそらく……捻挫だろう。

　野球部時代によく経験していたため、龍りゆう之の介すけには見慣れたものだった。

「保健室に行きましょう。湿布を貼って、固定した方がいいと思います」

「……」

　無言でうなずいて、女子生徒が龍りゆう之の介すけの手を借りて立ち上がろうとする。

　だけど痛みが激しいのか、すぐに「……っ……」と小さく声を上げて座りこんでしまう。

　これはとてもじゃないが、歩いていけるような状態じゃなさそうだ。

　だったらここは……

「……失礼します」

「……？　えっ……!?」

　目を丸くする女子生徒を、龍りゆう之の介すけは腕の中に収めるようにして抱え上げた。

　俗に言う、お姫様抱っこというカタチである。

「すみません。このまま保健室まで運ばせてもらいます」

「……っ……っつつつ……!?」

　女子生徒が声にならない叫びを上げる。

　混乱状態のままの女子生徒を腕に抱えて、龍りゆう之の介すけは保健室まで走ったのだった。
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「うん、捻挫だね」

　保健室に辿たどり着つくと、校医の龍りゆう造ぞう寺じ先生が一目見てそう口にした。

「そこまでひどくはないみたいだから、湿布を貼って固定しておくよ。二、三日様子を見て、もしも悪化するようなら病院に行くといい」

[image: ]

「分かりました。ありがとうございます」

「いいさ、これが私の仕事だからな」

　手早く処置をしてそう口にすると、「それじゃあ私はタバコを吸ってくるから」と言ってそのまま保健室を出ていってしまった。龍りゆう造ぞう寺じ先生は保健室にいることはほとんどないと聞いていたけれど、その噂うわさは本当のようだった。

「……」

「……」

　龍りゆう造ぞう寺じ先生がいなくなり、後には龍りゆう之の介すけと女子生徒だけが残される。

　しばしの沈黙。

　さっきまでの塩対応な様子からして、たぶん女子生徒は龍りゆう之の介すけのことを怖がっているのだろう。だとしたらヘタにこちらから話しかけるべきじゃないかもしれない……などと思案していると、意外にも女子生徒の方からリアクションがあった。

「…………ました……」

「え？」

「…………あ……ありがとう、ござい……ました……。その……た、助けて……い、いただいて……」

　消え入りそうな小さな声。

　だけど初めて聞いた女子生徒のその声は、見た目に違たがわずに大人っぽく、夜に咲く花のようにしっとりとした声だった。

「……そ、それに……さ、さっきは、すみません…………でした……こ、こちらから訪ねていったのに、ちゃんと事情を説明できないで……」

「いえ、気にしていないので」

　きっと自分に威圧感があって接せつし辛づらかったのだろう。

　こういう反応をされるのは昔からよくあったことで、何とかしなければならないと常々思っていた問題点だ。そういう意味では、むしろ謝らなければならないのは龍りゆう之の介すけの方かもしれない。

「足は大丈夫ですか？」

「………あ、は、はい……おかげさまで……」

「そうですか。それならよかったです」

　対応を頼まれたクラスメイトに何かがあったら、先輩に顔向けができない。

　大事にならなかったことに龍りゆう之の介すけがひとまず胸を撫なで下おろしていると、女子生徒がおずおずと口を開いた。

「…………あ、で、でも……」

「？　何ですか？」

「………そ……その……」

　何かをためらうような素振り。

　やがて女子生徒は、思い切ったようにこうぽつりと漏らした。




「………………お、重く、なかったですか……？」




「え？」

「……だ、だって……わ、わたしなんかを……も、持ち上げて……ここまで運ばせてしまって……」

　顔を伏せながら心の底から申し訳なさそうにそう言ってくる。

　ああ、なるほど、そういうことか……

「ぜんぜん大丈夫でしたよ。むしろ軽いくらいでした」

　女子生徒の顔を見ながらそう答える。

　それは本当のことだ。

　野球部の練習で走りながら抱えていたタイヤ（×三）に比べれば、何もなかったに等しい。

「あ……」

　その言葉に、女子生徒が驚いたように口元に手を当てる。

「…………あり、がとう……ございます……わ、わたし……こんな風に身体からだばっかり大きいから……だれかに、その、あ、あんな風に抱き上げてもらうことなんてなくて……そ、それどころか、いつも……デカ女ってバカにされてきたから……」

　最後の方はほとんど聞こえないくらいの声でそう言う。

　詳しい事情はよく分からないけれど、それは単純にスタイルが普通にいいだけなのではと思う。

　なので龍りゆう之の介すけはこう言った。

「そんなことないですよ」

「……え……？」

「ムダな脂肪は付いていないし、二の腕も太ふと腿もももほどよく引き締まっていて、スタイルがいいから見た目よりもぜんぜん大きく見えません」

「……そ……その……」

「どこに出しても恥ずかしくない、魅力的でキレイないい身体をしていると思います」

「……あ、あの、あの……あああ……」

　女子生徒が激しく瞬まばたきをしたまま挙動不審になる。

　と、次の瞬間。

　ひっく……

　女子生徒から発せられたそんな音が、保健室に小さく響いた。

「……あ、す、すみません……しゃ、しゃっくりが……っ……」

「大丈夫ですか？」

「……は、はい……ひくっ……そ、その、わたし…………すると、しゃ、しゃっくりが出てしまって……」

「え？」

　声が小さかったので最後の方はよく聞こえなかった。

「…………あ、ひゃっ……な、何でもないです……！　……そ、それじゃあわたしはこれで失礼します……！　ひっく……」

「あ」

　まだしゃっくりをしたまま、女子生徒は足を引きずりながらも逃げるようにして立ち去っていってしまった。

　その背中を見送るしかできなかった龍りゆう之の介すけに。

　ワンアウト──

　そんな声が、どこからか聞こえたような気がした。
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「あれ、どこ行ってたの市いち村むら？　ていうか何があったの？」

　放送室に戻ると、委員会が終わったのか先輩の姿があった。

　机の上に並べられた機材と床に転がった段ボール箱や紙束を見比べながら、首をかたむけている。

「すみません、アクシデントで先輩のクラスメイトにケガをさせてしまって……」

「え？」

「軽い捻挫だったんですが、その治療のために保健室に行っていました」

　龍りゆう之の介すけが答えると、先輩は不思議そうな顔でこう返してきた。

「あたしのクラスメイトにケガ？　え、中なか島じまさんは急に補習が入っちゃったから今日は来られないって連絡がきてたんだけど……」

「そうなんですか？」

「うん。だから市いち村むらに悪いことしたなーって思って……」

　先輩のクラスメイトは来なかった……？

　じゃあさっきのあの女子生徒はだれだったのだろう。

　そういえば、最後まで彼女の名前を確認することはなかった。

　というかそもそも会話らしい会話をしたのが保健室でのほんの五分くらいだ。

　彼女が先輩のクラスメイトでないだれかであったとしても……何もおかしくはない。

「んー、よく分かんないけど市いち村むらは色々大変だったみたいだよね。ごめんね、めんどくさいこと任せちゃって。このお返しはいつかぜったい全力でするからさ。あ、頼まれた機材はあたしから中なか島じまさんに渡しておくから心配しないで。……って、これ、コードがもう切れそうなのがある。新しいの買った方がいいかも……」

　机の上に置かれたままの機材を見て先輩がそう何かを考えこんでいるようだった。

「……」

　ともあれ、ひとまずは落着のようだった。

　あの女子生徒がだれだったのかは気になるけれど、もしも放送室に何か用事があったのなら、きっとまた会えるだろう。

　そう考えて、この件はひとまず思考の外に置いておくことにする。

　それよりも──大事なことがあった。

　高校生活を送っていく上で、この放送部（仮）で先輩と過ごす上で、龍りゆう之の介すけにとって何よりも重要なこと。

　それは……

「先輩、お願いがあるんですが、いいですか？」

「ん？」

「あの」

　そう、今日はまだ日課を達成していない。

　原因のよく分からないワンアウトを偶然取ったきりで、きちんとスリーアウトチェンジになるまで先輩を喜ばせていない。

　だから。

「先輩を抱えて保健室まで運んでもいいですか？」

「何それ!?　イヤだよ!?」

「大丈夫です。先輩は軽いので」

「それ遠回しにあたしがちっちゃくて色々とボリュームが足りないって言ってるの!?」

　先輩がシャーっと小動物がするような威嚇の仕草を見せる。

　おかしい、さっきの女子生徒にはこれで通じていたはずなのに。

「いえ、先輩はいい身体からだをしていると思います。ほどよい肉付きで、いつまでもじっくりと眺めていたくなります」

「セ、セクハラだよそれ！　市いち村むら、いつからそんなことを言う子になっちゃったの!?」

「え、ですが、均整の取れたすごくバランスのいいスタイルなので……」

「え、ナ、ナイススタイル？　ほ、ほんと……？　そ、それは……ま、まあ、えへん、こう見えてこの身長の理想体型をキープしてるのはちょっとだけ自慢だけど……って、そ、そういうことじゃなーい！」

　そうは言うものの、頰がにやけるのを隠し切れていない。

　これは……ツーアウトと言っていいだろう。

　心の中でグッと拳を握りつつ、龍りゆう之の介すけは続けた。

「謙遜することはないと思います。先輩の身体からだはミロのビーナスを彷ほう彿ふつとさせるような素晴らしい芸術だと思います」

「う、え、げ、げーじゅつ……？」

「はい。もしもできることならば何らかの方法で美術館に収蔵して後世に残すべきではないかと」

「しゅ、収蔵って……だ、だから何で市いち村むらは発想がク●ミナルマインド的なの!?」

「ですが本当にそう思うので」

「お、思ってればいいってもんじゃないっていうのに……も、もうわけわかんない！　知らない！　にゃ、にゃー！」

　先輩が全てを投げたように高らかに鳴く。

　この後も、めちゃくちゃ先輩を喜ばせた。
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　うだるように暑い夏の日だった。

　太陽がまるで熱線のようにジリジリと肌に照りつけてきて、汗が滝のように額を流れ落ちてくる。

　ズキズキと肩が痛んだ。

　まるで肩の中に針のついた鉄球が埋まっていて、それが心臓の鼓動に合わせて大きくなったり小さくなったりしているみたいだった。

　限界が近いのが分かった。

　だけど……ここで交代するわけにはいかない。

　自分の代わりとなるピッチャーはいない。

　ここで自分が諦めてしまったら、チームが負けてしまうことになる。

　チームメイトとの約束を、信頼を裏切ることになってしまう。

　それは……ダメだ。

「……」

　視界がボンヤリとかすむ。

　キャッチャーの日ひ野のがしきりに指を動かしてサインを出していたが、もうそれすらもよく見えない。

　ミットまでの僅か十八・四四メートルほどの距離が、今の自分には百メートルはあろうかというほどの遠さに感じられた。

　あと二イニングだ。

　それだけ投げ切ってしまえば、役目は終わりだ。

　今日の試合さえやり切ってしまえば一日休養できる。病院に行くことだってできる。そうすればきっとこの痛みだって回復するに違いない。

　大丈夫、やれる。

　チームメイトも、監督も、コーチも、だれも自分の異変には気付いていない。

　このまま自分さえガマンして隠し通してしまえば、全てはうまくいくはずだ。

「……」

　そう自らに言い聞かせて、振りかぶろうとする。

　その時だった。

　朦もう朧ろうとした意識の中に、こんな声が飛び込んできたのだった。




『──選手交代のお知らせをいたします。ピッチャーの市いち村むらくんに代わって、若わか林ばやしくん。市いち村むらくんに代わって、若わか林ばやしくん……』




　まるで天使のような女神のような、きれいで透き通っていて身体からだの奥底に染しみ入いってくる声。

　はっきりと覚えているのは、そこまでだった。

　肩の痛みは、もはや痛みを通り越して熱さになっている。

　ベンチでは、監督やコーチが何やら「そんな交代はオーダーしていない！」と騒いでいる。

　そんな喧けん噪そうを視界の隅にとらえながら、なおも響く心地よい声に包まれるようにして、意識は闇の中に落ちていったのだった。
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　その日は四月にしては少し暖かい、月末の日曜日だった。

　昼過ぎの街中。龍りゆう之の介すけはとある場所へと向かうべく、足早に歩いていた。

「……」

　辺りには休日だけあって、たくさんの人たちが行き交っている。

　友だち同士のグループ、仲の良さそうなカップル、お一人様、親子連れと、その顔ぶれは様々だ。

　そんな賑にぎやかともいえる雑踏の中を一人で進んでいくも、足取りがつい軽やかになってしまうことは隠し切れない。

　おそらく普段の二・五倍くらいの軽快さだ。

　そんな風に浮かれた心地になっているのには理由がある。

　これ以上ないくらいに分かりやすい動機がある。

　なぜなら……これから先輩と二人で、買い物に行くことになっているからだ。

　これまで、学校以外では先輩と会ったことはなかった。

　それどころか連絡を取ることもそんなにない。

　せいぜいスマホのメッセージやＲＩＮＥで、翌週の放送部（仮）の予定を確認したりちょっとした雑談をするくらいだった。

　それがどうしてこうなったのかというと……







「──ねえ市いち村むら、日曜日ってヒマ？」

　いつものように放送部（仮）の活動が終わった後。

　帰り支度をしながら、先輩がそう訊きいてきた。

「日曜日ですか？　特に予定はないです」

　約束などは入っていないし、やることといえばたまった洗濯物をどうにかするのと、姉の食事の準備くらいだ。

　なのでそう答えると、先輩はぱあっと目を輝かせた。

「そっかー。だったらちょっとあたしに付き合ってくれない？」

「付き合う……ですか？」

「うん。ほら、こないだ見てみたら機材のコードが断線しそうになってたでしょ？　だから新調しようかと思って。で、せっかくだから他に必要な機材も見てこようと思ってるんだー。それにいっしょに行かない？」

「……」

「市いち村むら？」

「それは……デート、ですか？」

「で……っ……!?」

　先輩が声を裏返らせて動きを止めた。

「ち、違うよ！　こういう機材を選んで買うのも放送部員として必要なことだから、市いち村むらも一回は経験しておいた方がいいと思っただけで！　で、でででデートとか、そういうのじゃないから……っ……！」

　言葉を詰まらせながら必死な様子で反論してくる。

「そうなんですか、残念です……」

「ざ、残念って……だ、だから、市いち村むらはいつもどうしてそういうことをさらっと言えるのかな……」

　さらっとというよりも、本気で心の底から残念に思ったからつい声に出てしまっただけなのだけれど……

　というより、そもそも龍りゆう之の介すけにはそういった方面のことはよく分からない。

　中学まではずっと野球漬けの生活だったため、異性とどこかに出かけたことも出かけようと考えたこともほとんどないと言っていい。なので何をもってデートとするのかも、実のところあまり理解できていないのが現状なのだった。

「と、とにかく、デートじゃなくてただの買い物！　それで、行けるの？　行けないの？」

　先輩が腰に両手を当てながらそう見上げてくる。

　それに対する答えなんて、もう決まっていた。

「たとえ街にゾンビの群れが大発生しても行きます」

「それは引きこもるのを優先しようよ!?」
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　そういう経緯があって、今日を迎えることになったのだった。

　デートでないのは残念だけれど……休日に先輩と二人で出かけられることに変わりはない。

　いっしょに過ごせる時間が増えることは願ってもないことだし、先輩を喜ばせることができるいい機会だ。

　そこはかとなく胸が弾むのを感じながら歩を進めていく。

　待ち合わせ場所は、この辺りでは一番大きな駅の改札だった。

　何本もの路線が通る連絡駅で、少し歩いたところには大型のショッピングモールがあり、大抵のものはそこで手に入る。機材に関しても先輩ご用達の店があるみたいだった。

「少し早いか……」

　スマホで時間を確認すると、まだ待ち合わせの三十分前である。

　このままだとだいぶ早く待ち合わせ場所に着いてしまう。

　先輩と二人での外出ということで、散歩を待ちわびる犬のように待ち切れなくてついつい早く家を出すぎてしまったようだ。

　とはいえ遅刻をするよりは遥はるかにいいので、周囲の様子でも眺めながら少し歩調を落として進むことにする。

　と、その時だった。

「えええええええええええええん……！」

　ふと視界の端に、泣いている子どもの姿が飛び込んできた。

　見た感じでは小学校低学年くらいの女の子だろう。

　道の途中で立ち止まって、大声を上げて泣きじゃくっている。

　おそらく迷子か何かに違いない。

　だけど辺りを歩く人たちは、遠巻きに見るだけでだれも助けようとせずに通り過ぎるだけである。

「……」

　放置することはできなかった。

　足早に駆け寄っていき、泣いている女の子に声をかける。

「大丈夫？」

「うわぁあああああああああんんんんんんんんんんんんんんん……!!」

「一人？　お父さんかお母さんは……」

「うわぁあああああぁああぁああああああああああんんんんんんんんんんんんんんん……!!」

　だけど女の子は泣なき止やまない。

　それどころか龍りゆう之の介すけの顔を見てさらに火が点ついたみたいに泣き声をレベルアップさせる始末である。

（困ったな……）

　自分の顔面が子どもをあやすのに向いていないことは百も承知である。昔、親戚の小さな女の子と初めて会った時に、龍りゆう之の介すけと目が合うなり「ま、魔王がいるよう！　さらわれる……！」と泣き叫ばれたことがあった。その時に比べればだいぶマシではあるものの、不適格であることは間違いない。

　かといってこのまま放っておくわけにもいかない。

　どうしようかと途方に暮れていると、ふいに頭上から声がかけられた。




「……困っているのか？」




　助けを問う声。

　この窮状の中の、まさに救いの神である。

　期待の眼まな差ざしとともに龍りゆう之の介すけが顔を上げると。

「……」

　そこに立っていたのは……男の人だった。

　ただし、えらくごつい。

　ゆうに百八十センチを超えるだろう体たい軀く、短く刈り込まれた髪に筋肉の盛り上がった上半身、そして眼光の鋭い野武士のような顔面。

　おそらく、いや間違いなく……龍りゆう之の介すけよりも威圧感を与える見た目である。

　男はその場にヒザをつくと、女の子に話しかけた。

「……どうしたんだ？　迷子か？」

「うぇああああああああああぇえええええええええぇぇえええあああああえええええええええぇええええぇぇん……!!」

　当然のことながら、女の子はさらに激しく烈火のごとく大絶叫を上げる。

　そのあまりの勢いに周りを歩いていた通行人たちも、何事かと怪け訝げんな視線を向けてくる。中には「警察を呼んだ方が……」などと話している人たちもいる。

　これはあまり良くない状況（通報の可能性アリ）では……と龍りゆう之の介すけが危惧した次の瞬間。

「……ほら、これを見るんだ」

「え……？」

「……拙者、きみと友だちになりに来たでござる」

「あ、ニャン左ざ衛え門もん……」

　いつの間にか女の子が泣なき止やんでいた。

　どこから取り出したのか、男はニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみストラップをちらつかせて、女の子に話しかけている。

「……友だちになってくれないでござるか？　まずはきみの名前を聞かせてほしいでござる」

「な、まえ……？　えっと、さちこ……」

「……さちこ殿か。いい名前でござる。もう拙者たちは友だちでござるな」

「うん……！」

　女の子が笑顔で小さくうなずく。

　顔の迫力は規格外だけれど、意外にも小さな子どもの、それも女の子の扱いに慣れているような様子だった。

　やがて女の子が落ち着くと、男は龍りゆう之の介すけに言った。

「……拙者はこのままこの子をあやしているでござる。だから君は近くの交番に行って、迷子の届けが出ていないかを確認してきてくれないでござるか？」

「え？　あ、分かりました」

　そう答えて最寄りの交番へと走る。

　幸いなことに、すぐに女の子の母親は見付かった。

　交番で警察官に事情を説明していたところ、娘とはぐれてしまったという母親がやって来たのだ。

「本当にありがとうございました……！」

　母親は恐縮した様子で、何度も何度も感謝の言葉を口にしつつ去っていった。

　女の子も最後には笑顔で、龍りゆう之の介すけたちに向けて「ばいばい、ニャン左ざ衛え門もん、お兄ちゃん♪」と手を振ってくれた。







「ありがとうございました。助かりました」

　親子連れが見えなくなるのを待って、龍りゆう之の介すけは男にお礼を言った。

「あなたがいてくれてよかったです。俺だけだったらどうにもならなかったと思います」

「……いや、自分は大したことはしていない。誰もが見て見ぬ振りをする中で、真っ先にあの子に駆け寄ったのは君だけだった。真に賞賛されるべきはそれだ。今どきなかなかそんなことができる人間はいない」

「いえ、そんな」

　あんな風に一人で泣きじゃくっていた女の子を、ただ放っておけなかっただけだ。

　あと当然ながら男の口調は「ござる」から元に戻っていた。

「……そのただ放っておけないということがなかなかできないものなのだ。謙遜することはない。君は立派だった。ではな」

　それだけ言うと、男はその筋肉の塊のような身体からだを揺らしながら雑踏へと消えていってしまった。

　何だか不思議な雰囲気の人だった。

　見た目は龍りゆう之の介すけ以上に威圧感のある容貌なのに、まったく怖さは感じさせないというか懐ふところの深さを感じるというか……

　しばしその場で立ち尽くしていて、ふと気が付く。

「！　そうだ、時間……！」

　見てみれば待ち合わせ時間をもう十五分も過ぎてしまっている。

　慌ててスマホをポケットに押し込んで、龍りゆう之の介すけは全速力で走り出したのだった。
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　待ち合わせ場所に急いで向かうと、当然のごとく先輩はもう来ていた。

　というか、何人かの見知らぬ男たちに囲まれてわたわたと困った顔をしていた。

「なあなあ、いいじゃん。俺らといっしょに遊ぼうぜ」

「一人でヒマそうにしてたよね？」

「いっしょにタピオカミルクティーを飲みに行かない？　いい店を知ってるからさ」

「だ、だから、あたしは待ち合わせだって……」

「えー、そんなやつぜんぜん来ないじゃん。きっと何か用でもできたんだって。それかきみの妄想？」

　よく分からないが先輩の知り合い……という雰囲気でもなさそうだ。

　ということはきっと、これは俗に言うナンパというやつなのだろう。実際に見るのは初めてだったけれど、日ひ野のから話は聞いたことがある。

　だったら放っておくわけにはいかない。

　足に力を込めて一歩前に出ると、龍りゆう之の介すけは先輩に呼びかけた。

「先輩」

「え？　──あ、い、市いち村むら！」

　龍りゆう之の介すけの顔を見るなり先輩が飼い主を見付けた迷子の仔こ猫ねこみたいなほっとしたような顔をすると、そのままたたたっと駆け寄ってきてすばやく龍りゆう之の介すけの後ろに回り込んだ。

「あん、何だよお前……って、でかっ！」

　大学生らしき男たちは龍りゆう之の介すけの姿を見て一瞬ひるんだようだったが、人数で勝っていることからすぐに強気に出てきた。

「何だお前、急に出てきて目め障ざわりなんだよ！」

「今は俺たちがこの子と話してんだよ！」

「空気読めないやつはどっかいってろって、なあ！」

　威圧するようにしてそう言ってくる。

　だけど日ひ野のが言うには、ここで退いてはいけないとのことだ。

　迫り来る男たちに、龍りゆう之の介すけはさらに前に出た。

「う、な、何だよ……？」

「や、やるってのか？　こっちは三人だぞ……！」

「だ、だいたいお前は何なんだよ？　この子と付き合ってんのかよ？」

「え？　いや市いち村むらは」

「付き合ってますが」

　即答した。

「え……っ??」

「もう一年以上の深い付き合いです」

「え？　え……？」

「というよりも二人で将来を誓い合った仲です」

「！　しょ、しょーらいって……ちょ、い、市いち村むら、な、なに言って……！　あ、あたしたち、ま、まだそんなんじゃ……！」

　あわあわとあわてふためきながら先輩が取り乱した表情で見上げてくる。

　先輩とは一年以上放送部（仮）の先輩後輩として付き合っていて、将来的にもその関係を続けたいと心の中で誓っている。それを口に出して言っただけだ。

「はぁ？　お前、何を適当に言ってやがるんだよ。そんなのウソに決まって──」

「……本当です」

「うっ……」

「……先輩は俺にとってこれから先もいっしょにいたいと思った一番大事な人です。そこだけは譲れません」

　声にありったけの力を込めて、正面から男たちの目を真まっ直すぐに見据える。

　やがて男の一人が両手を上げてこう口にした。

「わ、分かったよ。そこまで言うなら本当なんだろ。ほら、お前ら行くぞ」

「え、ちょっと待てよ。せっかくめっちゃかわいい子なのに諦めるのかよ？」

「もったいないって！　こんなアイドルみたいな子、めったにいないだろ」

「ばっか、よく見ろ！　あれ絶対、人を殺してる目だって……！　将来を誓い合うって、きっとあれだ、人身売買とかで……」

「え、マ、マジか？　でもあの迫力……それもあり得るかも。こ、こえぇ……」

「俺、マフィアとかに売られたくねぇよ……」

「だろ？　も、もういいから行こうぜ……」

　そんなことをひそひそと言い合いながら、男たちは青ざめた顔で逃げるように走り去っていった。

　その後ろ姿が消えるのを見届けて、まだ混乱状態の先輩に声をかける。

「──大丈夫ですか、先輩？」

「え？　あ、う、うん」

　呆ぼう然ぜんとした表情でかくかくと首を振りながら先輩が小さくうなずく。

　だけどすぐにはっと我に返ったように口元に手を当てながら咳せき払ばらいをして言った。

「ま、まったく、なんだったんだろうな、今のは。急に話しかけてきてタピオカミルクティーを飲みに行こうとか、意味が分かんないっていうか……」

「先輩がかわいいのでナンパをしてきたんだと思います」

「にゃ……っ……!?」

　一瞬にして先輩の顔が郵便ポストみたいになった。

「日ひ野のが言っていました。ああいうナンパはかわいくて魅力的な相手にするものなんだって。先輩はかわいくて一目見ただけでその素晴らしさが伝わってきて接触しようとせずにはいられないから、声をかけられてしまったんじゃないでしょうか」

「わ、分かった！　分かったからちょっとステイ！」

　先輩が龍りゆう之の介すけの頭を押さえつけるようにして言葉を遮る。

　それから小さく口をとがらせながら顔を横に向けてこう言った。

「も、もう……こんなとこに来てまで不意打ちで照れさせられるなんて思わなかったし……。──て、ていうか、だいたい元はと言えば市いち村むらが遅れてくるのが悪いんだからね。初めての待ち合わせなのに先輩を待たせるなんて、後輩失格だぞ？」

「すみません」

「ま、まあちゃんと助けてくれたから別にいいけど……」

　胸の前で指を回しながら気恥ずかしそうに目を逸そらす。

　ひとまずワンアウトを取れたことだけは分かった。
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「それじゃあお店に向かうからね。迷子にならないようにちゃんとついてくるんだぞ？」

「はい」

　うなずき返して、先輩と並んで歩き出す。

　学校ではこういう風に連れだって歩くことは何回かあったけれど、今日のそれは普段とは状況が違う。プライベートでの外出という非日常なシチュエーションに、何となく気恥ずかしいような緊張するような心地を覚える。

　今日の先輩は、ふんわりとした白いニットに淡い花柄のスカートという服装だった。

　いつもの制服姿ももちろんかわいらしくてこの上ないくらいに目の保養だけど、私服姿もまた当然のごとく眼福という以外の何物でもない。

　そういえば先輩の私服姿を見るのはこれが初めてかもしれない……と少しばかり感慨深く思っていると。

　ふと、周囲から向けられる視線と声を感じた。

「なあなあ、あの子、かわいくない？」

「ほんとだ。アイドルみたいじゃん」

「えー、写真とか撮らせてもらおっか？」

　やはり先輩はだれが見てもかわいいらしい。

　先輩がほめられると嬉うれしい気持ちになる。

　自分のことのように心が満たされた心地になる。

　何だか少しだけ誇らしい気持ちになるのを感じていて、だけど次に飛び込んできた言葉に冷や水を浴びせられたような心地になった。

「でもいっしょにいる男、怖くない……？」

「うわ、ホントだ……目付き悪いし、不良とかかな？」

「美少女と野獣って感じだよね……あの女の子、無理矢理付き合わされたりしてるのかな？」

「え、それかわいそー」

「……」

「ん、どうしたの市いち村むら？　急に黙り込んで」

　先輩が首をかしげながら下から覗のぞき込こんでくる。

「……すみません」

「ん、なんで市いち村むらが謝るの？」

「……」

「市いち村むら？」

「……その、俺なんかと並んで歩いていると、先輩がイヤな思いをするんじゃないかと思って……」

　その言葉に、先輩が本気で不思議そうな顔をした。

「は？　そんなわけないじゃん。何で市いち村むらと歩いててあたしがそんなこと思うの？　だいたい今日はあたしから誘って市いち村むらにいっしょに来てもらったんだし」

「ですが……」

「？」

　さらによく分からないという顔になる先輩。

　そんな先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「……先輩は、俺が怖くないんですか？」

「怖い？　市いち村むらが？」

「……」

「って、それ冗談で言ってるんじゃないんだよね……？」

「はい……」

　その言葉に、先輩は真面目な顔になって言った。

「市いち村むらはぜんぜん怖くなんかないよ。ていうか、むしろ優しいって感じ？」

「優しい……？」

「うん。あ、それは身体からだがおっきいから圧迫感がある時はあるけどさ。でもなんていうのかな、そういうのは置いておいても、市いち村むらは目が優しいんだよ。すごくあったかいっていうか見てると落ち着くっていうか……うん、アナ太た郎ろうに似てるかも」

「アナ太た郎ろう？」

「昔うちで飼ってたグリーンイグアナだよ。ふふ、すっごくかわいかったんだから」

「……」

　そこは喜んでいいところなのかどうなのか。

　爬は虫ちゆう類るい、それもグリーンイグアナに似ていると言われたのは、さすがに初めての経験だった。

　ただ……先輩がそう言ってくれたことは、嬉うれしかった。

　先輩はこういう時、ヘンに気を遣って取り繕うようなことを口にするような人ではない。

　ちゃんと思ったことを言葉に出して言ってくれる。

　だから今伝えてくれたことは、少なからず先輩の本心なのだろう。

　そう思うと、それまでどこかささくれだっていた龍りゆう之の介すけの胸に、温かな光が射さし込こんできたような気がした。

「……先輩」

「ん？」

「ありがとう……ございます」

　それは心からの感謝の気持ちだった。

　先輩の声は、言葉は、いつだって勇気と温ぬくもりをくれる。

　それは今もそうだし、一年前のあの時もそうだった。

「な、なんだよ、改まって……」

「いえ、先輩は本当に俺にとって女神のような存在だなと」

「人間を超越してる!?」

「間違えました。女神以上の存在です」

「か、神様も超えちゃった!?　い、いいから、ほら、もう行こう！」

　真っ赤になりながら顔を背ける先輩に腕を引っ張られて、ショッピングモールへと向かったのだった。
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　買い物自体は、すぐに終わった。

　先輩に連れていかれた先の店で、三十分も経たたずに必要な機材は全て揃そろえることができたのだ。

「それでね、このケーブルはこのお店で買うのが一番いいから。他のお店よりも少し高いんだけど、性能が段違いなんだよ」

「なるほど……」

「あとここは三千円以上買うと一割引きしてくれるんだよね～。ポイントカードとかもあるから、うまく活用するといいよ？」

「先輩はすごいですね。かわいくて声がきれいで心が温かいだけじゃなくて、こんなに機材にも詳しくて買い物上手だなんて」

「そうでしょそうでしょ？　ふっふーん、なんていっても先輩だからね。機材に詳しくて買い物上手でいい声でかわいくて……って、な、なんで息をするように、か、かわいいとか言ってるんだって……！」

　歩きながら龍りゆう之の介すけの背中をばしばしと叩たたいてくる。

　これはツーアウトと見なしていいのだろうか……と龍りゆう之の介すけが心の中で首を傾かしげた、その時だった。

　ポツ……ポツ……

　ふいに水滴が額に触れて、地面に黒い染しみが点となって現れる。

「？」

「あれ、雨降ってきた……？　予報では降水確率は三十パーセントだったのに」

　先輩が手のひらを上に向けて空を見上げる。

　そんなことを言っている内にも、雨の勢いは強くなってきていた。

　点だった滴がすぐに糸になって、あっという間に視界を覆い尽くすほどの本降りになる。

「うわっ、なにこれゴリラゲイ雨!?　ひ、ひとまず屋根のあるところに避難するぞ、市いち村むら！」

「はい」

　そう声を上げて先輩が走り出そうとする。

　だけどその前に。

「先輩、これを羽織ってください」

「え？　ちょ、こ、これって市いち村むらの上着じゃん」

「はい。先輩が濡ぬれるのを少しは防げると思います」

「で、でも、それだと市いち村むらが濡ぬれちゃうじゃないの？」

「俺は大丈夫です。下にＴシャツを着てますから。先輩は一枚だけじゃないですか」

「だ、だけど……」

　なおも渋る先輩に、半ば強引に上着を羽織らせる。

「わっ、ご、強引だな……」

「すみません。緊急時なので」

「う、ま、まあ、そういうのも嫌いじゃないけどさ。アリよりのアリっていうか……。それじゃあありがたく使わせてもらおっかな……あ」

「？　どうしました？」

「……」

「先輩？」

「…………市いち村むらの匂いがする……」

「？」

「！　な、何でもない……！　ほ、ほらそれより早く濡ぬれないところまで走るぞ！」

　理由は分からないけれど、どうしてか先輩は両手を頰に当てたまま挙動不審になっていて、今度こそツーアウトを取れたのだということは分かった。

　そのまま二人して、近くにあった店の軒下へと避難する。

　幸いなことに通り雨だったようで、それから十五分ほどして雨は止やんだ。

「──ふう、やんだね」

　屋根からこぼれ落ちる水滴を見上げながら、先輩が息を吐いた。

「だけど市いち村むら、だいぶ濡ぬれちゃったな……このままじゃ風邪引いちゃうかも」

「大丈夫です。走って帰ればその間に乾くと思うので」

「そういうわけにもいかないって。このまま市いち村むらに風邪を引かれたりしたら、先輩としてのメンツに関わるっていうか……」

　先輩はしばしの間、何かを考えこんでいるようだった。

　だけどやがて大きくうなずきながら顔を上げて。

「……よ、よし、決めた！」

「？」

　何かを思い立ったかのように龍りゆう之の介すけの顔を真まっ直すぐに見上げると。

　先輩はこう口にしたのだった




「──い、今からあたしの家に行こう、市いち村むら！」
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　シャー……

　シャワーの音というものはどこでも変わらない。

　慣れた我が家のものでも、部活の更衣室にある少し古びたものでも、海水浴場に付設されている簡易なものでも。

　──そして、それが先輩の家のものであっても。

　シャワー口から噴出してくる温かな水流を浴びながら、龍りゆう之の介すけは今の自分の状況についてボンヤリと考えていた。

　今いる場所は先輩の家。

　その──浴室である。

　周りのタイルに吊つり下さげられたラックにはいかにも高価そうなシャンプーやボディーソープが並び、その横には少しだけ場違いな感じにニャン左ざ衛え門もんのボディタオルがつるされているのが目に入った。

「……」

　どうしてこんなことになったのか。

　そもそもは濡ぬれてしまった服などを乾かすために、近所にあるという先輩の家に連れてこられたのが始まりだった。

　最初は遠慮するつもりだったけれど、半ば先輩に押し切られるカタチであれよあれよという間に引っ張ってこられ、気付けば高たか遠とお家けの玄関に立っていたのだ。

　そこで先輩に言われたのが、

『ほら、とにかくシャワー浴びてきなよ。髪、まだ濡ぬれてるよ？』

『いえ大丈夫です。これくらいなら頭を振ればすぐに乾きます』

『犬じゃないんだから！　ダメだって、あったかくなってきたからってまだ四月なんだし、風邪引いちゃうよ。ほらとにかくゴー！』

『はあ……』

　そうして現状に至っているのだった。

　おかげで芯まですっかり身体からだが温まったのを確認して、シャワーを止めて浴室を出る。

　用意されていたバスタオルで頭を拭きながらふと目をやると、スマホがチカチカと点滅していた。

　日ひ野のからのＲＩＮＥだった。

『よお龍りゆう之の介すけ、今何してんの？　ヒマだったらボルダリングやりに行かない？』

『今、先輩の家にいる』

『はあ？』

『シャワーを浴びさせてもらった』

『ちょ、ちょっと待て！　何それ！　もしかしてお前、ボルダリングじゃなくて一人で大人の階段を上ろうとしてるんじゃないだろうな──』

　何だかやけに焦あせっているように見える日ひ野のの反応に、事情を説明するメッセージを返そうとしかけたところで、ドアの向こうから先輩の声が響いてきた。

「おーい、もう上がった？」

「あ、はい」

「着替え、そこの洗濯機の上に置いといたから。ちょっと大きいかもしれないけど市いち村むらなら大丈夫だよね。出てきたらお茶いれるから早くおいでよ。ミラクリン満載の不思議の果実ミラクルフルーツティーだよ」

「ありがとうございます」

　返事をして用意されていた着替え（胸のところに『ど根性ニャン左ざ衛え門もん』とプリントされたＴシャツ）に手を伸ばす。

　まあ日ひ野ののＲＩＮＥは後で返しておけばいいだろう。

　龍りゆう之の介すけは手早く服を着ると、スマホをポケットに入れて脱衣所を出たのだった。
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「じゃあとりあえずあたしの部屋に行こ。こっちこっち」

　そう言って、先輩が先導するように階段を上っていく。

「あの先輩、家の人は……」

「ん？　いないよ。お父さんとお母さんは今日はいっしょに伊い豆ずのバナナワニ園に行ってるし、他も出かけてるから」

　さらりとそんなことを言った。

「……」

　ということは、今はこの家に先輩と自分の二人だけということなのだろうか。

　そういえば玄関に上がらせてもらった時から、家の中にまったくもって他の人の気配を感じなかった。いくら先輩の許可はあるとはいえ、他の家族に無断で勝手に立ち入ってしまってよかったものなのかと、何となく落ち着かない心地になる。

　そんな龍りゆう之の介すけの懸け念ねんなどはどこ吹く風で、先輩は軽い調子で言った。

「ここだよ。ま、入って入って」

「……失礼します」

　促されて、『花か梨りん[image: ’]s room』と書かれたプレートのある部屋へと足を踏み入れる。

　先輩の部屋は、十畳ほどの広さだった。

　明るめのクリーム色を基調とした柔らかな色合いの部屋で、中央に置かれた木目調のミニテーブルが雰囲気に似合っている。部屋の奥の窓まど際ぎわにはベッドが置かれていて、その上にはニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみが何体も鎮座している。ベッドの横には龍りゆう之の介すけの身長ほどの大きな姿見もあり、全体的に女子らしいという印象を受けるたたずまいだった。あと何だかやたらといい匂いがする。

「ちょ、あんまりじろじろ見ないでってば……恥ずかしいじゃん」

「いえ、きれいに片付いてると思って」

「お、そ、そう？」

「はい。あといい匂いがします」

「に、におっ……そ、そーいうところだぞ、市いち村むら！」

「？」

　動揺したハムスターのような顔になる先輩。

　先輩が何に反応しているのかいまいち分からず、龍りゆう之の介すけとしては首を傾かしげるしかない。

「も、もう……とりあえずその辺に適当に座ってて。お茶持ってくるから」

「はい」

「あ、いちおう言っとくけど、家探しとかしたらダメだからね？　写真を撮ったりするのもアウト。ベッドにダイブするまでなら許す」

　そう言って、先輩は部屋を出て行った。

　必然、部屋の中には龍りゆう之の介すけ一人だけが残される。

　家探ししたりベッドにダイブしようとは思わなかったけれど、手持ち無沙汰なので何となく辺りに視線を送る。

　先輩の人柄に似つかわしい、明るい雰囲気の漂う部屋。

　角部屋なのか日当たりもよく、全体的にキラキラと光り輝いているように見える。壁かべ際ぎわにはコルクボードが置かれていて、写真が何枚も貼られているのが見えた。よくいっしょに写っているのはこの前会った真ま衣いさんのようだ。見ればほぼ全ての写真で先輩の隣にいる。最初の印象通り、仲がいいみたいだった。

「……」

　それにしても……と思う。

　同じ女子の部屋であるのに、龍りゆう之の介すけの姉の部屋とは雰囲気がぜんぜん違った。

　何だか柔らかい空気が漂っているというかそこにいるだけでフィトンチッドを浴びているような穏やかな心地になってくるというか……このままいつまでもここにいたいような気持ちになってしまう。まあ、部屋のあちこちに酒瓶やら酒瓶やら酒瓶やらが散乱してそこにいるだけでアルコールを吸っているような苛いら立だたしい心地になってくる汚部屋と比較するのが間違っているのかもしれないけれど……

「よっと、ただいま。ちゃんといい子にしてた？」

　と、そこでガチャリとドアが開いて先輩が戻ってきた。

　手にはカップとお茶菓子が載ったお盆を抱えている。

「あ、手伝います」

「お、さんきゅ。じゃあちょっとテーブルの上をどけてくれる？」

「はい」

　置いてあった小さな鏡や小物入れを脇に移動させてスペースを作る。

　そこにお盆を置くと、先輩は龍りゆう之の介すけの斜め横に座った。

「えっと、それじゃあ今日は買い出しに付き合ってくれてありがと。とりあえず飲んで飲んで。お疲れさま」

「お疲れさまです」

　そう返して、カップを口にする。

　濃い赤色をしたミラクルフルーツティーは少し不思議な味がしたけれど、温かで胃の奥にじんわりと染しみ込こんでいくようで美お味いしかった。

「はー、でも今日はほんと色々あったなー。市いち村むらはどうだった、楽しめた？」

「先輩と出かけるのは初めてだったので、緊張しました」

「お、かわいいこと言ってくれるじゃん。ていうかそっか、市いち村むらと学校以外で会うのってこれが初めてだっけ。なんかもうしょっちゅう顔を合わせてるからぜんぜんそんな気がしなかったっていうか」

「はい。私服、すごく似合っていました」

「え、そ、そう？　ふふ、今日のコーディネートは自分でもけっこうお気に入りなんだよねー。たっぷり一時間はかけて選んだんだから。あ、もしかしてどきどきしたりしたんじゃないのー？」

「はい。惚ほれ直なお──いえ、見直しました」

「ちょ、い、今、なんて言おうとしたの……!?」

「……先輩を見直したと」

「な、なんか違う単語が聞こえかけたんだけど……」

　そこはかとなく先輩が顔を赤くしながらの和やか（？）な会話。

　その合間に、龍りゆう之の介すけの視界にふと入ってきたものがあった。

　小説や少女マンガがぎっしり詰め込まれた本棚の端に収納されていた分厚いカバー。

　あれはもしや……

「先輩、あそこにあるのは何ですか？」

「ん？　ああ、あれは卒業アルバムかな。小学校と中学校の──」

「見せてください」

　即答した。

　若干食い気味に返事をしてしまった。

　だって先輩の……卒業アルバムだ。きっとそこには龍りゆう之の介すけの見たことのない先輩の姿がたくさん収められているはず。何を置いても見てみたいに決まっている。

「も、物好きだな……別にいいけどさ」

　そう言って先輩は本棚からアルバムを取り出してくると、ミニテーブルの上に広げた。

「ほら、こっちが中学で、こっちが小学校。でもそんな面白いものじゃないよ？」

「……」

「あたし、あんまり写らなかったんだよねー。何でか分かんないけど『あ、ま、また花か梨りんが頭のところで見切れちゃってる……ご、ごめんね……っ！』とか言われることが多くて。だから行事の写真とか集合写真とかに何枚か載ってるくらいでさー……」

「……」

「えーと、市いち村むら？」

「……」

「おーい」

「……」

「どうしたの、電池切れた？　お腹なかでも空いた？」

　先輩が不思議そうに龍りゆう之の介すけの顔の前で手を振ってくる。

　その言葉に。

「……違います。感動しているんです」

「へ？」

「今まで知らなかった先輩の昔の姿を見られて、感極まっているんです」

「き、極まらないでいいから!?」

　アルバムの中の先輩の姿があまりにも新鮮で、つい言葉を失ってしまっていたのだった。

　ランドセルを背負った小学校時代、セーラー服姿の中学校時代、それらの場面場面で浮かべる先輩の今まで見たことのなかった表情。

　どれも龍りゆう之の介すけの心の琴線をメタルバンドのように激しくかき鳴らしてやまない代物で、思わずそのまま家に持ち帰ってしまいたい衝動に駆られてしまう。

　こんな素晴らしいものを見ることができる幸せを嚙かみしめながらページをめくっていて。

「……？」

　と──そこであることに気付き龍りゆう之の介すけは視線を止めた。

　アルバムの表紙にあった中学校名。

　それは現在龍りゆう之の介すけたちが通う彩さい光こう学がく園えんとは……異なるものだった。

　彩さい光こう学がく園えんは、中高一貫校だ。

　高校からも外部進学生をいちおう募集はするけれど、その数は決して多くない上に入試の難易度も高い。合格者がいない年もある。

　だから外部進学生というのは、彩さい光こう学がく園えんでは都会のオオクワガタ並みに珍しい存在だった。

（先輩は、高校からうちの学校に……？）

　それは初めて知った事実だった。

　何か事情でもあるのだろうか。

　龍りゆう之の介すけが心の中で首を傾かしげていると、先輩が横からこう言ってきた。

「ほ、ほら、もういいよね？　これだけ見ればもう十分でしょ」

「あ、待ってください。もう少し」

　まだ龍りゆう之の介すけの中の先輩成分は満たされていない。

　先輩の在りし日の姿をあますことなく記憶に焼き付けるべく、一ページ一ページ吟味しながらアルバムをめくっていく。

　と、そこで──あるものを発見した。

「！　あ、そ、それは！」

　先輩が弾はじかれたように声を上げる。

　その視線の先。

　そこにあったのは……フリフリのメイド服とネコ耳・ネコ尻尾を装着して、ぎこちない笑みを浮かべる先輩の姿だった。

「わ、わー！　そ、それはダメだって！　文化祭でコスプレ喫茶をやった時にたまたま着せられたニャンメイドのやつで……！」

　目をぐるぐると回して慌ててアルバムを取り上げるべく手を伸ばしてくる。

　しかし龍りゆう之の介すけとしてはまだまだ先輩のネコ耳メイド服姿を見ていたい。

　大好きなものはいつまでも視界に入れておきたいという原始的本能から、アルバムを手元に確保しようと反射的に自分の方へと引き寄せてしまった。

　結果。

「にゃ……っ……!?」

「……！」

　身を乗り出してアルバムに手をかけた先輩が引っ張られて体勢を崩して。

　ドサドサドサ……！

　二人して重なり合うようにして、そのまま床に倒れ込んだのだった。
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「い、いてて……」

　倒れ込んだ状態のまま、先輩が小さく声を上げる。

「すみません、引っ張ってしまって……」

「い、いいよ、わざとじゃないのは分かってるから。それより市いち村むらは大丈夫……って!?」

　そう口にしかけて、先輩の動きが止まった。

　まるで一時停止ボタンでも押してしまったみたいに微動だにしなくなる。

「？」

　どうしたんだろう。

　訝いぶかしく思い先輩に声をかけようとして。

「……っ……」

　と、そこでようやく龍りゆう之の介すけも今の自分たちの状況に気付いた。

　倒れた拍子にもつれ合って……先輩が龍りゆう之の介すけを押し倒すようなカタチになってしまっていた。

　龍りゆう之の介すけを敷しき布ぶ団とんとすれば先輩が毛布みたいな位置関係で、ダイレクトに覆おおい被かぶさってしまっている。

　先輩の小さな顔が……目の前にあった。

　どちらかがあと僅か十センチでも動かしたら触れ合ってしまいそうなほどの距離。

　先輩はフリーズしたまま湯気が出そうなほど顔を赤くして、モンシロチョウの羽ばたきかというくらいに目をパチパチとさせている。

　動けなかった。

　どう対応するのが正解なのか、まったく分からない。

　それは先輩も同じようで、困惑した表情のまま瞬まばたきを繰り返している。

「……」

「……」

「……」

　沈黙が続く。

　だけど……先輩は今の状況を嫌がってはいないように見えた。

　顔は相変わらずよく煮込まれたミネストローネのように真っ赤なままだし、視線は斜め四十五度に不自然に逸そらし気味だし、時折びくびくっと海岸に打ち上げられた魚のように身体からだを震わせたりと挙動には不審なところが見受けられる。

　これまで蓄積してきた先輩の喜びデータから判断すれば……スリーアウトと言ってしまってもいいような様相だ。

　とはいってもこのシチュエーションに、先輩からアウトを取れるほどの喜ばせ要素があるともあまり思えない。

　ゆえに現状と先輩の反応とがいまいち一致せずに、混乱してしまう。

「……」

　そしてそれだけじゃなかった。

　先輩のリアクションも理解しづらかったけれど……実のところそれ以上に自分の今の状態がまったく分からない。

　さっきから心臓がドクドクドクドク！　と鼓動を激しくしていて、うるさいくらいに耳元で鳴っている。

　のぼせたわけでもないのに顔がやたらと熱い。

　呼吸も少し苦しいような気もする。

　練習でグラウンドを三十周した時よりも、身体からだの色々な部位がフル稼か働どうしているかのようだった。いったいこれは……？

「あ、あのさ、市いち村むら……」

　自分の現状が理解できず戸惑う龍りゆう之の介すけに、先輩が小さく声を漏らした。
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「……はい……」

「そ、その……な、なんていうか……」

「……」

「え、ええと、どうしたらいいんだろ……？　い、いや、あの、どいた方がいいのは分かってるんだよ？　で、でも、な、なんか身体からだが動かないっていうか、落ち着く感じがするからこのままでもいいって思ってる自分もいるっていうか……な、何だろ……わけわかんない、よ……」

　目を泳がせたままそう口にする先輩。

　その先輩があまりにかわいらしくて。

　つい、思っていたことを口にしてしまった。

「俺も……このままでいたい、ような気がします」

「……？」

「だって、先輩の……匂いがします」

「なっ、ま、またそういう……」

「とてもいい匂いで……いつまでもこのままでいたいくらいです」

「……にゃっ……!?」

　先輩が猫が鳴くように声を詰まらせた。

　泡を食ったような表情で龍りゆう之の介すけの方を見たまま口をぱくぱくとさせて、何も言葉を発せずにいる。

　だけどやがて、小さくこう口にした。

「こ、こっちだって……」

「……？」

「こ、こっちにだって……い、市いち村むらの匂いが……する……もん……」

　言いながら、ぎゅーっと龍りゆう之の介すけの胸元をつかんで目をつむる。

「すみません、汗くさかったですか……？」

「え？　あ、そ、そうじゃないんだよ！　ぜんぜんそういうのはだいじょうぶ。て、ていうかなんだろ、すっごく落ち着くっていうか、日なたぼっこしてる時みたいな匂い……」

「……」

　何だろう。

　先輩にそう言われると、胸の奥がムズムズとするというか、じんわりと温かくなってくるような気がした。

「だ、だからかな……何だかこのままでいたいって思えるの……すごく、いい匂いだから……」

　胸元で遠慮がちにくんくんとしながら恥ずかしそうにそう言ってくる。

「……ありがとうございます。でも先輩の方がいい匂いです」

「え、そ、そんなことないって。市いち村むらの方がいい匂いがするんだって」

「いえ、先輩の方がいい匂いです」

「ばっ……ぜ、ぜったい市いち村むらの方がいい匂いなんだから！」

「先輩です」

「市いち村むらだ！」

「先輩」

「市いち村むら！」

「先輩」

「市いち村むら……！」

「……」

「……」

　そんなやり取りを何回か繰り返した後。

「……ぷっ……」

「……はは……」

　顔を見合わせたまま、思わず二人とも吹き出してしまった。

「あはは……なにやってるんだろうね、あたしたち」

「そうですね……」

　部屋の真ん中で布ふ団とんと毛布のような状態になったまま、お互いの匂いの方がいいと主張し合って譲らない二人。

　きっと傍はたから見たら、おかしなことこの上ない二人だろう。

　だけど何だかとても心地よい空気だった。

　何かを共有したような一体感というか、いつもよりも先輩を近くに感じられるというか、とにかく今までに感じたことのないような不思議な感覚で……むしろ龍りゆう之の介すけの方がアウトを取られたような気分だった。

「あの、先輩」

「？」

「あの、俺……」

　自分でも何を言おうとしたのかよく分からない。

　でも何かを先輩に伝えたくて、声を発しようとして。

　その時だった。

　玄関の方で、ガチャリとドアが開くような音がした。

　続いて。

「……帰ったぞ」

　そんな重く低い声が聞こえてくる。

　それを聞いた先輩が、顔を上げて慌てたようにこう口にしたのだった。

「えっ、お兄ちゃん……？」
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「え、も、もう、帰ってきたの……？　今日は遅くなるって言ってたのに……」

「お兄ちゃんって……」

「あ、う、うん、あたしのお兄ちゃん。うち、両親の他にお兄ちゃんと妹がいるんだけど、二人とも今日は夜まで帰ってこないって言ってたのに……」

「先輩の、お兄さん……」

　つまりは先輩のご家族……？

　ということはやはり先輩と同じように男子にしては小柄でかわいらしくて、小動物的な感じなのだろうか。

　それとも先輩とは別系統で、背が高くて細面な感じのイケメンとか……

　考えを巡らせる龍りゆう之の介すけに、先輩が言った。

「あ、あー、えっと、もしかしたらお兄ちゃん、何か言ってくるかもしれないけど、あんまり気にしなくていいからね」

「いえ、そういうわけには。先輩のお兄さんなら他人じゃありませんから」

「いやそこは百パーセント他人だってば!?」

　先輩が声を上げて突っこんでくる。

　と、それが聞こえたのか、階下から声が響いてきた。

「……花か梨りん、だれか来ているのか？」

「！　あ、う、うん、後輩がちょっと」

「……後輩？　だったら挨拶をさせてもらおう」

　それと同時に、階段を上ってくる足音が聞こえてくる。

　先輩のお兄さんが、ここにやって来る──

「え、市いち村むら、なにしてるの？」

「先輩のご家族の方との初顔合わせなので、キチンと三つ指をついてご挨拶しなければと」

「大げさだよ！　婿入りに来たんじゃないんだから……！」

「婿入り……」

「！　ち、違った！　い、今のはちょっとした言葉の綾あやで……」

　そんなことをしている内に足音はすぐそこまで迫ってきていた。

　やがてどこか重厚な気配がドアの向こうでゆっくりと止まる。

　そして。

「……入るぞ」

　低い声とともにドアが開かれ、一人の男の人が姿を現した。

「……はじめまして、市いち村むら龍りゆう之の介すけといいます。先輩と同じ彩さい光こう学がく園えんの放送部で、先輩にはいつもお世話になっていて……」

　龍りゆう之の介すけが三つ指をついてそう言いかけると。

「……？　君はさっきの……」

「え？」

　意外な言葉が返ってきた。

　どこか聞き覚えのある重く低い声。

　驚いて見上げた先。

　そこにいたのは……先輩との待ち合わせ前にいっしょに迷子の女の子の対応をした、あの威圧感のある男の人だった。







「あなたはさっきの……」

　思わずそんな声が漏れる。

　顔を上げる龍りゆう之の介すけを見て、何かに納得したように男の人がうなずいた。

「……そうか、花か梨りんがいつも話していた後輩というのは、君のことか」

「いつも……？」

「!!　お、お兄ちゃん、それはいいから！　……え、ていうか二人とも、知り合いなの……？」

「え、はい。実は……」

　男の人──先輩のお兄さんと出会った経緯を説明する。

　それを聞いた先輩は、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔になった。

「はー、そんなことがあったんだ。偶然ってすごいっていうか……え、じゃあ市いち村むらが遅刻したのってそれが原因なの？　言ってくれればいいのに……」

「いえ、どんな理由があっても遅れたことには変わりはないので」

「市いち村むら……」

　先輩が何ともいえないような表情になる。

　そしてなぜかなでなでと頭を撫なでてくれた。

「……なるほど、妹とはそういう関係か」

「？」

「……いや、何でもない。それより自己紹介がまだだったな。俺は高たか遠とお厳げん一いち郎ろう。花か梨りんの兄だ。よろしく頼む」

「あ、はい、市いち村むら龍りゆう之の介すけです。こちらこそよろしくお願いします」

　そう口にして、三つ指をついて頭を下げる。




　それが先輩のお兄さん──厳げん一いち郎ろうさんとの初顔合わせだった。
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「それでは、今日はありがとうございました」

　夜になって。

　玄関まで、先輩が厳げん一いち郎ろうさんと並んで見送ってくれた。

「ん、すっかり暗くなっちゃったけど、気を付けて帰ってね」

「はい」

　あの後、厳げん一いち郎ろうさんを交えて三人で話をした。

　学校での先輩のこと、放送部のこと、龍りゆう之の介すけのこと、家での先輩のことなど、たくさんのことを喋しやべった。




「……そうだったな、あの時花か梨りんはデパートのお化ばけ屋や敷しきの中で迷子になって、「た、たすけて……いわしのおばけにまるのみにされてのろいころされちゃう！　にゃ、にゃんざえもーん……！」と泣きじゃくって大変だった。自分がニャン左ざ衛え門もんの物もの真ま似ねをすることでようやく泣なき止やんで……」

「ちょ、お、お兄ちゃん！　いつの話をしてるの！　ていうか市いち村むらにそんな話聞かせてもしょうがないって……！」

「……そうか？　だが龍りゆう之の介すけは聞きたそうな顔をしているが」

「先輩のことはあますことなく全て聞きたいです」

「そこはあまそうよ!?」




　そんなやり取り。

　それはこれ以上ないくらいに賑にぎやかであり心から楽しいと思える時間だった。

　そしてあっという間に太陽は西に傾いて。

　夕飯も食べていかないかと誘われたが、さすがにそれは辞退してお暇いとますることになったのだった。

「では先輩、また学校で」

「ん、また明日な」

　ぱたぱたと手を振る先輩とそう言葉を交わして、高たか遠とお家けを離れようとして。

「……そうだ花か梨りん、台所に芋けんぴがあっただろう。あれを龍りゆう之の介すけにお土産として持たせてやるといい」

　厳げん一いち郎ろうさんがふいにそう口にした。

「え？　あ、うん、確かにあったけど……今？」

「……ああ、頼む」

「んー、じゃあ取ってくるからちょっと待ってて」

　そううなずいて先輩が家の奥へと引っ込んでいく。

　このタイミングで芋けんぴ……？　と少し訝いぶかしく思っていると、そこで厳げん一いち郎ろうさんに肩をがっつりと組まれた。

　そして、重く低い声でこう言われた。

「……花か梨りんのことを、頼む」

「え……？」

「……ああ見えて、あいつは打たれ弱いところがある。口が達者だから勘違いするかもしれないが、メンタル的には思ったよりも強くはない。ゆえにこれから先……もしかしたら君の助けを必要とすることもあるかもしれない。君なら信頼できると考えた。できるなら、これからも花か梨りんと仲良くしてやってくれ」

　頭を下げてそう頼み込んでくる。

　どうして厳げん一いち郎ろうさんが突然そんなことを言い出したのかはよく分からない

　だけどそんなのは言われるまでもなかった。

「はい、先輩は俺にとって大事な人です。何があっても、どんな時でも、全力で助けになります」

「……君ならそう言ってくれると思った」

　小さく笑って、もう一度力強く肩を組んでくる。

　さらに龍りゆう之の介すけがワケが分からずにいると、そこで先輩がジップロックにパンパンに詰まった芋けんぴを持って戻ってきた。

「ほい、持ってきたよ。これ、おいしいんだよー。香ばしくてお芋の味がすっごく濃厚で、やめられないとまらないって感じでさー。ベッドでごろごろしながら食べてたらいつの間にか寝ちゃって髪の毛についてたこともあるくらい」

「そうなんですね」

「うん。だからまたほしくなったら言いなね。なかなか手に入らないんだけど、市いち村むらにならいつでもお裾分けしちゃうから」

「ありがとうございます」

　そうお礼を言って。

　芋けんぴの詰まったジップロックを受け取りながら先輩と厳げん一いち郎ろうさんに頭を下げて、今度こそ高たか遠とお家けを後にしたのだった。







　ちなみにこれは余談だけれど、スマホを確認したら日ひ野のからＲＩＮＥが山のように来ていた。

『先輩の家にいるってどういうことだよ、おい！』

『何があったの!?　ねえ、どういうフラグ!?』

『市いち村むらさーん？』

『ねえ俺の声、届いてる？』

『俺を置いて行かないでくれぇええええええええええ……！』

　明らかに情緒不安定なメッセージ。

　日ひ野のがどうしてそこまで必死になっているのかよく分からなかったので、一言だけこう返した。




『先輩はいい匂いがした』




　返事は、なかった。

　ただマグロの頭が調理されて黒々としたカブト焼きになったスタンプ（『お先マッグロ』と書かれていた）だけが、数時間後に送られてきたのだった。







[image: 間章『ある夏の日②』]
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　気が付いたら、真っ白な天井があった。

　少しだけ暗い蛍光灯に照らされた、見慣れない部屋に横たわっている。

　まだボンヤリとする頭を振りながら身体からだを起こそうとすると、声がかけられた。




「──お、目、覚めたんだ」




　耳にすうっと自然に染しみ入いってくるような、心地のよい声。

　視線を声の方にやると、そこには高等部の制服を着た背の低い女子生徒の姿があった。

「ここは……」

「ん、ここは保健室だよ。きみ、試合中に倒れたんだよ。それでそのままここに運ばれてきて、今まで寝てたって感じかな？」

「あ……」

　うっすらと記憶がよみがえってくる。

　そうか、自分は試合中に肩の痛みで意識を失って……

「あの、試合は……」

「残念だけど負けちゃったみたい。ついさっき終わってた」

「そう、ですか……」

　やっぱりダメだったのか。

　中学最後の夏だったのに。

　沈んだ気持ちでうつむいていると、女子生徒がふいにこう口にした。

「あの……ごめんね？」

「？　どうしてあなたが謝るんですか？」

「えっと、ただのアナウンス係なのに勝手にピッチャー交代のお知らせをしちゃったから。監督とかコーチの先生にすっごい怒られちゃったよ」

　頭に手をやりながら申し訳なさそうに苦笑する。

「じゃああなたがあのアナウンスの……」

「ん、そう。そんな要請はなかったんだけど、きみが苦しそうで見てられなかったから、ついやっちゃった」

　ということはこの人は、監督もコーチもチームメイトも、日ひ野のでさえも気が付かなかった自分の肩の痛みに気が付いたのか……

　そして、怒られるのも構わずに自分のことを助けてくれたのであって……

「……ありがとうございました」

「え？　いやいや、そんなお礼を言われるようなことはしてないって。むしろ責められてもいいくらいっていうか……」

「……」

　感謝こそすれ、この人を責めたりなんてするはずがない。

「……俺、そろそろ行きます」

「あ、まだ寝てた方がいいって」

「いえ、大丈夫です──」

　心配そうに見上げてくる女子生徒にお礼を言って、保健室を出ようとしたその時だった。

「──だからさ、何であのタイミングで倒れるのかって話だよな」

　そんな声が、扉の向こうから聞こえてきた。

「肩、痛めてたんだろ？　それなら言ってくれりゃあ俺たちだってやりようがあったのによ」

「そういうとこあるよな、市いち村むら。コミュニケーションぜんぜん取らないで何でも自分だけで解決しようとするっていうか」

「ていうかそもそも何考えてるのかよく分かんないんだよな。あんま喋しやべんないし顔は怖いし」

「練習だっていつも一人で黙々と怖い顔してやってるし……」

「……」

　そっと摑つかみかけたドアノブから手を離す。

「あー、その、なんていうか……」

　背後から女子生徒が気まずそうな顔で近づいてきた。

「ま、まあ、あんまり気にしない方がいいって。野球部の子たちもきっと悪気があって言ってるんじゃないだろうし……」

　フォローするようにそう言ってきてくれるものの、

「……俺、いつもこうなんです」

　気付けば、その場に力なくしゃがみ込んでいた。

　何だか全身から力が抜けてしまったような気分だった。

「話すのが得意じゃないし、一人でいる方が楽で、あまり周りとうまくコミュニケーションができなくて……」

「……」

「言いたいことを、言わなきゃいけないことを、言葉に、声に出せない……」

「え、な、泣いてるっ!?」

　女子生徒が慌てたように声を上げる。

　それを聞いて、初めて自分が泣いていることに気が付いた。

「え、ええと、どうしよどうしよ！　男子が泣いてるとこなんて初めて見た……こ、こういう時は頭でも撫なでてあげたり、アゴをごろごろしてあげたりすればいいの……？　わ、分かんないってば……！」

　わたわたと女子生徒が声を上げる。

　その声は……さっきまでの透明で大人びたものとは違い、鈴を転がしたようなかわいらしいものになっていた。

「あの、声……」

「え？」

「さっきまでと違う……」

　思わずそう口にすると、女子生徒はさらに焦あせったような表情になった。

「あ、こ、これ？　ご、ごめん、ヘンだよね！　うう、油断するとすぐに素の声になっちゃって、今戻すから──」

「いえ、とてもかわいいと思います」

「……ひょ……っ……」

　女子生徒が、少し前に流は行やった格闘ゲームのスペイン出身の仮面の貴公子みたいな声を出した。

「さっきまでの大人っぽいきれいな声も素敵でしたが……今のかわいらしくて可か憐れんな声も、俺は魅力的だと思います」

「え？　か、かわいい？　か、可か憐れん……？　あ、あたしのこの声が？　そ、そんなこと初めて言われたかも……!?　え、え？　あ、あうあうあうあう……」

　しばらくの間、女子生徒は顔を真っ赤にしたまま壊れたスピーカーみたいになっていた。

　だけどやがてはっと我に返ったのか、

「……と、とにかく」

　こほんと咳せき払ばらいをして、こっちを真まっ直すぐに見た。

「喋しやべるのが得意じゃないっていうきみの気持ちも分かるけど……声に出して伝えるっていうのは、大事なことだと思うよ？　苦手かもしれないけど、まずは声を出してみるとこから始めてみてもいいんじゃないかな？」

「声を出すところから……」

「うん、そ。あたしね、高等部の放送部で部長をやってるんだ。部っていってもあたししかいなくて、ほとんど同好会みたいなものなんだけど……もしよかったら、今度見学にでも来なよ。大歓迎だから♪」

　どんと自分の胸を叩たたきながらそう笑みを浮かべる。

　放送部。

　それまでは存在すらほとんど認識していなかった部活だ。

　だけどその名称と、この女子生徒の印象的な二つの声が、その時胸の奥に深く刻まれたのだった。
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　色々とありすぎて若干イベントが渋滞気味だった日曜日が終わり。

　月曜日になった。

　その日の放課後、龍りゆう之の介すけは一人で放送室で発声練習をしていた。

「あっ、えっ、いっ、うっ、えっ、おっ、あっ、おっ……」

　先輩は生徒会の仕事を手伝う用事があるため、少し遅れて来るということである。

　何度も言うようだが、先輩はちっちゃいけれど人当たりがよく成績優秀で、教師生徒全てから人望がある。

　そして基本的には何かを頼まれたら断らないという面倒見のいい性格であるため、日頃から大小問わず様々な用事が舞い込んでくるのである。ちっちゃいけれど見かけによらず忙しい人なのだ。

「ふう……」

　基本の発声を一通りやり終えて、パイプ椅子に座り込む。

　応用的な練習は先輩がいないとよく分からないので、ひとまずはここまでだ。

　他に特にやることもなかったので、洗い場に浸つけられていた先輩専用ニャン左ざ衛え門もんのマグカップを洗おうと立ち上がろうとして。

　コンコン……

　と、そこでドアがノックされる音が聞こえてきた。

　先輩が来たのかなと一瞬思うものの、すぐに考え直す。

　先輩だったらノックなんてしない。普通にガチャリとドアを開けて、「おっす、市いち村むら！」と元気に入ってくるはずだ。

　ということは、だれか部外者だろうか。

　とはいえ先輩の校内放送の直後などでない限り、放送室を訪れる者は生徒教師を問わずあまり多くはないのだけれど……

　訝いぶかしく思いながら、ドアを開く。

　するとそこにいたのは……




「…………あ……」




　聞き覚えのある夜の花のようなか細い声。

　以前に放送室を訪れた……あの背の高い大人びた女子生徒だった。

「…………あ……あの……こ……こんにち、は……」

　おずおずと、消え入りそうな声でそう言ってくる。

「こんにちは。足のケガはどうですか？」

「…………あ……お、おかげさまで……もうすっかり……よく、なりました……」

「そうですか、それならよかったです」

　あれ以来会えずじまいだったので、どうなったのか少し気になっていたのだ。

「…………あ、あの時は……本当にお世話になって、しまって……」

　そう言って深々と頭を下げてくる。

　声はあいかわらず耳を澄まさなければ聞こえないハチドリの羽ばたきレベルで小さいものの、どうやら今回は前と違って最初からちゃんと会話はしてくれるみたいだった。

「それで、今日はどうしたんですか？」

「…………あ、え、ええと……」

「……」

「……そ……その…………」

　もじもじと何かを言いたそうにしたまま顔をうつむかせてしまう。

　というかそもそもこの女子生徒は何者なのだろう。

　先輩のクラスメイトではなかったようだけれど、放送室に何か用があるのは間違いないみたいだ。だとしたら先輩絡がらみの何かの関係者だろうか。さっきも言った通り先輩は顔が広いため、意外な繫つながりの知り合いがいてもおかしくはない。

「高たか遠とお先輩の友だちですか？　あいにく先輩は今日はまだ来ていないんですが……」

　なのでそう尋ねてみたところ、女子生徒は首を小さく横に振った。

「……あ、た、高たか遠とお先輩って……『放送室の人魚姫リトルマーメイド』で……ほ、放送部の部長さん、ですよね……？　……え、ええと、そう、ではないんです……い、いいえ、そ、そうでもあるんですけど……」

「……？」

　何が言いたいのか、いまいちよく分からない。

　先輩の関係者ではないのだろうか。

　首を捻ひねる龍りゆう之の介すけに、女子生徒は変わらず小さな声で続けた。

「…………あ、あの……あなたも、放送部の方……なんです、よね…………？」

「はい、そうですが」

「……そ、そうですか……え、ええと……だったら……」

「？」

「…………そ、その……」

　しばらくの間、女子生徒は下を向いたまま何かを言いい淀よどんでいた。

　だけどやがて思い切ったかのように小さくうなずくと、がばっと顔を上げて、驚きの言葉を口にしたのだった。




「……わ、わたし……こ、高等部一年……三組の……舞まい原はら星ほし菜な、といいます……ほ、放送部に……入部希望です……」
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「入部希望……」

　それは初めて聞く言葉だった。

　この一年間、放送部（仮）には龍りゆう之の介すけ以外の新入部員は入っていない。

　何人か放送室を訪れてきた生徒たちはいたけれど、それらは皆、放送部（仮）が正規の部活でないことを知るとがっかりして去っていったり、逆に先輩が思った以上にやる気だということを知ると引き気味になったり、はたまた龍りゆう之の介すけの顔を見ると一目散に逃げ出していったりとで、だれも入部に至るまでの者はいなかった。

　だからまともな入部希望者は実のところこれが初めてだ。

　だけどそのこと以上に、驚くべき事実があった。

　それは……

「一年生……？」

「…………あ、は、はい……今年高等部に上がったばかりで……その、十五歳、です……み、見えないって……よく言われるんですけど……」

　申し訳なさそうにうなずく。

　確かに龍りゆう之の介すけよりも年下にはまったくもって見えない。

　それどころか大学生、いや社会人と言っても十分に通用する。

　だけど見た目は一年生みたいな三年生である先輩（ちっちゃくてかわいい）もいるんだし、逆に見た目は社会人みたいな一年生（でっかくてきれい）がいてもおかしくはない……のかもしれない。

　とはいえ外見と学年との大きすぎるギャップに、意識がいまいちついていっていないのも事実だったりする。

「……あ、あの……」

　女子生徒──舞まい原はらさんの声に龍りゆう之の介すけは我に返った。

　ひとまず……年齢のことは脇に置いておいて。

　先輩が来る気配はまだない。

　だとしたらこの場では、龍りゆう之の介すけが唯一の放送部員だ。

　部長である先輩に恥をかかせないためにも、入部希望者に対してしかるべき対応をしなければならない。

　本格的な説明はともかくとしても、その前に多少でも説明できることはしておくべきだろう。

「ええと、舞まい原はらさん」

「…………あ、は……はい……っ……」

「今まで放送部に入っていた経験とかはあるの？」

「……い、いえ……ない、です……発声もアナウンスも……な、何もかも……初体験で……」

　まったくの初心者。

　一年前の龍りゆう之の介すけと同じだ。

　だったら……

「じゃあ、先輩が来るまでひとまずこの教本を読んでもらってみてもいいかな？」

「……きょ、教本、ですか……？」

「そう。発声の基礎を実際に体験してみることで、放送部がどんなものかが少しだけど分かると思うから」

　それは一年前に、龍りゆう之の介すけが先輩から言われたことだった。

　案ずるより産むが易やすし。

　何であれ実際に体験してみるのが一番であることは、野球部でも放送部（仮）でも変わらない。

「…………わ、分かりました……で、できるか分からないですけど……やってみます……」

　自信なさげにそう言いながら、舞まい原はらさんがおずおずと教本を受け取る。

　そして不安そうにページに目を通した後に、すうっと息を吸い込むと、指定された箇所を読み上げようとして、




「お……おっ……お……おおお……おお……」




　聞こえてきたのは……そんな声だった。

　それは声というよりも、まるで仲間を呼ぶオットセイの鳴き声か生者を求めて街を徘はい徊かいするゾンビのうめき声のよう。

　わざとやっているわけではないだろうから、おそらくだけどうまく喉が開かずに、声が詰まってしまっているんだろう。

「……緊張しなくても大丈夫だから」

　龍りゆう之の介すけがそうフォローするものの。

「…………は、はい……お、お……おお…………おおお……っ……」

「……」

「……おおお……っ……お……おお……」

　やはり状況は変わらない。

　声は出せずに、ただ何かの怪しい宗教儀式のような詰まったうめき声が響くだけである。

　これはどうしたものだろう……

　さすがにこれはどうしようもない。

　アドバイスの仕方が分からずに龍りゆう之の介すけが八方ふさがりになっていると、

「…………ふぇ……」

「笛？」




「…………ふ、ふぇえええええ……ん……っ……」




「!?」

　突然その場にしゃがみこむと、舞まい原はらさんは火が点ついたように泣き出してしまった。

　両手で顔を覆う完全なガチ泣き。

　これには龍りゆう之の介すけもどうしていいかまったく分からなくなる。

「あの……」

「……ふ、ふぇええええええええええ……も、もう……ダメです……」

「え、ええと……」

「……せ、せっかく、意を決して放送部に入ろうとしたのに……こ、この体たらく……ううっ……ぐ、ぐすっ……わ、わたしなんてもう死んだ方がいいんです…………ううう…………」

　必死になだめようとするも、まったく泣なき止やんでくれない。

　いったいどうして……？　龍りゆう之の介すけの顔や態度がこの世のものとは思えないほど怖かったから……ではないと思いたい。

　とはいえ原因が分からない以上、龍りゆう之の介すけにはどうしようもなくて。

　そして不測の事態というものは、だいたいその当事者にとって最も間の悪いタイミングで重なるものなのである。

　ガチャ。

　ふいに響いたそんな音とともに、放送室のドアが開かれた。

「おっす、市いち村むら。もう来てたんだ……って、女の子が号泣してる!?」

　現れたのはもちろん先輩である。

　そしてその隣にはなぜか先輩の仲のいい友だち、真ま衣いさんの姿もあった。

「うわー、なにこれ？　修羅場？　刃にん傷じよう沙ざ汰た？　ゲス不倫？」

「ちょ、ちょっと市いち村むら、なにしてるの!?　こ、この子だれ……？　て、ていうかどういう関係……!?」

　二人声を揃そろえてそんなことを言ってくる。

「いえ、これは……」

「後輩くんもご主人様に忠実なドーベルマンみたいな真面目な顔してやるねー。これってあれかな、痴情のもつれで泣かせちゃってたとこ？　ロールキャベツ男子ってやつ？」

「そ、そうなの市いち村むら!?　ち、ちじょう……!?」

「そ、そうではなくて……」

「……ふぇええええええええええ……えええええええ……んんん……っ……」

　説明しようとするも、舞まい原はらさんの泣き声と先輩の責めるような声と真ま衣いさんの面白がっている声の三重奏に遮られて言葉を挟むヒマがない。

　結局最低限の事情を先輩に分かってもらうまで、十五分ほどの時間を要したのだった。
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「──つまりその子は待ちに待った入部希望者で、市いち村むらはその対応をしてくれてて、それでその途中でアクシデントがあって……この状況になっちゃったってこと？」

「はい……そうです」

　先輩の言葉に龍りゆう之の介すけがうなずき返す。

　それ以上でもそれ以下でもないので、そう答えるしかない。

「そうなんだ……ま、まあ、だいたい事情は分かったっていうか、よく考えてみたら市いち村むらが女の子を泣かすようなやつじゃないってことくらい分かるけど……。え、でも一年生って……ほんとに？　ど、どう見てもあたしより年上に見えるんだけど……」

「あ、そういえば聞いたことある！　今年の一年生でモデルみたいなすっごいスタイルがよくてきれいな子がいるって。そっかそっか、この子かー」

　真ま衣いさんが納得したようにポンと手を叩たたく。

　どうやら舞まい原はらさんは新一年生の間でもちょっとした有名な存在みたいだった。

　ちなみに真ま衣いさんが先輩といっしょにいたのは、真ま衣いさんが生徒会長をやっていて、その仕事をさっきまで手伝っていたからとのことだった。

「それで……ええと、舞まい原はらさんはうちに入部希望ってことでいいのかな？」

　先輩が改めてそう問いかける。

「……は、はい……でも……」

「？」

「……そ、その……」

　舞まい原はらさんは顔をうつむかせると、

「…………わ、わたしなんかが入部しても……ほ、ほんとうに、いいんでしょうか……？」

　ほとんど空気に溶けてしまいそうな声でそう口にした。

「え、もちろんだって！　うちは今あたしと市いち村むらしかいないし、絶賛部員募集中だったから、大歓迎だよ！」

　先輩が二つ返事でそう答える。

　だけど舞まい原はらさんはふるふると弱々しく首を振った。

「……で、でもわたし……さっき聞いてお分かりだと思いますが……う、うまく……声が出せなくて……」

「それはそうかもだけど、最初はみんなそんなものだって。色々やってるうちに何とかなるなる！」

　先輩がそう言うものの、

「…………そ、それに……」

「？」

「………………わ、わたし……自分の声が、あんまり好きじゃないんです…………年相応じゃなくて…………ふ、老ふけているというか…………あ、愛人声で…………」

　愛人声。

　言わんとすることは分かる──というか分かりすぎるものの、それはいくら何でも自虐しすぎなんじゃないかとも思う。

　さすがにこれは龍りゆう之の介すけもフォローをしようとして、




「そんなこと……言っちゃダメ！」




　先輩の大きな声が、放送室内に響き渡った。

「そんな風に言うのは……よくないよ。それは自分の声があんまり好きじゃないってことはあるかもしれないよ？　しれないけど……でもそれは他の人から見たらうらやましがられる要素かもしれない。ううん、舞まい原はらさんの声は絶対そうだよ！　……大人っぽくて艶つややかな声、あたし、うらやましいもん！」

「……え……」

「ずっとほしくてたまらなかった声っていうか……だから自分で自分のことをそんなに卑下しちゃダメだって！　言こと霊だまっていうのがあって、悪いことを口に──言葉にして声に出してるとそれが本当に現実になっちゃうものなんだから……！」

　それは先輩にしては珍しく、強い調子だった。

　真まっ直すぐに舞まい原はらさんの目を見て、真剣な口調でそう訴えかける。

　龍りゆう之の介すけにはどうしてかは分からないけれど、先輩は自分の素の声があまり好きではないような素振りを見せる時がある。だからもしかしたら舞まい原はらさんの気持ちが分かるのかもしれない。何となくだけれど、そう思った。

　ともあれ龍りゆう之の介すけの気持ちも、先輩と同じだった。

　だから。

「俺も舞まい原はらさんの声、好きだよ」

「……え……っ……？」

　舞まい原はらさんの動きがぴたっと止まる。

「確かに年齢よりも上に聞こえるけど、しっとりとした落ち着いた声で、素敵だと思う。だから嫌いにならないでほしい」

　それは龍りゆう之の介すけの本心だった。

　大人びていて独特の響きを持つ、舞まい原はらさんの声。

　基本的に小さくて聞き取りづらいという問題はあるけれど、その声自体はとても好ましいものだった。

「……あ……え、ええと……あ、あの………………………………ひ、ひっく……!?」

　舞まい原はらさんが盛大にしゃっくりをした。

「…………ご、ごめんなさい……わ、わたし……て、照れるようなことを言われると……しゃ、しゃっくりが出て止まらなくなってしまって……ひゃっく……！」

　そのまままるで真っ昼間に幽霊でも見たような目で龍りゆう之の介すけを見たまま、しゃっくりをし続けている。

　と、そんな舞まい原はらさんと龍りゆう之の介すけを見て、真ま衣いさんがイタズラっぽくにんまりと笑ってこう言った。

「そっかそっかー、後輩くんはこの後輩ちゃんの声が好きなんだー」

「え？」

「うーん、私はてっきり花か梨りんの声にぞっこんなのかと思ったんだけどなー」

「ちょ、ちょっと真ま衣い、何を言って──」

「いえ、先輩の声が一番好きです」

「……ひょ……っ……」

　今度は先輩が小鳥が引きつけを起こした時みたいな声を上げた。

「もちろん舞まい原はらさんの声はいいと思います。ですが先輩の声は別格です。限りなく透明で美しくありながら、時にはかわいさと可か憐れんさも兼ね備えていて、この世界に並ぶものはないと思っています。このままずっと聞いていたいと思わせてくれる天上の旋律で……」

「わ、分かった！　分かったって！　いいからもう黙って！　おすわり……っ！」

　悲鳴を上げながら先輩が口を塞ごうとしてくる。

　そんな先輩の隣で、真ま衣いさんが何かを理解したような顔をしながらこう口にしていたのだった。

「あー、なるほど、後輩くんはこんな感じなんだねー。ははーん、これは花か梨りんじゃ手こずるわけだー」
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「とにかく、まずは声を出してみようよ？　張って出すことで声質が変わることもあるし、何でもやってみないことには始まらないから。ね？」

「…………は、はい……」

　先輩の言葉に、舞まい原はらさんが自信なさげにうなずく。

　そうして発声練習が開始されたのだけれど……

「お……おっ……お……おおお……おお……」

「う、うーん、喉からじゃなくてお腹なかから低く出すような感じにするともしかしたら大きな声を出しやすいかも……」

「……は、はい……え、ええと……お……おお……おおおおお……（低音）」

「あ、あとはそうだなー、鼻の奥に息が抜けるイメージで発声すると高い声とかも自然に出るかもしれないから……」

「……や、やってみます…………おお…………お、おおおお……おお……（高音）」

　とはいえまずまともに声を出すのが一苦労で。

「……お、お綾あやや……あ、過あやまちを……は、母親に謝りなさい……」

　そして発声は何とかなったとしても、その声量はやはり至近距離で耳をそばだてなければ聞き取れないほどに微小なものだった。

　これはどうも喉の開き方とか声のうまい出し方という物理的技術的な問題というよりも……おそらく舞まい原はらさんの内気な性格と自分の声が好きではないという精神的な問題が大きく影響しているようだった。

「…………や、やっぱり……わたしみたいなゴミムシなんかじゃ……ムリなんでしょうか……」

　舞まい原はらさんがどんよりと表情を曇らせる。

「そ、そんなことないって！　なせばなるしなせねばならぬ！　きっとやり方次第だと思う。絶対になにかいい方法があるはずで……」

「……」

「ある、はず……かな。……たぶん、きっと……」

「……」

「あー、で、でもとりあえずちょっと休憩にしよっか？」

　先輩が困ったような顔で笑いながら、そう口にした。







　ひとまず休憩となった。

　マイクの前では、先輩が真ま衣いさんとどうやればうまく舞まい原はらさんが発声できるようになるかについて相談をしている。

　それに関しては特に力になれない龍りゆう之の介すけとしてはせめてお茶でもいれようと思い、立ち上がろうとして。

「……？」

　と、そこで舞まい原はらさんの姿が見えないことに気が付いた。

　さっきまでは部屋の隅で必死な顔で教本を読んでいたのに、いつの間にかいなくなっている。

　どこに行ったんだろう。

　先輩たちは相談で忙しそうだったので、邪魔をしないようにして一人で放送室を出る。

　周囲の廊下を見回してみるも、目立つ舞まい原はらさんの姿はない。

　もしや心が折れて帰ってしまったなんてことは……と一瞬不安になるものの、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

　舞まい原はらさんはすぐに見付かった。

　放送室を出てすぐのところにある、非常階段の一番下。

　そこで沈んだ表情で……大きな身体からだを折りたたむようにして、一人座り込んでいた。

「舞まい原はらさん」

「……あ……」

　龍りゆう之の介すけが声をかけると、舞まい原はらさんは小さく顔を上げた。

　だけどすぐに火が消えたように下を向いてしまう。

　そんな舞まい原はらさんの隣に、龍りゆう之の介すけも腰を下ろした。

「……」

「……」

「……わ、わたし……ぜんぜん、ダメですよね……」

　舞まい原はらさんがぽつりとつぶやいた。

「……ひ、人見知りでどんくさくて、きちんと声を出すことさえできなくて……ほ、放送部に入るって決めたら……す、少しは変われるかと、思ったのに……」

　声を詰まらせるようにして弱々しくそう口にする。

　声を出すのが苦手な、大きくて大人びていて美人な後輩。

　龍りゆう之の介すけは、ふと疑問に思った。

「舞まい原はらさんは、どうして放送部に入ろうと思ったの？」

「……」

「言いたくなかったらいいんだけど……」

「…………」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に、舞まい原はらさんは少しの間下を向いたまま沈黙していた。

　だけどやがて龍りゆう之の介すけの方を見て、思い切ったようにこう口にした。




「…………わたし……声優になりたいんです…………」




「声優？」

「…………は、はい……子どもの頃に、『魔法少女ドジっ娘アキちゃん』というアニメを見てから、ずっと夢で……」

　どこか遠くを見るようにそうつぶやく。

「…………アニメやマンガ、小説とかが好きなんです……物語の中では、いつもの引っ込み思案で愛人声で……その愛人声すらまともに出せないコミュ障なんかじゃない、別の自分になれるから……。そう思いながらそれらを見ている内に……自分もそこに出てくるキャラクターを演じられたらいいなって思うようになって……」

　はっきりとした口調でそう語る。

　その声には本当に声優に憧れているのだろうと思わせる舞まい原はらさんの気持ちが込められていて、いつもよりも少しだけ大きく聞こえた。

「……それからはずっとずっと、声優になりたいと思い続けてきました……最近だと『ときめき☆ブロードキャスト』っていうアニメがすごく好きなんです……放送部を舞台にした青春恋愛ドラマで………わたしもいつか、ああいう風に素敵な恋をしてみたいなあって……あっ……」

　と、そこで何かに気付いたように舞まい原はらさんが言葉を止めた。

「…………っ……ご、ごめんなさい……一人で舞い上がってヘンなことを喋しやべっちゃって……わ、わたし……ダメなんです……こ、この話になると……い、いつも空気が読めずに独りよがりになってしまって……」

　しゅんと再び顔をうつむかせてしまう。

　そんな舞まい原はらさんに、龍りゆう之の介すけは言った。

「そんなことない。素敵なことだと思う」

「……え……」

「今の話から、舞まい原はらさんが本当に声優になりたいってことが伝わってきた。真剣な将来の目標なんだって分かった。だから遠慮なんてすることない」

　叶かなえたい夢があって、それに向かって何かをしようと心から願える。

　そのことは正直うらやましいと思う。

　だってそれは……今の龍りゆう之の介すけにはないものだから。

「……あ……」

　その言葉に、舞まい原はらさんが小さく表情を輝かせる。

「……あ、ありがとう……ございます…………そ、その…………こ、このことを話したのは……市いち村むら先輩が初めてなんです……」

「そうなんだ」

「……は、はい……だ、だって……」

「？」

「……せ、先輩は……ま、前に初めて会った時も……今も……わ、わたしのことをバカにしなかったから……」

　きゅっと胸の前で手を握って、何か大切なものを抱きしめるようにそう口にする。

　その表情はどこまでも真まっ直すぐで直ひた向むきそのもので……できることなら何とかしてあげたかった。

　だけどどうすれば……

「……」

　と──その時思い出した。

　一年前に聞いた……とある言葉。

　龍りゆう之の介すけの胸に響いた、天啓のような響き。

　そうだ、あれだったらもしかしたら──

「……舞まい原はらさん」

「……は、はい……？」

「提案があるんだけど、聞いてくれるかな？」

「……？」







　５




「え……ど、どうしたの、これ……？」

　先輩がびっくりした顔でそう口にする。

　だけどそれも当然と言えた。

　だって。

　そこでは……マイクの前に立つ舞まい原はらさんが、一生懸命な表情で、拙いながらもしっかりと声を出せていたのだから。

「さ、さっきまでぜんぜんうまくアドバイスできなくて……正直、あたしもどうしたらいいか分からなかったのに、な、何でー？」

　先輩がワケが分からないという顔で目をぱちぱちとさせる。

　その視線の先にある舞まい原はらさん。

　舞まい原はらさんが読み上げているのは──『ときめき☆ブロードキャスト』のワンシーン。

　読んでいる台詞せりふは、先輩や龍りゆう之の介すけが演じたのとは違う、後輩役のキャラ。

　以前に先輩とのアドリブレッスンで使った台本の、未使用部分だった。

「『わたしも……先輩たちといっしょにもっともっと練習して声を出せるようになって、Ｎコン優勝を目指したいです……！』」

　声はまだ少し小さいながらも朗々と台詞せりふを読み上げていく舞まい原はらさん。

　そこにはさっきまでのオットセイの鳴き声の面影はない。

　自分の好きなことを、声優になりたいという夢を語っていた時の舞まい原はらさんの姿は、とても前向きでとても生き生きとしていた。話す声も普段よりも大きかった。だからその彼女が今好きだというアニメの台本ならもしかしたらと思ったんだけれど……まさかここまでうまくいくなんて、龍りゆう之の介すけとしてもいい意味で予想外だった。

「はー……すごいね、市いち村むら。そんなこと思い付くなんて。あたしにはぜんぜんムリで……」

「いえ、これは先輩から教わったことです」

「へ？　あたしから？」

「はい」

　一年前に初めて放送室を訪れた時に、先輩が言ってくれた言葉。

　野球部を辞めて目標を見失っていた龍りゆう之の介すけに、希望を与えてくれた響き。




『──あんまり元気が出ない時でもさ、とにかく明るい声を出してみると元気になっちゃうことってない？　その日あった嬉うれしいことでも、これからある楽しみにしてることでも、自分の好きな歌の歌詞でもお気に入りのマンガの台詞せりふでも、とにかく何でもいいんだよ。何でもいいから声を出すの。そうすれば好きっていう明るいパワーに引きずられて、気持ちが上向くこともあるんだから。それがきっと、言こと霊だまなんだよ』




　そうだ。

　それが先輩のコンセプトなのだ。

　何があっても、とにかくまずは声を出してみる。

　自分の好きな言葉に、フレーズに、心の内の思いを託して音として世界に放ってみる。

　そうすれば、きっと何かが変わるから。

　後の細かいことは、それから考えればいい。

　あの時もそう言って、初めて放送室を訪れた龍りゆう之の介すけを励ましてくれた。

　それが全ての始まりだったのだ。

「え、あ、あたし、そんなこと言ったっけ？　うーん、あんまり記憶にないかも……でもなんかそれ、めちゃくちゃいい台詞せりふじゃない？　へへ、一年前のあたしってすごかったかも、なーんて」

　冗談めかして先輩がそう口にする。

「いえ先輩はいつだってすごいです」

「え？　あ、う、うん」

「どんな時も明るくて元気に咲く向日葵ひまわりみたいに力を与えてくれて、周りの人のことを気遣っていて……あとまるで姫みたいにかわいいです」

「ちょっと待って！　市いち村むらをほめてたはずなのに、どうしていつの間にか流れるようにあたしが姫扱いされてるの!?」

「だって先輩は『放送室の人魚姫リトルマーメイド』じゃないですか。その名に違たがわない美貌と美しい声で、まるで本物の人魚姫が絵本から飛び出してきたみたいです」

「にゃっ……び、びぼー……!?」

　先輩が目をシロクロさせてのけぞる。

　それを見た真ま衣いさんが楽しそうに笑った。

「あはは、すごいすごーい。花か梨りんがこんなにぐいぐい攻められてたじたじになってるの、初めて見た。後輩くんは完全に下にも置かない扱いだし、ほんとにお姫さまみたい。よーし、写真に撮っとこ」

「ちょ、ま、真ま衣い、なにしてるの……！」

「え、だから花か梨りんの写真を撮ってるんだって。うんうん、かわいく撮れてる。映えだねー。あとでインステに載せとこ。タグは『♯照れる放送室の人魚姫』で」

「な、なにその羞恥プレイみたいなの!?　や、やめてー！」

　真ま衣いさんに写真を撮られて日光にさらされた吸血鬼みたいになる先輩。

　ちなみにその後もきっちりと先輩を喜ばせて、しっかりスリーアウトまで取ったのだった。







[image: 幕間『ちっちゃくてかわいい先輩がかわいい話と、その明るくてフレンドリーな友だちが照れる話』]
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　舞まい原はらさんの件が一段落して。

　彼女が先に帰った後の放送室で、龍りゆう之の介すけは先輩と真ま衣いさんと会話をしていた。

「はー、でも花か梨りん、舞まい原はらさんって面白い子だったねー。あんなにきれいで大人っぽくてスタイルもいいのに、人見知りなんて」

「うん。だけど発声のやり方が見つかってよかったよ。これからもっともっと声を出すことの楽しさを知って放送部のことを好きになってくれるといいかなー」

　そううなずく先輩に、真ま衣いさんが少しだけ目を細めながら耳打ちをする。

「ふふふ、でもいいのー？　ライバル出現かも？」

「え？　どういうこと？」

「ほらー、だって後輩くん、あんなに熱心に舞まい原はらさんの指導をしてたじゃん。初めてできた後輩と指導という名目で時間を共にするうちに、恋が芽生えたりとかしてー？」

「……っ……こ、恋……!?　そ、それはそういうこともあるかもしれないけど……で、でも、市いち村むらはきっとそんな風に公私混同するようなやつじゃないし、そ、それに万が一そうなったとしても、別に部内恋愛は禁止されてないんだし、あ、あたしが口を出すことじゃないっていうか……」

「……」

「そ、それは……あんまり目立つようだったら、その、部長として注意しなきゃだろうけど……」

「……」

「な、なに？　にやにやして……」

「ううん、なんでもなーい。花か梨りんはかわいいなーって思っただけ」

「な、なにそれ……」

「でも、ま、何とかなってよかったじゃん。花か梨りんにとっては念願の新入部員でしょ？　喜びもひとしおなんじゃない？」

「あ、うん、それはもう感無量だよ。この調子で部員が増えてくれれば、近い内にちゃんとした部活に昇格できる日も夢じゃないかも」

　先輩が声のトーンを上げてそう言う。

　だけどそこで、あっと何かに気付いたような表情になって龍りゆう之の介すけを見た。

「あ、で、でも、市いち村むらだけで不満だったとか、そういうわけじゃないからね？　市いち村むらは入部してくれた時からすっごいがんばってくれてるし、いいやつだし、他に替えがきく相手じゃないから……。新入部員が入ってくれたのはもちろん嬉うれしいけど、それはまた別腹っていうか……！」

　そう一生懸命な顔で言ってきてくれる先輩に、

「ふふふー」

「な、なに、真ま衣い？」

「ううん、花か梨りんってば、やっぱちょうかわいいなーと思って」

「ちょ、なっ……な、なんで市いち村むらみたいなこと言ってるの!?」

「えー、だってほんとのことじゃん。後輩くんのこと、めっちゃ気に入ってるんだねー」

「！　そ、それは……新入部員第一号だし、貴重な後輩だし、き、気に入っていなくもないかもしれなくもない今日この頃かもしれないけど……」

　顔をぐいっと明後日あさつての方向に逸そらしながらよく分からないことを口走る。

　本来だったらこれでアウトを取れたところだけれど、残念ながらこの喜びリアクションは百パーセント真ま衣いさん由来のものであるためノーカウントだ。

「も、もう、真ま衣いはいっつもそうやってからかうんだからー！　あ、あたしはちょっと先生に新入部員が入ったことを報告してくるから、戻ってくるまでに部屋の片付けとかやっといてね！」

　そう言って、先輩は逃げるようにぱたぱたと放送室を出て行ってしまった。

「ふふー、ほんっと分かりやすいわりに素直じゃないよね、花か梨りんって。ま、そこがかわいいところなんだけど。後輩くんもそう思うでしょ？」

　真ま衣いさんが龍りゆう之の介すけを見てころころと笑う。

「あ、はい、先輩はかわいいです。ええと、塔とうヶが崎さき先輩は──」

「あ、真ま衣いでいいよ。堅苦しいのは苦手だし、ほら、後輩くんとはもう他人じゃないから♪」

　ウインクをしながらなぜかそんなことを言ってくる。

「分かりました。真ま衣い先輩は、先輩とは付き合いが長いんですか？」

「うん、そうだよ。小学生の時からだからもう十年くらいになるかな。──あ、ていうか驚いたことがいっこあるんだけど、言っていい？」

「どうぞ」

　すると真ま衣いさんは口元に指を当てて、




「──あのさ、花梨って後輩くんの前だと、あっちの声で喋ってるんだ？」




　下から見上げるようにしてそう尋ねてくる。

　あっちの声というのは……おそらく、先輩の素の声のことだろう。

　龍りゆう之の介すけはうなずき返す。

「そうですね。だいぶ前からだと思いますが」

　いつからだったかはハッキリとは覚えていないけれど、気が付いた時には先輩は発声用の声ではなく素の声で喋しやべってくれていた。

　出会ったばかりの頃はともかく、少なくとも放送室で龍りゆう之の介すけと喋しやべっている時はかなり初期からずっとそうだったはずだ。

　そう答えると、真ま衣いさんは満足そうにうなずいた。

「そっかそっか、そうなんだ。うんうん、信頼されてるんだね、後輩くん♪」

「そう……なんでしょうか」

「そりゃそうだよー。だって花か梨りんがあっちの声で喋しやべるのって、たぶん後輩くんと私の前だけで──」

「真ま衣い先輩と俺だけ……」

　そのつぶやきに、真ま衣いさんははっとしたような表情になった。

「──っととと、ちょっと喋しやべり過すぎちゃったかな。後輩くんがいい子だからついつい。今のはなしなし。ていうかこの話はここまで。おっけー？」

「はあ……」

　そこで止められるのは正直かなり気になる。

　それは……以前に先輩と高三棟で会った時に、発声用の声で喋しやべっていたことと関係しているのだろうか。いやおそらく確実に関係しているのだろう。

　とはいえ真ま衣いさんにここまでだと言われてしまっては、それ以上は追及することもできない。

「あー、それと今のは花か梨りんにはないしょね？　自分がいないところで秘密の話をされるなんて、きっといい気はしないと思うからさ」

　確かにそれはその通りだろう。

　その心遣いは理解できた。

「分かりました。でも」

「？」

「真ま衣い先輩は、優しいですね」

「……ほえ？」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、真ま衣いさんは空気が抜けたみたいな顔になった。

「私が優しい??　えー、そんなこと言われたの初めてかも。夏のセミみたいにうるさいだとか小こ姑じゆうとみたいにおせっかいとかならよく言われるのに。何でそう思ったの？」

　本当に不思議そうに尋ねてくる真ま衣いさんに、龍りゆう之の介すけは答えた。

「だって……真ま衣い先輩は、色々気付かれにくくしてますけどいつだって先輩のことを第一に考えてます。声のことを確認したのもそうですし、今の話を先輩に言わないでおくようにしたのもそうですよね？　それに俺の方にもキチンと配慮してくれている」

「……」

「だから優しいです。それもものすごく。素敵だと思います」

「…………」

「真ま衣い先輩？」

「…………はっ。あ、う、ううん、突然すぎて、ついフリーズしちゃった。な、なるほどなるほど、これが花か梨りんの言うところの不意打ちってやつかー。ちょっとびっくりしたなー。だれかにそんなこと言われたのは初めてかも」

　真ま衣いさんが目を瞬まばたかせる。

「うん、でもそっかー、こういうのって嬉うれしいけど……あ、あはは、意外と照れるもんなんだね。ちょっとだけ花か梨りんの気持ちが分かったかも……」

「？」

「あー、ううん、何でもない何でもない。──こ、こほん、うん、それじゃあ優しい真ま衣い先輩は、花か梨りんが帰ってくるまでに片付けをすませちゃいましょうかね」

「あ、手伝います」

「ん、ありがとう、後輩くん」

　そううなずき合って。

　真ま衣いさんといっしょに放送室の片付けをしたのだった。
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　舞まい原はらさんが入部したことによって、放送部（仮）は三人になった。

　部長である先輩を筆頭として、二年生と一年生が一人ずついる状態。

　放送部（仮）始まって以来の大所帯である。

　必然、最上級生となる先輩は龍りゆう之の介すけに加えて舞まい原はらさんにも発声やアナウンス、アフレコなどの指導を行うことになり、忙しさが三倍になったようだった。

「それじゃあ今日も基本の発声練習からやっていこっか。ストレッチは終わった？　まずは全体でやって、その後に個別で指導してくからね」

「分かりました」

「……は、はい……っ……」

　今日も今日とてフル稼か働どうな先輩。

　ちっちゃな身体からだをめいっぱいに動かして全力で指導してきてくれる。

　とはいえ忙しい反面、先輩は生き生きとしているようでもあった。

　新入部員は先輩の念願でもあったし、そもそも面倒見はこの上なくいい人だ。そういう意味ではむしろ学園生活に張りができたといえるのかもしれない。

　龍りゆう之の介すけとしては、そんな先輩をもっと喜ばせられるようにがんばらないと……と思う。

　先輩が放送部（仮）部長としての役目を一生懸命にこなす中で、できる限り先輩の喜ぶことや手伝いなどをして、少しでも笑顔になってもらう。

　龍りゆう之の介すけにとっては、それが何よりの喜びでもあるのだから。

「──ふぅ、じゃあちょっとひと休みしよっか。お茶をいれるから、おやつでもつまみつつ次にやる教本のチェックでもやろ？」

　そして今日もそのチャンスがやってきた。

　休憩中、おやつであるポテトチップスを食べようとしている先輩。

　だけど左手に教本を、右手には赤ペンを持っていて、手が塞がっている状態だ。

　なので龍りゆう之の介すけはポテトチップスをつまんで、先輩の口元へと差し出した。

「？　なにこれ、市いち村むら」

「どうぞ、先輩。アーン」

「え？　や、自分で食べられるよ？」

　当然先輩はそう答える。

　だけど。

「そうかもしれないですけど、今ポテトチップスを手でつまんだら指に油がついて、教本が汚れてしまいます」

「う、それは確かに……」

「なのでどうぞ。アーン」

「う、うーん、だ、だけどさあ……」

　なおも先輩がためらいの表情を見せる。

　だけどやがてそれしか方法はないと悟ったのだろう。観念したかのように、小さく口を開いた。

「あ、あーん……」

「どうぞ」

「さ、さんきゅ……」

　ぱくっとついばむようにして受け取って、もむもむとポテトチップスをほおばる。

「わ、これおいしい！　何味？」

「濃厚ドリアンクリーム味です」

「おー、そうなんだ？　この独特の風味、クセになるかも。市いち村むら、おかわりおかわり！」

「はい」

　直前まで渋っていたのもどこへやら、濃厚ドリアンクリーム味の魅力に猫まっしぐらなようで、先輩が積極的に次をねだってくる。

　それに合わせて、龍りゆう之の介すけもテンポよくポテトチップスを差し出す。

　ひょい、ぱくっ。

　ひょい、ぱくっ。

　ひょい、ぱくっ。

　それはまるで、ツバメの赤ちゃんの餌付けでもしているかのようだった。

「……な、なんか……かわいいです……」

　舞まい原はらさんまでもそんなことを言っていた。

　そんな中。

　ひょい、ぱくっ。

　ひょい、ぱくっ。

　ひょい、ぱくぱくっ。

　リズムがずれた。

　よほど濃厚ドリアンクリーム味が気に入ったのか、龍りゆう之の介すけが手を戻す前に先輩のついばみが二連続で襲来したのであって……

「先輩」

「んー？」

「それ、俺の指です」

「ぼぶ……っ……!?」

　先輩が髪型みたいな声とともに吹き出した。

「そんなにお腹なかが空いてたんですか？」

「ち、違ーう！　教本チェックに夢中になってたらタイミングを間違えて……ごほっ、ごほっ……て、ていうか、の、飲み物……っ……」

「あ、それは……」

　龍りゆう之の介すけの声も待たずに、先輩が目の前にあったパックのグレープフルーツジュースを勢いよく手に取る。

「ごく……ごく……は、はあっ……死ぬかと思った……」

「先輩」

「な、なに？　まだなにかあるの？」

「今飲んだの、俺のグレープフルーツジュースでした」

「ひょ……っ……」

　先輩が爆発するように顔を真っ赤にしてのけぞった。

　その派手なリアクションに、舞まい原はらさんが目をぱちぱちとさせる。

「じゃ、じゃあ……い、今のって、まさか……間接……」

「先輩……？」

「な、ないない！　今のは事故！　アクシデント！　た、ただちょっと間違って口をつけちゃっただけ！　の、ノーカウントだから……!!」

「??」

　よく分からないけれどアウトが取れたみたいだ。

　そしてその日も首尾よくスリーアウトが取れたのだった。







　──そんな風に、ある意味でいつも通りな日がしばらく続いた。

　放送部（仮）に通って、先輩を喜ばせる毎日。

　それはこの上なく楽しいもので、こんな日々がこれからもずっと続いていけばいいとそこはかとなく思ったりもした。

　だけど世の中、変わらないものなんてない。

　それは単純な意味での周囲の環境もそうだし、人と人との関係もそうだし、だれかの気持ちもそうだ。

　あらゆるものに変化は付きものなのである。

　そしてそれは、放送部（仮）においても例外ではなくて──
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　その日……龍りゆう之の介すけは少しばかり緊張していた。

　いつもと同じ装よそおいの放送室が、何だか少しだけよそよそしいように感じられる。

　それは放送室内の配置の何かが変わったわけではなくて……龍りゆう之の介すけの心持ちが普段通りではなかったからだと思う。

「……」

　この六日間、一日三回先輩を喜ばせ続けることができていた。

　スリーアウトを取り続けることに何とか成功していた。

　これは龍りゆう之の介すけが放送部（仮）に入部してからのこの一年間で……初めてのことだ。それは龍りゆう之の介すけにとっても素直に喜ばしいことだと思う。

　だけど先輩を喜ばせよう運動がうまくいっているということはすなわち。

　龍りゆう之の介すけの決意。

　放送部員となって先輩の傍そばにいようと思った日に誓ったこと。




　──一日三回先輩を喜ばせることを一週間以上続けることができたのなら、その時は先輩に……




　それを実行する時が、いよいよ目の前に迫ってきているということである。

　今日で──誓いの一週間目。

　もしも今日も先輩を三回以上喜ばせることができたのなら。

　スリーアウトチェンジを達成することができたのなら。

　そうしたら今日は……もしかしたら一生忘れることのできない特別なＸデーになるかもしれない。

「……」

　もちろん迷いはある。

　ためらいだって、怖さだってある。

　だけど自分で決めたことだ。

「……よし」

　強くそううなずいて、龍りゆう之の介すけは先輩が来るのを待つことにしたのだった。
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　その日……花か梨りんは少しばかり焦あせっていた。

　いつもと同じ放送室へと続く廊下が、どこかそわそわと急せかしてきているように感じられる。

　それは廊下の配置の何かが変わったわけではなくて……花か梨りんの心持ちが普段通りではなかったからだと思う。

「……うう……」

　この六日間、確実に一日三回以上市いち村むらに照れさせられ続けてきた。

　グイグイと攻められて、嵐の中をさまよう小舟のように翻弄されるがままだった。

　このままではまた……照れさせられっぱなしで一週間が過ぎてしまう。

　何とかして今日こそは市いち村むらの攻めを防がなくては。

　先輩としての威厳を、はっきりきっぱりと知らしめなければ……！

「でも市いち村むらのやつ、手て強ごわいんだよなあ……」

　真っ正面からグイグイと攻めてくるわりには、こっちの反撃にはほとんど動じない。照れるどころか顔色を変えることすらほとんどない。あれはきっと鉄仮面並みに面の皮が固いに違いない。

　あの鉄仮面を何とかするためには……

「……あ」

　と、そこであることを思い付いた。

　市いち村むらに一いつ矢し報むくいて、なおかつ大人の余裕を醸かもし出だすためのとある手段。

　そうだ、これなら……

「よーし、見てろよ、市いち村むら。今日こそ先輩としての威厳を見せつけてあげるんだからね……っ……！」

　ぐっと拳を握り締めて、足早に放送室へと向かったのだった。







　３




「──今日は怪談をやるぞ、市いち村むら！」

　その日の放課後。

　先輩が放送室に入ってくるなり、そう口にした。

「怪談ですか？」

「そうそう。怖い雰囲気を出すための語り口は表現力の練習にもなるし、色々な知識に触れることは見識の幅を広げるいい機会にもなるから、放送の役にも立つんだよ。おっけー？」

「……」

　真夏でもないこの時期に怪談というのも何となく違和感があったけれど、先輩がそう言うのなら間違いはないのだろう。

「分かりました、やります」

「うん、よしよし。じゃあ雰囲気を出すために電気は消して、カーテンとか暗幕も閉めるからね。明かりはスマホのライトで十分だから」

　そう言って、先輩は放送室のカーテンを閉めて電気を消す。

　射さし込こむ光が全て遮られて、辺りは途端に真っ暗になった。

　ちなみに今日は舞まい原はらさんは来ていない。

　習い事や家の都合などの関係から、放送部（仮）に顔を出せるのは二日に一回ほどとのことなのだ。

　なのでこの暗闇に覆われた放送室にいるのは、先輩と龍りゆう之の介すけの二人だけだった。

「さ、準備はおっけー。これからお互い順番に知ってる怖い話を話していくの。覚悟はいい？」

「分かりました」

「……ふっふっふ、あたし、怖い話は得意中の得意なんだよね。『高たか遠とお＝〝稲いな川がわ〟＝花か梨りん』って呼ばれたこともあるくらいなんだから。これなら市いち村むらだってきっと絶叫を上げながら怖がって、あたしに泣きついてくること間違いなし。そしたらそこで先輩の威厳を発揮して余裕のあるところを見せれば……」

「？」

「な、何でもない！　じゃあまずはあたしから始めるからね」

　先輩がそう宣言をして。

　二人だけでの怪談が始まったのだった。







「──その時、奇妙な気配を背後に感じてカップルはその場に立ち止まったのです」

「……」

「この建物はずいぶん前から無人で、二人の他にだれかがいるはずもありません。だけど少し前から、まとわりつくような視線と気配が確かに感じられていたのです」

「……」

「イヤだなぁ、イヤだなぁ、と感じながらも、ここまで来て引き返すわけにもいかず、怪奇現象が起こるという廃はい墟きよの奥まで足を運びました。するとそこにはどうしてか錆さび付ついてキィキィと音を立てる小さな回し車のようなものがあったのです。不気味に思ってカップルが帰ろうとした瞬間、背後に気配のようなものを感じました。恐る恐る後ろを振り返ると……そこには」




「宙に浮いて必死に回し車を回すハムスターの亡霊が……っ……！」




　クライマックスのタイミングで、威嚇するように両手を上げながら先輩が急に声を大きくする。

　怪談ではよく使われるベタな演出だ。

　とはいえタイミングとしては絶妙であったため、先輩はしてやったりというドヤ顔で龍りゆう之の介すけの反応を見てくる。

　だけど……

「……」

「……」

「……」

「って、なんかあんまり怖がってないね……」

「いえ、そんなことは」

　とは答えたものの、ハッキリ言ってあまり怖くはない。

　先輩の語り口や間の取り方はかなりうまいと思うけれど、そもそも龍りゆう之の介すけは幽霊だとか心霊だとかは信じていなかったし、そういう怪奇現象に遭遇したこともない。生きている人間の方がよほど怖いと思っている。

　それに加えておどかそうとしてくる先輩の姿は威嚇するアリクイみたいでかわいらしく、さらには発声用に張られた先輩の声がほんの間近で聞けるとあって、龍りゆう之の介すけとしてはすっかりそっちに夢中なのだった。

「む、むー、なんか納得いかないけど……じゃあ次は市いち村むらの番だよ。あ、でもあたしは怖い話には精通してるからね。よっぽど背筋が凍るくらいのほんとに怖い話じゃないと怖がらせられないよ？　大人の女の余裕ってやつ？　ふっふっふ」

　腕を組みながら自信ありげに笑う。

「がんばります」

　そう答えて知っている怪談話の中で比較的怖かったものを思い起こすと。

　龍りゆう之の介すけは先輩の顔を見つめて、語り始めた。

　──数分後。

「そ、それで……その女の子はどうなっちゃったの……？」

「……分かりません。ただ発見者が言うには、その女の子がいた場所には大量の血だまりだけが残されていたそうです」

「ち、血だまり……」

「そして血だまりの中には、あるものが浮かんでいて……」

「あ、あるものって……？」

「そう、ちょうど今、先輩の手元にあるスマホです。血に染まって真っ赤になったスマホ……そのディスプレイには苦しげに喉元をかきむしる老婆の顔が映っていて、こう口にするんです。……『お前かぁあああああ！』」

「ひいっ!?」

　先輩が即座にスマホを放り出して全身に電気でも流されたみたいにびくんっ！　と飛び跳ねる。

　そして。

「にゃ……」

「にゃ？」




「にゃふはあぁああああああああああああああああああああああああああああ……!!」




　次の瞬間、火山でも噴火したかのような先輩の絶叫が放送室内に木こ霊だました。

　それだけじゃなく、パニックになったのか目の前で猟銃を乱射されたハトのように一目散に走り出す。

　だけど室内は締め切っているためほとんど真っ暗だ。

　足下もおぼつかずに走り回った結果、どこかにぶつかって……

「わ、わわわ……っ……!?」

　ガチャン……！

　先輩の悲鳴と何かが落ちる物音が響く。

「先輩……！」

　暗闇の中でも先輩の位置は気配で何となく分かる。

　龍りゆう之の介すけは反射的に立ち上がると、バランスを崩して今にも転倒しそうな先輩のもとへと駆け寄った。

「大丈夫ですか……？」

「あ……っ……」

　危うく先輩が前につんのめる寸前で、後ろから何とか先輩を支えることに成功した。

　見るとその足下にはマイクが一本転がっている。

　さっきの物音は、どうやら先輩が機材とマイクにぶつかって、それが床に落ちた時に生じたもののようだった。

「先輩、ケガとかはしていませんか？」

「……」

　反応はない。

　だけど特に痛がっている様子などもないことから、大丈夫のようだ。返事がないのはどうやら単に怖くて固まってしまっているだけみたいだった。

「……すみません、こんなに怖がるとは思いませんでした」

「……っ……こ、怖がってなんかないってば！　い、今のは……そう、ちょっと突然大声を上げながら走り回りたくなっただけ！　そ、そうだよ、エコノミー症候群を防ぐためのストレッチ！　それだけだから！」

「……」

「……」

「分かりました。そういうことにしておきます」

「し、しておきますって、ほ、ほんとなんだからなー！」

　先輩が心外だと言わんばかりに勢いよく振り返ってそう主張する。

　と──そこで気付いた。

　やけに先輩との顔の距離が近い。

　暗闇の中でも表情がばっちり分かるほどの距離。

　今の先輩と龍りゆう之の介すけの体勢をよく見てみると、龍りゆう之の介すけの胸元には先輩の小さな身体からだがすっぽりと収まっていて……まるで後ろから抱きしめているような位置関係になっている。

「……あ……っ……」

　先輩も気付いたのか、慌てたように顔を戻す。

　そのままじたばたと龍りゆう之の介すけから離れようとするも、真っ暗で周りがよく見えないため足がもつれそうになる。

「危ないですから、急に動かないでください」

「だ、だからって、このままじゃまずいってば!?　こ、こんな、空気を読まないカップルが、真っ昼間から、い、いちゃついてるみたいな……」

「もう少ししたら目が慣れてくると思います。そうなったら大丈夫だと思いますから」

「……う、ううー……」

　その言葉に先輩は不承不承といった顔でうなずくと、

「……わ、分かったよ。め、目が慣れるまでだからな？　そ、それに、こうするのはしかたないからだからで、や、やりたくてやるわけなんかじゃないんだから……！」

　そう言って、再びすっぽりと龍りゆう之の介すけの胸の中に収まった。

　大きい龍りゆう之の介すけとちっちゃい先輩。

　それはまるでお互いにとってそこが定位置であるかのようにぴったりとジャストフィットするもので……小さくて柔らかい先輩の体温と、シャンプーのような先輩の柔らかな香りがふわりと暗闇の中に漂う。

　何だかものすごく落ち着く体勢だった。

　良質の抱き枕を抱えた時に人のリラックス値は最高になるという調査結果が出ているらしいけれど、それと同じような効能だろうか。

　先輩もいつの間にか「はふー」と温泉に浸つかったカピバラのような息を漏らしていて、まんざらでもないように見える。

　そんな幸せそうな顔をついつい見てしまっていると、先輩が折りたたまれた飼い主の洗濯物の上で寝ているところを見られた家猫みたいにこっちを振り返った。

「な、なに？　べ、べつに、やっぱり市いち村むらはいい匂いがするなあとか、思いのほか市いち村むらの胸の中が干したてのおふとんみたいで快適だなあとか、お、思ってないからね？」

「いえ、先輩の抱き枕があったらきっとベストセラー間違いなしだと思っただけです」

「勝手に商品化されてる!?」

「それだけ先輩の抱き心地がいいので。春の桜を彷ほう彿ふつとさせる柔らかな香り、上質のウォーターベッドのような優しい弾力、触れた心地はまるでシルクのようで……」

「抱き枕ソムリエみたいなこと言い出した!?　…………ま、まあ、あたしもべつに、市いち村むらにこうされてるのはイヤじゃないっていうか……な、なんか安心できて悪くないなって感じはするんだけどさ……」
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　顔をうつむかせて指回し運動を始めながらごにょごにょとそう口にする。

　その顔は暗闇の中でもはっきりと分かるくらいに耳の先まで栃木県産とちおとめのようになっていて……完全にアウトを取れていた。

　そう。




　──おそらくは、本日三つ目になる、スリーアウトを。




「……」

　とうとうこの時がきてしまった。

　一日三回以上先輩を喜ばせることを、一週間連続で達成することに成功した瞬間。

　喜びとともに、心の中に緊張が走る。

　だとしたら、龍りゆう之の介すけがやらなくてはいけないことは──

「先輩……」

「え、どしたの、急に真剣な顔になって……。な、なに……？」

　何だろう。

　胸の奥で心臓が爆弾のように際限なく激しい鼓動を刻み続けていた。

　目の前にフィルターがかかったように視界が狭まり、自分のことなのに意識が遠くにあるように感じられる。

「……あの、俺……」

　声が詰まる。

　言いたい言葉が、言わなければいけない声が、出てこない。

　出そうと思って腹に力を入れれば入れるほど、喉までせり上がってきた声は空気と混ざって消えていってしまう。

　まるで……先輩と出会う前に戻ってしまったかのように。

「……その、何ていうか……」

「……う、うん……」

「……言いたい、ことがあって……」

「……い、言いたいこと……？」

「……はい……」

「……な、なに？　なにか言いたいことがあるなら……」

「……俺は……」

「…………」

「……俺は、先輩のことが……」

「……え……え……っ……？」

　それでも何とか全力を振り絞って声を発しようとする。

　その時だった。




「──ねえねえ、今のってなに？　何かの放送？」




「！」「!!」

　そんな声が、入り口ドアの向こうから聞こえてきた。

「分かんない。恋愛ドラマとか？　でもすっごい特徴的な声だったよね」

「高たか遠とおさんじゃないの？　確か放送部だったよね？　あ、同好会だっけ？」

「でも高たか遠とおさんの声って、もっとアナウンサーみたいな感じじゃなかった？」

「見てみようよ。放送室すぐそこだし」

　そんな話し声とともに。

　直後にドアが開かれて、何人かの女子生徒が放送室の中に入ってきた。







　４




「あ、ほら、やっぱり高たか遠とおさんだ！　当たり当たり！」

「え、あ、な、中なか島じまさんたち……」

　電気を点つけて入ってきた女子生徒たち。

　先輩が口にしたその名前には聞き覚えがあった。確か……以前に機材を借りようとしていた先輩のクラスメイトだったはずだ。

　興味深げな表情で放送室を見回しつつ、女子生徒たちは先輩に向かって話しかける。

「あ、ごめんね、急に入ってきちゃって。でもなんか面白そうな放送をやってたから、何かなーって気になっちゃって」

「あれってなに？　ラジオドラマとか？」

「もうなんか初うい々ういしくて青春しててきゅんきゅんしちゃったよねー！」

「え、ラジオドラマ？　なんのこと？　そんなの知らないんだけど……」

　先輩が首を傾けながら女子生徒たちの方を見る。

「なにって、今スピーカーから放送されてたやつだよ。放送部でやってたんじゃないの？」

「え……っ……！　ス、スピーカー？　な、なにそれ？　ど、どういうこと……？」

　先輩が驚いたような顔になって女子生徒と龍りゆう之の介すけを交互に見る。

　龍りゆう之の介すけも何を言われているのかサッパリ分からない。

「どういうことって……帰ろうと思って廊下を歩いてたらスピーカーから急にラブラブなやり取りが聞こえてきたから。放送部の活動なのかなーって」

「いいよねー、放課後の放送室でバックハグしながら告白をしかけるカップル。たまんないなー！」

「もうお腹なかいっぱい、ごちそうさまって感じ！」

　楽しそうな調子で口々にそんなことを言ってくる女子生徒たち。

　それって……

「……」

　まだいまいち状況がつかめないのだけれど……女子生徒たちの話を総合すると、どうやらさっきまでの龍りゆう之の介すけたちのやり取りが校内に放送として流れていたらしい。

　それはすなわち、龍りゆう之の介すけたちが暗闇の中でバックハグをしてスリーアウトを取っていた時、放送室のマイクがオンになっていたということになる。

　思い浮かぶのは、先輩がパニック状態で放送室内を走り回った時だ。たぶんだけどあの時に床に落としたマイクのスイッチが入ってしまって、そこから音声が校内に向けて放送されてしまっていたということではなかろうか。

「……」

　それは少しばかり……いや、かなり恥ずかしいかもしれない。

　とはいえ僅かな時間だったし、もう放課後も遅い時間なので残っていた生徒の数もそんなに多くはないと思う。それに先輩のクラスメイトの口ぶりではラジオドラマか何かの放送だと勘違いしてくれているようだ。だったらそこまで気にするようなことでもないかと龍りゆう之の介すけは思ったのだけれど……

「……」

「先輩？」

「…………」

　何やら先輩の様子がおかしかった。

　さっきからほとんど無言で、その顔がどこか青ざめているように見える。

「ねえねえ、さっきのってやっぱり高たか遠とおさんの声だったの？」

「え……？　や、そ、それは……っ……」

「あんな声も出せたんだ？　なんかすっごい珍しい感じの声だったよね～。アニメみたいっていうか、変わってるっていうか」

「……！」

「あ、うんうん、分かる。普段はなかなか聞かない声だよね。何だろ、エキセントリックって感じ」

「高たか遠とおさんってあんな声も出せたんだね。なんかイメージと違うっていうか、意外ー」

「……っ……！」

　次の瞬間、それは起こった。

　それはあまりにも突然のことだった。

　楽しげに話す女子生徒たちを尻目に、先輩は小さく声を上げたかと思うと、ひったくるようにカバンをつかんでそのまま放送室を出て行ってしまった。

「先輩……！」

　呼び止めようとするも間に合わない。

　というよりも、突然の先輩の反応に龍りゆう之の介すけもワケが分からずその場で固まるしかなかった。

「え、どうしたの、高たか遠とおさん？」

「行っちゃった……」

「いつもの高たか遠とおさんの声とは変わってたけど、かわいかったねって言おうとしたのに……」

　顔を見合わせながら困惑したようにそう話す女子生徒たち。

　龍りゆう之の介すけにも先輩の反応の真意は、正直よく分からない。

　とはいえこの時はそこまで深刻に考えてはいなかった。

　放送室での二人だけのやり取りが一般公開されてしまったことの恥ずかしさに耐えかねての逃走なのだろうかと、それくらいにしか考えていなかった。







　──だけどその翌日、龍りゆう之の介すけは今日のこの出来事が思っていたよりも遥はるかに深刻であることを知る。







　５




　翌日。

　放課後に放送室へ行くと、一見いつも通りの先輩がマイクの前で作業をしていた。

「こんにちは、先輩」

　龍りゆう之の介すけも普段と変わらない口調で声をかける。

　だけど。




「──ん、市いち村むら」




「え……？」

　先輩から返ってきたその声。

　それはいつもの鈴を転がしたようなかわいらしい素の声ではなくて……発声用の張られた透明感のある声だった。

　それ自体は別にそこまで驚くようなことじゃないかもしれない。

　たまたまそっちの声を出したくなっただけかもしれないし、もしかしたら何か発声練習をやっていてその影響でそうなったのかもしれない。

　だけど龍りゆう之の介すけには……それがどこかとても不自然なことのように思われた。

「どうして……？」

　思わずそう口にしてしまう。

　すると先輩は、どこか気まずそうにこう答えた。

「や、なんかほら、やっぱりあたしの素の声はヘンっていうかさ……普通じゃないから、あんまよくない方に目立つじゃん？　なんかそのことを改めて思い知らされたっていうか……だから普段からもこっちにすることにしたんだよ。こっちの方がおかしくないしね」

「先輩……」

「それだけだから、別に市いち村むらが気にすることじゃないって。ほら、市いち村むらだってあたしのこっちの声が好きだって言ってたじゃん？　だから嬉うれしいんじゃない？」

　ぽんぽんと龍りゆう之の介すけの肩を叩たたきながらそう言ってくる。

　違う。

　龍りゆう之の介すけは……そんなことは言っていない。

　確かに先輩の声は好きだけれど、それは決して張られた時のきれいに整えられたものだけじゃなくて、素の時に出す飾らない屈託のないものも、変わらずに好きだったのだ。

「……」

　だけどどうしてか……それを口にすることができなかった。

　先輩の貼り付けたような笑顔が、それ以上このことについて何かを言われるのを拒絶しているように感じられて、声が出なかった。

「ほらほら、なんで市いち村むらがそんな顔してるんだって。ただ普段出す声が変わっただけで、べつに別人になったわけじゃないんだから。さ、今日は舞まい原はらさんも来る日だから、市いち村むらもちゃんと先輩として指導してあげなきゃね」

「だけど、俺は……」

「……ね？」

「……」

「……」

「……はい」

　先輩のそのどこか寂しそうな声に、龍りゆう之の介すけはただ力なくうなずき返すことしかできなかった。







[image: 第八話『ちっちゃくてかわいい先輩と大きくて不器用な後輩のこれまでとこれからと、あとやっぱり照れる話』]
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「なあ龍りゆう之の介すけ、今日これからビリヤードに行かない？」

　とある放課後。

　自分の席で無言で帰り支度をしていた龍りゆう之の介すけに、いつものように日ひ野のがそう話しかけてきた。

「最近流は行やってるゲームをやってたらそのミニゲームにビリヤードがあってさ、俺のハスラー熱に火が点ついちゃったんだよね。スペシャルショットをきめて好感度を上げたくてさ」

「ん、それもいいかもな……」

「はー、分かってる分かってる、今日も部活なんだろ？　はいはい、独り者の俺は寂しく一人で玉突きでもしてますよ──って、『それもいいかもな』!?」

　日ひ野のがすっとんきょうな声を上げる。

「お、お前……どうしたんだ？　熱でもあるのか？　徹夜で寝不足？　それともとうとう俺の一いち途ずな思いが成じよう就じゆすることになったとか……？」

「別に、健康だって。あとお前の思いも届いてない」

「サラッと流された!?　んじゃ何だってまたそんなこと……」

「それは……」

　日ひ野のの疑問に即座には言葉を返せない。

　だけど僅かな間逡しゆん巡じゆんした後に、龍りゆう之の介すけは思い切ってこう告げた。

「……今日は、放送部は休みなんだ」

「え？」

「……というか、しばらくの間」

「え、休みって、マジで？　今までんなこと一回もなかったじゃんか」

「……ああ」

　先輩が素の声を出してくれなくなってから今日で一週間。

　その間も表面上はいつも通りなものの、先輩の態度はどこかよそよそしいというか一歩引いたような感じだった。

　もちろん指導はしっかりとしてくれたし校内放送などの仕事もきちんとこなしていたのだけれど……その様子には壁のようなものが感じられた。舞まい原はらさんもそのことは怪け訝げんに思っているみたいだった。

　そして今日の昼休み。

　龍りゆう之の介すけと二人でいた時に、先輩が言ったのがこんな言葉だった。




『……あー、ごめんね、今日から二、三日くらい、ちょっと生徒会で真ま衣いの仕事を手伝わなきゃかも。だからその間、部活は休みってことでいいかな……？』




　これまで遅れて来ることや先に帰ることはあっても、決して放送部（仮）を欠席することだけはなかった先輩。風邪で三十八度の熱が出た日すらも、顔だけは必ず出しにくることは欠かさなかった。

　それがこんなことを言い出すなんて……

「……」

　原因は分かっていた。

　間違いなく……あの一週間前のやり取りだ。

　あそこで脱だつ兎とのごとく逃亡した翌日から、先輩は素の声を出さなくなってどこか態度がよそよそしくなった。

　だけどあの時の何が先輩を突き動かしたのか。

　おそらくだけど龍りゆう之の介すけの考えた限りでは……あの恥ずかしい会話を聞かれたことが理由ではないと思う。

　だとしたら……思い当たることは、もうあと一つしかない。

　素の声を聞かれたこと。

　そのことをクラスメイトたちにいじられたこと。

　もうそれしか考えられなかった。

　たぶんそれは……以前に高三棟で会った時に、発声用の声で喋しやべっていたことと関係しているんだろう。

　原因については見当が付いた。

　とはいっても、それに対して龍りゆう之の介すけが何をすればいいのかは分からないというのが現状なのであって……

「……おい、大丈夫か、龍りゆう之の介すけ。何だか一年前の、野球部を辞めた直後みたいな生気のない顔になってんぞ？」

　日ひ野のが心配そうにパシパシと頰を叩たたいてくる。

「……ちょっと色々とあって」

「まあ……部活が休みってことはあのちっちゃい先輩が何か関わってるんだろ？　気持ちは分かるけど、またあん時みたいになんないでくれよ？　あんなお前を見るのは、もうまっぴらだからな」

　日ひ野のが真顔になって声をワントーン落とす。

「……悪い、心配かけて。あの時も、日ひ野のまで巻き込んで色々と迷惑をかけたのに……」

　一年前のことを思い出す。

　中学最後の夏の大会での事件から野球部にいづらくなってしまって。

　さらには肩のケガもあまり芳かんばしくなかったことから、高等部に上がると同時に野球部を辞めてしまったあの時のことを。

「いいんだよ、お前のよさを分からないあんなやつら。もともと俺はそこまで野球に本気じゃなかったし、お前といっしょに辞めてせいせいしたぜ」

「日ひ野の……」

「ま、過ぎたことなんかよりも、今どうするかだろ？　俺には事情はよく分からんけど、お前の大好きな先輩になんかあったんだろ？　だったらちょっとくらい泥臭くても動いとかないと後悔するんじゃないの？」

「それは……」

　確かに……そうだ。

　言いたいことを、伝えたいことを、キチンと声に出せずにする後悔なんてもうしたくない。

　方法が分からないだとか、自分がそこまで触れてしまっていいのかだとか、そんなことを言っている場合じゃない。

「……そう、だよな」

　やらなかった後悔よりも、やって失敗した後悔だ。

　とにかく、今できることをしよう。

　そのためには先輩についてもう少し現状を把握する必要がある。

　それにはだれかから事情を訊きくのが一番早い。

　そして先輩に近しくて、先輩についての事情を一番知っていそうな人といえば──

　その時だった。

「──あ、市いち村むら君、ちょっと」

　ふいに背後から声をかけられた。

　振り返るとそこには、何やら複雑そうな顔をしたクラス委員長が眼鏡の位置を直しながら龍りゆう之の介すけたちを見ていた。

「？　何だよ委員長、龍りゆう之の介すけに何か用？　今、大事な話をしてんだけど」

「私じゃなくて……市いち村むら君に用事があるっていう先輩が来ているの」

「先輩……？」

「そう。何であんな有名な人が……」

　委員長が指し示した方を見る。

　するとそこには。




「や、後輩くん、おっす」




　笑顔でこっちに向かってひらひらと手を振る真ま衣いさん……龍りゆう之の介すけが今一番求めている相手の姿があった。
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「後輩くん、今って時間ある？　ちょっと話があってさー。ま、時間がなくても連れてくんだけど。内容はだいたい想像ついてるよね？」

　にっこりと笑いながらそう言ってくる。

　話というのはまず間違いなく先輩のことだろう。

　ちょうど真ま衣いさんから事情を訊きこうとしていたところだし、渡りに船とはこのことだ。

「え、何お前、生徒会長とも知り合いなの？」

　立ち上がろうとした龍りゆう之の介すけの裾を、日ひ野のが真面目な顔で引っ張ってきた。

「知り合いっていうか、先輩の友だちだ」

「マジかよ……美人で成績優秀、スポーツ万能で趣味は乗馬と華道と社交ダンス、さらには良家のお嬢様でファンクラブもあるっていう全校生徒の憧れの的だっていう生徒会長とも知り合いなんて……うぉおお、うらやましすぎる……」

　頭を抱えて身み悶もだえながら日ひ野のがそう口にする。

　真ま衣いさん……そんなに有名な人だったのか。

　普段話している時はフレンドリーで明るくて話しやすくて、ぜんぜんそんな印象はなかったのに。

　だけど日ひ野のの言うことはどうやら本当のようで、周りにいた他のクラスメイトたちもチラチラと龍りゆう之の介すけを見ながら「え、あのクールで有名な生徒会長が仲よさそうに……？」とか「市いち村むらとどんな関係なんだ……？」とか「だれが狙ってもぜんぜんなびかないあの鉄壁の生徒会長があんな打ち解けた顔して……？」とかささやき合っている。

　ともあれ、今はそのことについては後回しだ。

　その前に、龍りゆう之の介すけにはやらなければならないことがある。

　真ま衣いさんのもとへ向かおうとして……と、その前に言っておくべきことがあって龍りゆう之の介すけは振り向いた。

「日ひ野の」

「ん？」

「……ありがとな」

　これだけは言っておきたかった。

　どんな時でも飄ひよう々ひようと相談に乗ってくれて、一年前も、今も、龍りゆう之の介すけの味方でいてくれた唯一の存在。

　いくら感謝をしても、したりない。

　その言葉に、日ひ野のがニカッと笑う。

「いいっていいって、俺たち友だちだろ？　あれだったら今度生徒会長に俺のことを友だちだって紹介してくれればいいから」

「それは断る」

「えー、マジで？　今の流れからいってそこは俺たちの友情を確認しつつ快く引き受けてくれるところじゃないの？」

　わざとらしく大きなため息を吐く日ひ野のに、




「──日野は友だちじゃない。親友だ」




　龍りゆう之の介すけはキッパリとそう言った。

「へ……っ……？」

「ただの友だちなんかじゃない。他に二人といない、かけがえのない大事な親友だ。そう紹介する」

「お、お前……ちょ、な、そういうことを不意打ちで真顔で言うか……？　ったく、それは反則だっての……」

「？」

「……あー、いいいい。そういう真っ正直なとこがお前のいいところだもんな。こうやって全部口に出すようになったのには慣れないけど、それも成長ってもんだ。まあ俺のことはいいから、早く生徒会長のとこに行けって」

　顔を片手で押さえながら日ひ野のがヒラヒラと手を振る。

「？　よく分からないけど、本当に助かった。このお礼はいつか必ずする」

「ああ、またヒマな時にゲーセンにでも付き合ってくれればそれでいいよ。んじゃな」

　まだどこか顔を逸そらしたままの日ひ野ののもとを離れ、教室の入り口で待つ真ま衣いさんのもとへと歩み寄る。

「もういい？　じゃあここでするような話でもないし、ちょっとそこまで付き合ってもらおっかな？」

「分かりました」

　そううなずき返して、真ま衣いさんとともに人ひと気けのない非常階段にまで移動したのだった。







「で、話っていうのはもちろん花か梨りんのことなんだけど」

　辺りに人の姿がなくなるなり、真ま衣いさんはそう切り出した。

「後輩くん、どうしちゃったの？　花か梨りんとなにかあった？　ていうか花か梨りん、ここ二、三日くらいずっとリストラされたおじさんみたいにズーンとした空気を背負って体育座りをしながら、生徒会室で３０００ピースのジグソーパズルをやってるんだけど」

「……」

「最初は面白かったんだけど、さすがにこうも続くと生徒会室に座ざ敷しき童わらしでもいるような感じになってきてさー。だからそろそろ保護者の後輩くんに引き取ってもらいたいところなんだけどなー」

「それは……」

「ほら、痴話ゲンカをしてるとかなら間に入ってあげるからさ？　どうしたの？　またなんかラッキースケベでもやっちゃった？」

　つんつんと龍りゆう之の介すけの胸をつつきながらにやにやとそう言ってくる。

　イタズラめかしてはいるけれど、きっと先輩のことを気にしてこうしてわざわざ龍りゆう之の介すけのところまでやって来たのだろう。本当にこの人は優しい人だと思う。

　だから龍りゆう之の介すけも、正直に答えた。

「……そうじゃないんです。ケンカとかじゃありません。ただ……」

「ただ？」

「先輩が……素の声で話してくれなくなっただけです」

「え、ちょ、ちょっと、それって大ごとじゃない！　あの子が後輩くんの前で素を見せなくなっちゃうなんて……何があったの??」

「実は……」

　知っている限りの事情を説明する。

　一週間前の、一連の出来事。

　話を聞き終わると、真ま衣いさんは額を押さえながら腑ふに落ちたような顔になった。

「なるほどね、そんなことがあったんだ……。あっちの声で喋しやべってるところを中なか島じまさんたちに聞かれて、しかもそれをいじられたのかー……あー、うん、それはちょーっと花か梨りんにはきつかったかもしれないなー」

　困ったような表情でそう言う。

　やはり真ま衣いさんには先輩がどうしてあんな反応をしたのか分かっているようだった。

「……先輩は、どうして素の声を聞かれるのをイヤがるんですか？」

　思い切って、そう訊きいてみた。

　というよりも一連の問題の根幹がそこにあるのは明らかなのだから、もはやここで遠慮してもしょうがない。

「……あー、うん、まあそうなるよね。それにはなんていうか、一言では語れない事情があるんだよねー。や、話自体は単純なんだけど、色々と根深いっていうか……」

　真ま衣いさんは少しの間、顔をうつむかせて何かを考えこむような素振りを見せていた。

　だけどやがて小さくうなずくと、顔を上げた。

「うん……でも後輩くんになら、言ってもいいかな。なんていっても花か梨りんの一番のお気に入りであんな甘あま々あまな顔を見せる相手だもん。君ならもしかしたら何とかしてくれるかもしれない。よし、決めたっ！」

　くるりと龍りゆう之の介すけの方を振り返ると、

「それじゃあ、話すわね。どうして花か梨りんがあんな風になったのか……」

　真剣な表情になって……真ま衣いさんはゆっくりと語り始めたのだった。
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「……」

　一人足早に廊下を歩きながら、龍りゆう之の介すけは色々と考えを巡らせていた。

　頭の中で回っているのは真ま衣いさんから聞いた話。

　先輩が、素の声を出すのをためらうようになってしまった事情。

　そのおおよその内容は知ることができた。

　大したことじゃない……と言われればそれまでかもしれない。

　そこまで気にするようなことじゃないと言い切られてしまえばそれ以上何も言えないかもしれない。

　だけど龍りゆう之の介すけには、先輩の気持ちが痛いほど理解できた。

　周りから見れば取るに足らなくても、本人にとってみればこの上なくウェイトの大きなことというのは存在する。

　だから先輩は、その出来事から四年近く経たった今でさえ、理屈じゃなくて感情の部分でどうしても受け入れきれずにいるのだ。

「……」

　でもだったら、だからこそ通じるものというのがある。

　龍りゆう之の介すけから……先輩に伝えられる声がある。

　決して理詰めじゃないけれど、それがゆえに心に響く言葉。

　そのことを、龍りゆう之の介すけ自身が身をもって知っているわけであって……

（先輩が言ってくれたことが……そうだった）

　先輩が示してくれた、龍りゆう之の介すけの心を揺さぶった言葉。

　今でもハッキリと覚えているあの日の出来事。

　一年前を思い出す。
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　野球部を辞めて以来、毎日が泥の中にいるみたいだった。

　何にもやる気が出なくて身体からだに力が入らない。何を見ても、何を聞いても心が動かず、世界から急に色がなくなってしまったかのように感じられる。

　気を遣ってくれた日ひ野のが色々と遊びに誘ってくれてそれに乗ってみたりもしたのだけれど、それでもやはり全身を覆う倦けん怠たい感かんは消えなかった。

（野球以外……何もなかったんだな）

　改めてそのことを思い知らされる。

　新しい生活への期待と希望とにあふれる高等部の廊下も、今の龍りゆう之の介すけにはどこか白けたモノクロの光景にしか見えなかった。

　そんな時……ふいに耳に入ってきたものがあった。




『──今日の放送、おしまいは先日都内で行われた演劇部の公演の話題をお送りいたしました…………以上、今日は演劇、吹奏楽、手芸など各部の話題をお伝えいたしました。担当は放送部部長、高たか遠とお花か梨りんでした』




　放送部……

　その言葉に、ふと半年前の夏の光景が頭に浮かぶ。

　ただ一人龍りゆう之の介すけの肩の異変に気付いて独断で選手交代のアナウンスをしてくれた、きれいでかわいい声の、ちっちゃい先輩。

　そうか、放送部で部長をやっているって話だったっけか……

「……」

　特に何か深い考えがあったわけじゃない。

　放送部にそこまで興味があったわけでもない。

　だけど気が付いたら、足が誘われるように放送室へと向いていた。

　放送室の防音加工の施されたドアの僅わずかな隙間から、中に声をかける。

「……すみません」

「はーい、開いてるよ」

　中から澄んだきれいな声でそう返ってくるのを確認して、龍りゆう之の介すけは放送室へと足を踏み入れた。

　初めて入る放送室は独特の空気に満ちていた。

　防音素材でできた穴だらけのチーズみたいな壁に、外とは違う匂い。マイクやらスピーカーやら、その他龍りゆう之の介すけには使い道の分からない機材がたくさん置かれていて、壁には『逃がさない、新入部員!!』と書かれた垂れ幕が掲げられている。それらの機材に囲まれるようにして、一人の小さな女子生徒の姿があった。

「えっと、放送室に何か用かな？　アナウンスの依頼とか、機材の貸し出しとか？　──あれ、でもきみ、一年生だよね？　あ、じゃ、じゃあもしかして新入部員!?」

　女子生徒──あの時の先輩が目を輝かせる。

「いえ、まだ入ると決めたわけでは……」

「いいっていいって！　とりあえず見学していってよ！　放送部の魅力をばーんとプレゼンテーションして、きみを栄えある新入部員第一号にしてみせちゃうから！　……ん、あれ、きみ……？」

　そこで先輩が何かに気付いたようにじーっと見上げてきた。

　口元に手を当てながら何かを考えるような素振りを見せた後に、ぽんっと手を叩たたく。

「……あ、どっかで見たことがあると思ったら、きみ、あれだ！　去年の夏に野球部でピッチャーをやってた……」

「あ、はい……」

「そっかそっか、あの時の子かー。あ、じゃあほんとに見学しに来てくれたんだ？　へへ、ありがとー」

　本当に嬉うれしそうに顔を綻ばせる先輩。

　その表情があまりに無邪気なものであったため、そこまで放送部に興味があったわけでもない龍りゆう之の介すけとしては何となく悪いような心地になる。

「んー、でもきみ、なんか景気悪い顔してるね？　お腹なかでも痛いの？」

「いえ、そういうわけでは……」

「そういえばきみ、野球部なのにうちに入ってくれるの？　兼部？　あれ、でも野球部って兼部は禁止じゃなかったっけ？」

　先輩の無邪気な言葉に、腹の奥に重いものを感じつつ龍りゆう之の介すけは答えた。

「……。……野球部は、辞めたんです」

「辞めた？　……あー、そっか、そうなんだ……」

　何かを察したように、先輩が少しだけ気まずそうな顔になる。

　だけどすぐに顔を上げると真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけを見て、




「──今日の夕飯はカレーライス！」




　と、ふいにそんなことを口にした。

「……？」

「タマネギを飴あめ色いろになるまで炒いためたやつで、ニンジンはかわいいニャンコ型。お母さんの作るカレーは美お味いしいから、すっごい楽しみ！　それと今日のお昼の放送もうまくいった。さすがあたしってところかな！　うんうん、文句なしの百点満点。で、放送前に飲んだミックスナッツティー、これも当たりだった！　値段もリーズナブルだったし今度からまたお茶の時間の楽しみが増えたかも！」

「……」

　これはいったい何なんだろう。

　突然の近況報告（？）にワケが分からず呆ぼう然ぜんとする龍りゆう之の介すけに、先輩が言った。

「これはね、今日一日で楽しかったこと、今楽しくて嬉うれしいこと、それとこれから待ってるだろうわくわくすること。それを口にしたんだよ」

「嬉うれしかったこと……？」

「うん、そう。ねえ、言こと霊だまって知ってるかな？」

「いえ、知りませんが……」

　それが何の関係があるのだろうか。

　怪け訝げんな顔になる龍りゆう之の介すけに、先輩は続けた。

「あのね、言こと霊だまっていうのはざっくり言っちゃうと、口にして声に出したことは色々な因果で巡り巡って実現する可能性が高くなるってこと。いいことも悪いこともなんだけど、この場合はいいことだけにフォーカスしてる感じ？　ま、要するにいいことを口にするとそれが実現する可能性が高いってことかな。だからあたしはいいことはすぐに声に出して言うことにしてるの。だって──」

「？」

「──あんまり元気が出ない時でもさ、とにかく明るい声を出してみると元気になっちゃうことってない？　その日あった嬉うれしいことでも、これからある楽しみにしてることでも、自分の好きな歌の歌詞でもお気に入りのマンガの台詞せりふでも、とにかく何でもいいんだよ。何でもいいから声を出すの。そうすれば好きっていう明るいパワーに引きずられて、気持ちが上向くこともあるんだから。それがきっと、言こと霊だまなんだよ」

　そう言って笑う先輩は、本当に楽しそうだった。

　明るくエネルギーに満ちた、向日葵ひまわりが咲くような笑顔。

　そのまぶしさに、龍りゆう之の介すけの胸の奥で何かが少し動くのを感じた。

「それで、さしあたってはあたしが今一番嬉うれしいことを言っていいかな？」

「え、あ、はい」

　先輩はもう一度にっこりと笑うと。

　真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの顔を見上げて、こう口にした。




「──真面目で面白そうでいいやつそうな新入部員が放送部に入ってくれそうってことかな♪」




「あ……」

　先輩がにんまりと笑う。

「世の中生きてれば、ヤなことだってたくさんあると思う。しんどいことも、辛つらいことも、山ほどあるよね。でもその分だけ、嬉うれしいこと楽しいこともいっぱいある。だからさ、きみもそんな風に難しく考えないで、とりあえず声に出してみればいいんだよ。頭の中を空っぽにして、心の中にある言いたいことを、とにかく今伝えたいことを、思うがままに。そうすればきっと何かが変わるはずだよ。ね？」

「声に出して……」

　言いたいことを、伝えたいことを、ハッキリと言う。

　とにかく何であれ、声に出してみる。

　もしかしたらそれこそが龍りゆう之の介すけがずっとできずにいて……だけどそうすることを求めてやまなかったものかもしれない。

「……分かりました」

「お、ほんと？」

「はい。今から、俺が一番言いたいことを言います」

「うんうん、言ってみ言ってみ」

　満足そうにそううなずく先輩に、




「──先輩の声が好きです」




「……ひょ……っ……」

「今の透明感にあふれてきれいな声も、以前に少しだけ聞いたかわいらしくて可か憐れんな声もどっちも好きです。聞いているだけで幸せをもらえます」

「……え、えええ……っ……ちょ、ちょっときみ、なにを言って……!?」

「この声を聞けないことは人生を十割、損していたと思います。先輩の素敵な声を傍そばでもっと聞いていたいと思うので、放送部に入部させてもらえればと思います」

「……じ、人生……？　す、素敵……？　そ、傍そばで……？　にゃ、にゃー……っ……!?」

　先輩の盛大な鳴き声が放送室内に響き渡る。




　きっとそれが。

　龍りゆう之の介すけが初めて先輩からワンアウトを取った瞬間なのだった。
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　あの時……確かに龍りゆう之の介すけは、先輩に救われたのだった。

　それまでは人とのコミュニケーションが苦手だった。

　言いたいこと、伝えたいことを声に出すことができず、心の中にあることの十分の一も言葉にできなかった。

　何か伝えたいことがあっても、ただ全部を吞のみ込こんで黙り込むしかできなくなってしまう。

　そのせいもあって……ずっと眉間にしわが寄っていると言われた。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらだと言われた。

　カチコミに行く前のヒットマンやら寺にある仁王像やらみたいに威圧感があると言われ続けてきたのも、もしかしたらそれが少しは影響しているのかもしれない。

　だけどそんな龍りゆう之の介すけに、先輩は手を差し伸べてくれた。

　色のない世界を打破する方法を教えてくれた。

　今思えば先輩は自分が周囲から孤立して気持ちが落ち込んだ経験があったから、そこから声を出すことで前を向くことができた経験があったからこそ、似たような状況の龍りゆう之の介すけを放っておけなかったのかもしれない。

「……」

　だからあの日以来、先輩の前ではとにかく声を出そうと決めた。

　先輩と、放送部が関わる人たちの前だけでは……感情を、気持ちを、思っていることを包み隠さずあますことなくハッキリと声に出して伝えようと、心に決めたのだ。

　それなのに……それが今はできていない。

　他でもない先輩相手に……龍りゆう之の介すけは、言うべき言葉を吞のみ込こんでしまっている。

　それは先輩との関係が近くなりすぎてしまったがゆえにハードルが上がってしまったのかもしれないし、龍りゆう之の介すけの個人的な感情ゆえなのかもしれない。

　だけど、そうやって逃げていることはもうできない。

　先輩との楽しかった時間を取り戻すために。

　また先輩を喜ばせて、その向日葵ひまわりが咲いたような笑顔を見るために。

　今こそ先輩の教えを、言こと霊だまを実行しなければならないのだ。

「待っていてください……」

　そう固く決意をして。

　龍りゆう之の介すけは放送室へと足を向けた。
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「ほら花か梨りんー、いつまでここにいるつもりなの？」

　真ま衣いの言葉に、花か梨りんは気まずそうに顔を上げた。

「う……そ、それは……こ、このパズルが完成するまで、かな……」

「もー、完成させる気ないでしょ？　ていうか３０００ピースなんて何日かかると思ってるの？」

「そ、それはそうなんだけどさあ……」

　目の前にある作りかけのパズル。

　それはあちこちに手つかずのピースが散らばっていて、ほとんど未完成のままだった。

「気持ちは分かるけどさあ、そろそろ観念して放送部に戻んなよ。後輩くんだって心配してるよ？」

「……」

「ほら、花か梨りんは部長で、年上で落ち着いた大人の女なんでしょ？　いつまでもいじけてるのはらしくないんじゃない？　それにうかうかしてるとあの後輩くん、あのスタイルのいい後輩ちゃんの声に目移りしちゃうかもよ？　あ、この場合は耳移りかな？」

「え……っ……」

「そうさせないためにも、早く放送部に戻って後輩くんの耳元でささやきを──」




「そ、それはダメー!!」




「おっ……」

「い、市いち村むらはあたしの声が一番お気に入りだって言ってくれたんだもん……っ……！　そ、それは舞まい原はらさんの声は大人っぽくて素敵でできるならあたしもあんな声になりたいと思う……で、でもそれはそれで、市いち村むらが最初に見初めて……ううん、聞き初めてくれたのは、あ、あたしの声にゃんだから……っ……！」

「……」

「……」

「……（にやにや）」

「……っ……!?」

　と、そこでようやく自分が何を口走ったのかに気付いたのか、ものすごく楽しそうに笑う真ま衣いの隣で、花か梨りんは頭を抱えながら完熟トマトみたいな顔で崩れ落ちる。

　龍りゆう之の介すけがいたら、確実にワンアウト判定を下しているような状況だった。

「ほらほら、もう答えは出てるじゃん。放送部……っていうか後輩くんのとこに戻るの一択だと思うけど？」

「う、うー……で、でも……」

「？」

「で、でも……市いち村むら、あたしの声がバカにされてるとこ、聞いちゃった……」

　花か梨りんが弱々しくそう言った。

「……」

「きっとその内……そのことが大きくなってくるかもしれない。あたしといっしょにいると、ヘンな声のやつといっしょだって言われていじられるかもしれないし、そう言わざるを得ない空気に巻きこまれちゃうかもしれない……。それで……そのことを、市いち村むらは迷惑だと思うかもしれなくて……」

　最後の方は消え入るような声になりながら、力なくヒザの間に顔を埋める。

　それを見た真ま衣いは、小さくため息を吐いた。

「もー、そんなの花か梨りん、あんたが一番分かってるでしょ？　後輩くんは絶対にそんなことを言わない。あの時のあんなチャラ男とか放送部の子たちとは違う。だいたい自分で言ってたけど、後輩くんは最初から花か梨りんの声はどっちも好きなんだって言ってたじゃない」

「そ、それは……」

　花か梨りんが顔を上げて何かを言いかけて。

　その時だった。




『──こちら、放送室です。突然すみません。今から二年一組放送部員の市いち村むら龍りゆう之の介すけから、部長である三年の高たか遠とお花か梨りん先輩に伝えたいことがあります』




　スピーカーから、そんな声が響き渡った。

「あれ、この声？」

「え、い、市いち村むら……？」

「だよね？　え、なにこれ？　後輩くん、なにするつもり？」

「わ、分かんない……え、え……？　つ、伝えたいこと……？」

　困惑する花か梨りんと真ま衣いの傍かたわらで、放送は続けられていく──
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　放送室のマイクの前で、龍りゆう之の介すけは覚悟を決めていた。

　賽さいは投げられた。

　もう──後には引けない。

　大きく息を吸い込むと、龍りゆう之の介すけはさらに言葉を続けた。

『先輩が今どこにいるのかは分かりませんが、きっとどこかでこの放送を聞いてくれていると信じています。信じて、声に出して言葉にします。俺から先輩に伝えたいこと……それは一つだけです』




『俺は……先輩の声が好きです』




『入部する時にも言いましたが、初めて聞いた時から、ずっとその虜とりこでした。どこまでも澄み切っていてまるで心に直接語りかけてくる女神みたいな美しい声も、鈴を転がしたようにあどけなくてまるで心を和ませてくれる天使のようなかわいらしい声も……どっちも。それこそ朝昼晩、おはようからおやすみまで同じ部屋の中で聞き続けていたいくらい好きです』

　それは本当のことだ。

　夏のあの日に保健室で初めて話した時から、いやもしかしたらピッチャー交代のアナウンスを聞いた時から、龍りゆう之の介すけは先輩の声に惹ひかれていたのかもしれない。

　女神のような、天使のような、美しくもありかわいらしくもある二つの響きに。

『先輩の声に……俺は救われました。自分では気付いていないのかもしれませんが、先輩の声には力があります。聞く人の胸を震わせて前を向かせる不思議な力が。それは張って出された声にはもちろん、普段の素の声にもです。どっちの先輩の声も、俺にとってはかけがえのない何よりも大切な宝物のようなものです』

　先輩の声を聞いていると幸せな気持ちになることができる。

　この声の傍そばで、もう少しだけがんばってみようと思うことができる。

　それは世界で一つだけの、いや二つだけの……先輩の声が持つ、龍りゆう之の介すけにとっての効能だ。

『それくらい、先輩の声は魅力的です。たとえ何か言う相手がいても、自分であまり気に入っていなくても……俺は心からそう思っています。これまでも、今も、これからも、きっとそれは変わりません。先輩の声が好きです。だから』

　そこで一度言葉を切ると。

　ありったけの気持ちを込めて。

　龍りゆう之の介すけは……こう声に出した。




『先輩の声を……大好きな先輩のどっちの声も、できるならばこれから先も一生ずっと、一番近くで聞いていたいと思います』




　それが龍りゆう之の介すけの伝えたいことだった。

　龍りゆう之の介すけにできることは……包み隠すことなくただ思いを声にして伝えることだけだ。

　先輩自身があまり好きではない、かわいらしい素の声。

　いつだったか舞まい原はらさんの声を肯定した時の言葉には、自分で自分の声が好きになれない先輩自身への複雑な思いも含まれていたのだろう。

　だけど図らずも先輩が言った通りだ。

　たとえ自分では疎うとましく思っていても、それを好ましく思ってくれる人がいる。好きだと思っているだれかがいる。

　だから自分で自分のことを否定してほしくない。

　そのことを、先輩自身にも分かってほしかった。

　龍りゆう之の介すけからの声で、先輩に伝えたかった。

　それが……言こと霊だまとなることを願って。

　その時、ガチャガチャバタン！　と勢いよく放送室の扉が開かれた。

　続いて先輩が、火だるまのように顔を真っ赤にしながら飛び込んでくる。

「ちょ、ちょっと市いち村むら！　な、なに恥ずかしすぎることを全校生徒に向けて発表してるの……っ……！　こ、公衆の面前で、だ、大好きだとか、め、女神だとか天使だとか、い、いいいい一生だとか……！」
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「ですが、今のは俺の正直な気持ちです」

「しょ、正直なのかもしれないけど、ス、ストレートすぎだし！　あ、あれじゃあまるで、プ、プププ、プロポーズみたいな……っ……!?」

「先輩の前では、もう自分の気持ちを隠さないでハッキリと示そうと決めたので」

「は、はっきりしすぎだよ……！　そ、それは嬉うれしいんだけど、そ、そういうことじゃなくて……っ……！　あー、も、もう……っ」

　先輩が目をシロクロさせながらその場で地団駄を踏んで身み悶もだえる。

　そんな先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「先輩」

「？」

「俺……真ま衣い先輩から、先輩が素の声を出さなくなった理由を聞きました」

「……っ……！」

　先輩の顔が一瞬苦しげに歪ゆがむ。

　だけど。

「だけどそれを知った上でも──今言ったことは、俺の気持ちは変わりません」

　真ま衣いさんが言った言葉。

　その内容が頭に浮かぶ。




「……あのね、花か梨りん、あっちの素の声で、イヤな思いをしたことがあるんだよ」

　真ま衣いさんはぽつりとそう口にした。

「もともとね、ちっちゃい頃から声にはコンプレックスを持ってたみたい。周りとは違っててアニメみたいだって言われることが多かったって。だから小学校中学校でもなるべく目立たないように、素の声はあんまり出さないようにしてたの。ていっても今ほどじゃなくて、できることなら人がたくさんいる前では張った声にしようってくらい。でもある日……中学二年の時だったかな。ちょっとした事件があったの」

「事件……？」

「……うん。その時もあの子、放送部に入ってたんだけど、朗読劇をやることになったの。学年全体の前で発表されることになってたやつで……そこで花か梨りんは、役柄上、素の声を出さないといけなかった。もちろん花か梨りんはそのことを知ってたけど、がんばってやりきった。でもねほら、中学生くらいの頃には一人くらい、そういう人とは違った個性を理由にしてからかおうとしてくるアホな子がいるでしょ？　花か梨りんの場合はそれが頭の軽そうなチャラい男子だったんだけど……そいつが朗読劇の翌日から『お前の声、なんかヘンじゃね？　てかアニメ声だよな。ハハッ、アニ子だアニ子！』って言っていじってきたのよ。たぶんそのチャラ男は花か梨りんのことが好きだったのね。だけど面と向かって何かしようとしても花か梨りんに相手にされないからそういう風にからかうことで気を引こうとしたんだと思う。でも結果として……その子どもっぽい振る舞いが、最悪の一手になった……」

　小さくため息を吐いて、真ま衣いさんは続けた。

「そのチャラ男は学年でもけっこう有名っていうか顔の広いやつだったのよ。あっという間にそのあだ名と噂は広まっちゃって……仲の良かった放送部の子たちも、空気を読めない人扱いされるのを怖がって、周りに同調して花か梨りんの声のことをいじったの。もちろん悪気はなくて仕方なくだろうけど、でもそれは花か梨りんにとっては信頼を裏切られたのと変わらなかった」

「……」

「そこからかな。花か梨りんが人前では素の声でまったく喋しやべらなくなったのは。人前では張った声を出すようになって、後輩くんも知ってるあの素の声で喋しやべるのは家族の前と、それこそ私の前くらいになっちゃったと思う。もったいないよね、花か梨りんのあの声、あんなにかわいいのに」

「そう……ですね」

　先輩の素の声はそれこそ天使のようなかわいさだ。

　そこだけはどんな状況でも譲れない。

「きっとね、理屈じゃないんだよ」

　真ま衣いさんが言った。

「花か梨りんだって分かってる。みんながみんな、花か梨りんの声をからかうわけじゃない。中でも後輩くんはいいやつだし、あんなに花か梨りんと仲がいいし、声のことで何か言ったり周りの空気に流されて軽率なことはしたりしないって。でも頭ではそう思ってても……感情がついてこないんだよ、きっと」

「……」

　それは龍りゆう之の介すけにはよく分かった。

　夏の大会時に陰で龍りゆう之の介すけへの不満を口にしていたあの時の野球部員たち。あのかつてのチームメイトたちだって、そこまで明確な悪意を持って口にしたことではないんだろう。

　だけどその内容は龍りゆう之の介すけにとって長年気にしてきていたことで……頭では分かっていてもどうしても軽く流すことができなかったのだ。

「それが全部かな。あ、ちなみに後でそのチャラ男には私が思いっきりお灸きゆうをすえといたから、二度と花か梨りんをからかうどころか半径十メートル以内に近づいてくることもなくなったけど。どんなことしたか聞きたい？」

「……いえ、それは遠慮しときます」

「そっか、それは残念♪」

　真ま衣いさんはそう言って意味深に笑ったのだった。




「──俺は先輩の声がヘンだとは思いませんし、世界の何よりも一番好きです。それは放送でも言った通りです」

　龍りゆう之の介すけは言った。

「そのことについて周りが何を言っても気にしませんし、空気なんて読んだりしません。俺は俺の好きなものを、好きだと言い続けます。ましてやそれで先輩といっしょにいることがイヤになるなんて、絶対にあり得ません」

「……」

「だから──だから先輩は、そのままの先輩でいてください。そのかわいらしい響きを、俺が大好きな声を……自分で嫌いになることだけは、しないでください」

　それは偽ることのない、龍りゆう之の介すけの本心だった。

　先輩の声は龍りゆう之の介すけを救ってくれた。

　前を向かせてくれた。

　そんな先輩の声が、龍りゆう之の介すけはたまらなく好きだ。

　そのことはこれから先もきっと変わらない。

　周りの反応なんてどうでもいい。

　ただ先輩が喜んでいてくれれば……その向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべていてくれれば、龍りゆう之の介すけは満足だった。

「…………」

　先輩はしばらくの間、黙ったまま龍りゆう之の介すけを見上げていた。

　だけどやがて龍りゆう之の介すけの目を正面から見上げると、




「……あ、ありがと……」




　どこか憑つき物ものが取れたような表情で、そう言った。

「い、今、言ってくれたことも、さっきの放送も……すっごく、すっごく心に響いた。ス、ストレートすぎるのはちょっとあれだしびっくりしたけど……でも市いち村むらの気持ち、ちゃんと伝わってきた。あたしの声にそこまで言ってくれる人なんて……もちろん真ま衣いとかはずっとかわいいって言ってくれてたけど、友だちだから気を遣ってくれてる面もあったと思う。だからこれは初めてのことで、は、初体験で……」

「……」

「市いち村むらがああやって人前で声を出すのは苦手だって知ってるから……それだけに申し訳ないなって思いつつも、でもそのことを嬉うれしいと思う自分がいて……おかげで、変われるかもしれないって思った。やっぱりずっとヘンだと思ってた声はすぐには好きになれないかもしれないけど……でも、好きになってみたいって、そう思うことができた。市いち村むらの前でなら、ずっとこっちの声でいてもいいかもしれない……そ、その、おはようからおやすみまでってわけにはいかないけど、少なくともいっしょにいる時は素の声のままでいたいなって……」

「……」

「そ、その……」

「……」




「……い、市いち村むらが、あたしの一番大切で信頼してて大好きな後輩が、あたしの声を好きだって言ってくれたから……」




「先輩……」

「……っ……あー、も、もうこんな死ぬほど恥ずかしいこと、二度とあたしからは言わないんだからね……っ……！」

　これまでにないくらいに顔を真っ赤にさせる先輩。

　その様子が……何だろう、いつもとは何かが違うように思えた。

　先輩がかわいく見えた。

　いやいつもの先輩もかわいいのだけれど、それだけじゃなくて何というか手を伸ばして触れたくなるというか抱きしめたくなる感じというか……うまく言葉で表せないのだけれど、とにかく、そう、愛おしく見えたのだ。

　気付いたら、龍りゆう之の介すけはこう口にしていた。

「──先輩、俺、決めてたんです。先輩を一日三回以上、一週間喜ばせることができたら、あることを実行しようって」

「え……？」

　先輩の目を真まっ直すぐに見つめる。

　一週間前のやり直しじゃないけれど、あの誓いを実行するならば──先輩に想おもいを伝えるのならば今だと思ったのだ。

「だからそれを、今からやろうと思います」

「え、ええええ!?」

「先輩……」

「え、え、え……？」

「先輩、俺は──」

　強い決意とともに胸の奥に秘めた想おもいを言いかけて。

「ちょ、ちょっと待ったー！　よく分かんないけどストップ！　あたし、喜んでたのとはちょっと違うよ!?」

「え？」

　龍りゆう之の介すけの言葉は、先輩のそんな声に遮られた。

「そ、その、今まで市いち村むらにぐいぐい来られて、確かに嬉うれしいって気持ちもあったけど……でもそれよりも、気恥ずかしかったっていうか、照れくさかったっていう気持ちの方が強かったと思う！」

「そ──そうなんですか……？」

「う、うん。だから何をしようとしてたのかは知らないけど、とりあえず今は置いとこ！　ス、ステイステイ！」

　耳どころか首元まで真っ赤にして先輩がそう言ってくる。

（な、何をするのかほんと分かんないけど、これ以上この場で照れさせられたら恥ずかしさの限界値をオーバーしてあたし死んじゃうし……！）

「……」

　そうか、自分は先輩を喜ばせていたんじゃなくて、照れさせていたのか……

　それは龍りゆう之の介すけとしてはまったく考えていなかった。

　というか欠片かけらも可能性として想定していなかった。

　予想外すぎる事実に軽く脳がフリーズドライ状態になる。

　まだ現状をうまく認識できないけれど……残念ながら、そういう事情ならこの場で誓いを実行するのは諦めるしかない。

「……分かりました。だったら今はやめておきます」

「う、うん、それがいいんじゃないかにゃ？」

「だけど……喜んでもらっていたと思っていたのに、そうでなかったのはショックでした。だから今この場でこれまで不発に終わっていた分、ちゃんと先輩を喜ばせてみせます」

「え？」

「そうですね……ここ数日の色々で先輩も疲れていると思いますので、マッサージでもしましょうか？　俺、上う手まいですよ」

「え、それはちょっとやってもらいたいかも……」

「じゃあそこに寝てください。六十分コースと九十分コースのどっちがいいですか？」

「そんな長いの!?　ていうか寝るっていってもここ床だし、そ、それに……あたしスカートだし……」

「ダメですか……じゃあカラオケに行っていっしょに先輩の大好きなヴィジュアル系の曲を歌いましょう。俺、ハモりますから」

「ちょ、なんであたしがヴィジュアル系の曲が好きだって知ってるの!?」

「先輩のことは何でも熟知しています。どれがいいですか、『闇に堕お天ちる翼』か『Endless Tears』か『毒蛇の影～The Shadow～』か……」

「や、やめて！　中二病あふれるアレなタイトルを連呼しないでー!?」

「分かりました。それじゃあ今から先輩の素敵なところを十個挙げていきます」

「え？」

「まずかわいいです。それも尋常じゃないかわいさで、一度それを知ってしまうともう先輩なしでは日常生活を送っていけない身体からだになってしまいます。それだけじゃなくて当然声も魅力的ですし、聞いているだけでマイナスイオンとフィトンチッドとセロトニンが自然発生してくる効果が見込めます。時々少し抜けているところもありますが、いっしょにいるだけで自然と周りを温かくしてくれる朗らかな性格と向日葵ひまわりのような笑顔もとても好ましくて……」

「だ、だから、ちょっと待って！　それ照れるやつだから!?　クリティカルヒットのやつだから！　ていうかなんでそんな流れになってるの!?　なんなの、あたしを照れ殺したいの!?」

「いえ、先輩に喜んでもらいたくて素直な思いを表現しているだけですが……」

「じゅ、純粋だからタチが悪い！　す、素直さの方向性を間違ってるよ!?　ぴ、ぴぎゃー!!」

　先輩がぐるぐると目を回して。

　放送室に、その鳴き声が高らかに響き渡ったのだった。
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「……そ、そんなことがあったんですね……」

　先輩との雪解け（？）があった翌日。

　放送室で事の顚てん末まつを話すと、舞まい原はらさんが目をぱちぱちとさせながらそう言った。

「……か、帰ろうと思って下げ駄た箱ばこで靴に履き替えていたらお二人の声が聞こえてきて……し、しかも、その、『ときめき☆ブロードキャスト』みたいな甘あま々あまな内容だったので……ど、どきどきしちゃいました……」

「あはは、そうだよねー。なんかあるんだろうなーって頭では分かってた私だってめちゃくちゃ驚いたもん」

　真ま衣いさんが楽しそうに笑う。

「でも二人ともほんとラブラブだったよねー。あれはラジオドラマの練習だって誤魔化しといたけど、リアルタイムで聞いてた周りにいた子たち、みんなきゃーきゃー言ってすごかったんだから。『なにこれ!?　真まっ直すぐで甘あま酸ずっぱくて胸の奥がむずむずする～♪』『告白？　告白？』『わたしもあんな青春送ってみたーい！』ってね。ね、花か梨りん♪」

「……も、もう、その話はいいじゃん。あ、あれは、なんていうか事故みたいなものだし……」

　真ま衣いさんに突っこまれて、先輩が気まずそうな様子で顔を逸そらす。

「えー、でも親友としては気になるっていうかー。花か梨りんとしてはやっぱ嬉うれしかったんじゃない？　放送室でのラブラブ会話もそうだけど、あんなに声のことを好きだって言ってもらって」

「……」

「んー、どうなのどうなの、花か梨りん？」

「……そ、それは、嬉うれしかった……よ……？　あ、あんなこと言ってもらったのは初めてだったし……。で、でもそれよりも、やっぱり照れる方が大きかったっていうか……」

　もじもじと胸の前に手を当てながらそう口にする。

　だけどその声は張られた発声用のものではなくて、いつも通りの飾らない素のままのものだった。

「あー、ま、それはしょうがないか。後輩くん、ほんっとにど直球だもんねー」

「先輩相手には思っていることを包み隠さずあますことなくハッキリと声に出して伝えると決めていますので。今回はそれがうまくできなかったばかりに先輩を傷つけてしまいました。だからこれからは、今まで以上にしっかりと自分の気持ちを声に出して伝えられるように、精進していきたいと思います」

「こ、これ以上ぐいぐい攻められたらあたし照れくさくて卒倒しちゃうよ!?」

「大丈夫です、その時は介抱します」

「……っつつつつ……」

「あっはは、これはもう諦めるしかないんじゃない、花か梨りん？」

　頭から湯気が出そうなほど真っ赤になる先輩を見て、真ま衣いさんがにやにやと笑う。

「そういえば今回は真ま衣い先輩にもご迷惑をかけてしまいました」

「ん？　いいっていいって。色々面白かったから。それに花か梨りんのためだし、後輩くんのことも気に入っちゃったしね」

　手をひらひらと振りながらそう言う。

　口調こそはからかい気味だったけれど、その目は温かく先輩に対する優しさに満ちていて……

「……」

「ん？　どしたの？」

「やっぱり真ま衣い先輩はすごく優しいですね」

「ふお……っ……？」

「一見適当な態度に見えますけど、でもその裏に隠された本心には、聖母のような慈愛の表情が見て取れます。優しさのカタマリです」

「せ、聖母……!?　ちょ、ちょ……こ、後輩くん……？　ほ、ほめてくれるのはいいけど、みんながいる前でそういうことを言うのは……」

「……（にまにま）」

「あ、え、えーと……」

「ふふーん、にゃるほど。真ま衣いも意外とぐいぐい攻めてこられるのには弱いのかー。いいこと聞いたにゃー」

「う、え……こ、これはさあ……」

　声が小さくなる真ま衣いさんを先輩がにやにやと笑いながら見上げるという、普段は見られない光景になっていた。

　そしてその傍かたわらでは舞まい原はらさんが、

「……お、お二人とも……市いち村むら先輩と仲が良くて……い、いいなあ…………で、でも……わ、わたしもいつか……市いち村むら先輩に、あそこまで好きって言ってもらえる声になって……」

「？」

「……！　あ、な、なんでもないです……っ……！　ひ……ひゃっく……!?」

「??」

　舞まい原はらさんが何だってしゃっくりをしていたのかはよく分からなかったけれど。

　どうしてか龍りゆう之の介すけの頭には、スリーアウトチェンジという声が響いたのだった。







　やがてしばらくして真ま衣いさんは生徒会の用事が、舞まい原はらさんはバイトがあると言って帰っていった。

「じゃあまたね、花か梨りん、後輩くん。二人っきりだからってあんまいちゃいちゃしちゃダメだよ？」

「……お、お先に失礼します……」

　そう二人は出て行って。

　放送室には、先輩と龍りゆう之の介すけの二人だけとなった。

　急に人数が半減したことからか、やけに静かになったように感じられる。

「……なんだか市いち村むらと二人だけっていうのもひさしぶりな気がするね」

　先輩がどこか感慨深げに言った。

「そうですね」

「うん。ちょっと前まではこれが普通だったのに。なんか最近、一気に賑にぎやかになったからなー」

　確かにそれはその通りだった。

　舞まい原はらさんは部員になったのだから当然として、ここ最近は真ま衣いさんも何だかんだで放送室に来る回数が多くなっていた。単純に考えて人数が先輩と二人だった時の倍になっているわけだし、それは必然なのかと思う。

　というか真ま衣いさんはこれからも放送室にやって来るつもりなのだろうか。

　そのことを先輩に訊きいてみると、

「あー、うん、なんか真ま衣いのやつ、市いち村むらのことを気に入ったみたいでさ。『ふふ、面白いよね、あの後輩くん。なんかちょーっと興味あるかも』とか言ってたんだよね。だからこれからもちょくちょく顔を出してくるかも」

「そうなんですね」

　それは少しだけ複雑な心境だった。

　舞まい原はらさんのことも、真ま衣いさんのことも、嫌いなわけじゃない。

　むしろ二人ともとてもいい人たちだし、好ましいと思っている。

　ただ舞まい原はらさんと真ま衣いさんが放送室にやって来る頻度が増えるということは必然的に先輩と二人だけでいられる時間は少なくなるわけで、そのことは龍りゆう之の介すけにとってやはり少しばかり気になる変化だった。

「ん、なんか考えこんでどうしたの？　──ははーん、真ま衣いといっしょにいられるのが嬉うれしいとか？　真ま衣い、美人だもんねー」

「いえ、先輩と二人でいられる時間が減ってしまうのが残念で。寂しくて死んでしまわないか心配していました」

「真逆だった!?　ていうかウサギか!?」

「先輩と二人でいられないと、先輩成分が減ってしまうので」

「なにその謎のエネルギー源!?」

「生きていく上で必要不可欠な栄養素です」

「と、糖分とかじゃないんだから！」

　先輩が大きくため息を吐く。

「はー、も、もうほんと、市いち村むらはどこまでいっても市いち村むらっていうか……そ、そーいうとこだぞ、ほんと……！」

「はあ……」

「ま、まあ、でもそこが市いち村むらのいいところでもあるっていうか、お兄ちゃんも今どき珍しく誠実で真まっ直すぐなやつだってほめてたしなー……。……な、なんかもう弟みたいに思えるなんてことも言ってたし……」

「？　何ですか？」

「にゃ、にゃんでもない！　む、婿養子の話とかじゃないから！」

「……？」

　なぜか知らないけれど、ワンアウトが取れているみたいだった。

　あいかわらず先輩のツボはよく分からない……と龍りゆう之の介すけが首を捻ひねっていると、先輩が思い出したように顔を上げた。

「……あー、でもさ市いち村むら、この前、あたしを一日三回以上一週間喜ばせることができたらあることを実行しよう、って言ってたよね？」

「え？　はい」

「実はあたしも……おんなじように考えてたことがあるんだよね。市いち村むらに関して、ある条件を決めてて、それが達成できたら市いち村むらにあることをしようって。……まあ、完全には達成できてないんだけど、もういっかなって……」

「そうなんですか？　じゃあお願いします」

「迷いがない!?」

「先輩にされることだったら何であっても断る理由は皆無なので」

「も、もう……はあ、まあそういう市いち村むらの反応は想像できてたんだけどさ。じゃ、じゃあ……やるよ？　いい？」

「はい」

「……」

「……」

「……」

　しばしの沈黙の後。

　先輩は何かを覚悟したかのようにきゅっと目をつむると、




「…………りゅ、龍りゆう之の介すけ……っ……」




「……！」

　絞り出すように、そう口にした。

「……い、一日に照れさせられる回数を三回よりも少なくすることができたら……市いち村むらのこと、名前で呼ぼうと思ってたんだよ。ほ、ほら、照れさせられるのが少なくなるってことはちゃんと先輩としての威厳が保ててるってことだし、先輩と後輩の距離感も保ててるってことだし……だったらいいかなって。そ、それに、もう知り合って一年以上になるのに、いつまでも名字で呼んでるんじゃよそよそしい気もするし……」

「…………」

「あ、も、もしイヤだったすぐに元に戻もど──」

「いえそのままでお願いします」

　完全に食い気味に即答した。

「絶対にそのままでお願いします。イヤなんてことはまかり間違ってもありません。というかもう二度と市いち村むらとは呼ばないでください」

　先輩が自分のことを「龍りゆう之の介すけ」と名前で呼んでくれるなんて……こんなこの場で三遍回ってワンと鳴いてもいいくらいに嬉うれしい提案、たとえ天地がひっくり返っても拒否するはずがない。

「う、なんか若干引くくらい喜んでるな……そ、それもそれでなんか予想通りすぎて引っかかるけど……だ、だったらこれからそうするから。あ──あと、そうだ」

「？」

「あー、あ、あたしのこともさ……花か梨りんでいいよ。先輩でもいいんだけど、真ま衣いが来るようになると先輩が二人だから紛らわしくない？　だから……」

　そこまで口にして、ちらっと龍りゆう之の介すけの顔を見上げてくる。

　こっちの様子をうかがう素直じゃない仔こ猫ねこみたいな表情。

　その先輩の提案に、龍りゆう之の介すけはこう声に出して答えたのだった。

「花か梨りん先輩……」

「う、うん」

「花か梨りん先輩」

「な、なに……？」

「花か梨りん先輩」

「よ、呼びすぎだから！」

「そうは言ってもあまりに嬉うれしすぎるので。これから一日最低五十回は呼ばせてもらいます」

「一時間に十回のペース!?」

「それでもまだ足りないくらいです。できるものなら一日中──朝起きた時も、昼にランチを食べる時も、夜に風ふ呂ろから出てリラックスしている時も、いつだって呼び続けていたいくらいです」

「そ、それ、ほとんど結婚じゃん……!?　だ、だからそーいうところだって言ってるのに……にゃ、にゃー……!?」

　そして今日もまた。

　放送室に先輩の鳴き声が大きく響き渡ったのだった。
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　あとがき




　こんにちはまたははじめまして五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『ちっちゃくてかわいい先輩が大好きなので一日三回照れさせたい』をお届けいたします。







　こちらはタイトルの通り、メインヒロインのちっちゃくてかわいい先輩を照れさせる、短編連作形式のラブコメとなっております。

　ひさしぶりの新作ラブコメということで、ちっちゃい、かわいい、ちょっと年上ぶっているけど割とちょろい、声がきれいでかわいいと、自分の理想をこれでもかと詰め込んだヒロインとなってしまいました。

　個人的にはお気に入りの先輩を少しでもかわいいと思っていただければ幸いです。ちなみに他にもヒロイン候補は出てきていますので、先輩だけだとちょっと……と思った方も安心して読んでいただければと思います。







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の黒くろ川かわさま・小お野の寺でらさま。今回も色々とお世話になりました。ありがとうございます。

　イラストを担当していただいたはねことさま。素敵なイラストをありがとうございました！　カバーイラストはスマホの待ち受けにさせていただいております……！







　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇二〇年春　五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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ちっちゃくてかわいい先セン輩パイが大だい好すきなので一いち日にち三さん回かい照てれさせたい








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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